
２７日、北朝鮮から返還され、ソウル南方の烏山米空軍基地に到着した
米兵の遺骨（共同）

国
は
法
的
対
抗
措
置
の
構
え

と
っ
て
素
晴
ら
し
い
瞬
間

だ
。あ
り
が
と
う
金
正
恩
氏
」

と
投
稿
し
た
。

　

北
朝
鮮
は
日
本
人
拉
致
問

題
は
解
決
済
み
と
す
る
一

方
、
第
２
次
大
戦
の
終
戦
前

後
の
混
乱
期
に
現
在
の
北
朝

鮮
で
死
亡
し
た
日
本
人
の
遺

骨
問
題
に
つ
い
て
は
、
人
道

問
題
と
し
て
対
応
す
る
意
向

を
日
本
側
に
昨
年
伝
達
し
て

い
る
。
米
兵
の
遺
骨
返
還
を

進
め
な
が
ら
安
倍
政
権
の
出

方
を
探
る
可
能
性
も
あ
る
。

　

米
側
は
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
な
ど

を
通
じ
、
５
５
柱
の
身
元
確

認
を
進
め
る
。
返
還
に
つ
い

て
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
は
「
金

正
恩
氏
は
ト
ラ
ン
プ
氏
と
の

約
束
の
一
部
を
履
行
し
た
。

前
向
き
な
変
化
へ
の
機
運
に

勇
気
づ
け
ら
れ
る
」
と
評
価

し
た
。

　

国
連
軍
司
令
官
を
兼
務
す

る
在
韓
米
軍
の
ブ
ル
ッ
ク
ス

司
令
官
は
「（
北
朝
鮮
と
の
）

広
範
な
調
整
の
末
に
実
現
し

た
成
果
だ
」
と
歓
迎
し
た
。

　

一
方
、
北
朝
鮮
メ
デ
ィ
ア

は
連
日
、
終
戦
宣
言
が
朝
鮮

半
島
の
平
和
体
制
構
築
に
向

け
た
「
最
初
の
工
程
」
だ
と

　
【
共
同
】
沖
縄
県
の
翁
長
雄
志
知
事
は
２
７
日
、
県
庁
で
記
者
会
見
し
、
米
軍
普
天

間
飛
行
場
（
宜
野
湾
市
）
の
名
護
市
辺
野
古
へ
の
移
設
を
巡
り
、
前
知
事
に
よ
る
辺

野
古
沿
岸
部
の
埋
め
立
て
承
認
の
撤
回
に
向
け
、手
続
き
を
始
め
る
と
表
明
し
た
。「
あ

ら
ゆ
る
方
法
を
駆
使
し
、
新
基
地
は
造
ら
せ
な
い
と
の
公
約
実
現
に
向
け
、
全
力
で

取
り
組
む
」
と
改
め
て
強
調
し
た
。
防
衛
省
沖
縄
防
衛
局
は
、
直
ち
に
処
分
取
り
消

し
の
行
政
訴
訟
や
、
執
行
停
止
の
申
し
立
て
と
い
っ
た
法
的
措
置
で
対
抗
す
る
構
え
。

撤
回
は
阻
止
に
向
け
た
最
後
の
手
段
と
さ
れ
、
移
設
問
題
は
最
終
局
面
に
入
っ
た
。

工
事
中
断
で
土
砂
投
入
遅
れ
も

権
に
非
核
化
を
待
た
ず
に
終

戦
宣
言
に
応
じ
る
よ
う
迫
る

構
え
だ
。

　

２
７
日
は
朝
鮮
戦
争
の
休

戦
協
定
締
結
か
ら
６
５
年
の

節
目
に
当
た
り
、
南
北
双
方

が
記
念
行
事
を
行
っ
た
。

　

遺
骨
は
韓
国
を
飛
び
立
っ

た
米
軍
輸
送
機
が
北
朝
鮮
東

部
・
元
山
の
葛
麻
空
港
か
ら

韓
国
・
ソ
ウ
ル
南
方
の
烏
山

米
空
軍
基
地
に
移
送
し
た
。

基
地
で
は
８
月
１
日
に
正
式

な
返
還
式
典
を
開
催
す
る
。

　

ト
ラ
ン
プ
氏
は
ツ
イ
ッ

タ
ー
に
「
多
く
の
遺
族
に

　
【
ソ
ウ
ル
、
北
京
共
同
】

北
朝
鮮
は
２
７
日
、
朝
鮮

戦
争
（
１
９
５
０
〜
５
３

年
）
で
戦
死
し
た
米
兵
の
遺

骨
を
米
側
に
返
還
し
た
。
国

連
軍
司
令
部
に
よ
る
と
遺
骨

は
５
５
柱
。
ト
ラ
ン
プ
米
大

統
領
と
北
朝
鮮
の
金
正
恩
朝

鮮
労
働
党
委
員
長
が
６
月
の

会
談
で
返
還
に
合
意
し
て
い

た
。

　

約
束
通
り
返
還
さ
れ
た
こ

と
は
米
朝
間
の
信
頼
醸
成
に

寄
与
す
る
。北
朝
鮮
は
今
後
、

５
３
０
０
人
に
上
る
と
さ
れ

る
行
方
不
明
米
兵
の
遺
骨
収

集
作
業
を
再
開
す
る
こ
と
で

和
解
ム
ー
ド
を
演
出
、
米
政

朝
鮮
戦
争
休
戦
か
ら
６
５
年

沖縄知事、辺野古撤回表明
「
終
戦
宣
言
」
迫
る

北
朝
鮮
が
米
兵
遺
骨
返
還

ふ
る
さ
と
納
税
３
５
道
県
で
黒
字

都
市
か
ら
地
方
へ
税
収
移
転

Ａ
Ｉ
が
訪
日
客

に
奈
良
を
案
内

近
鉄
や
Ｎ
Ｔ
Ｔ
な
ど
実
証
実
験

が
２
７
日
、
総
務
省
調
査
で

分
か
っ
た
。
寄
付
者
が
住
む

自
治
体
は
税
収
が
減
る
。
都

道
府
県
別
に
１
７
年
度
の
寄

付
獲
得
額
か
ら
減
収
額
を
差

し
引
い
て
大
ま
か
な
損
得
を

見
る
と
、
寄
付
額
が
減
収
額

を
上
回
る
“
黒
字
”
は
３
５

道
県
。減
収
額
が
上
回
る“
赤

字
”
は
東
京
や
愛
知
な
ど
都

市
部
が
中
心
の
１
２
都
府
県

で
、
地
方
へ
の
税
収
移
転
が

う
か
が
え
る
。

　

寄
付
を
す
る
と
、
上
限
の

範
囲
内
で
自
己
負
担
の
２
千

円
を
引
い
た
額
が
住
民
税
な

ど
か
ら
控
除
さ
れ
る
。
ふ
る

さ
と
納
税
に
よ
る
１
７
年
度

の
寄
付
総
額
は
３
６
５
３
億

円
で
、
５
年
連
続
で
過
去
最

多
を
更
新
。
こ
の
傾
向
に
伴

い
住
民
税
の
減
収
額
も
５
年

連
続
で
伸
び
た
。
住
民
税
が

軽
減
さ
れ
る
人
数
も
過
去
最

多
。

　

都
道
府
県
別
で
減
収
額
の

最
大
は
東
京
の
６
４
６
億

円
。
神
奈
川
２
５
７
億
円
、

大
阪
２
１
２
億
円
が
次
い

だ
。
３
都
府
県
と
も
前
年
度

よ
り
拡
大
し
た
。

　

黒
字
が
最
大
だ
っ
た
の

は
、
ふ
る
さ
と
納
税
が
好
調

な
北
海
道
と
佐
賀
と
の
３
０ 

　

翁
長
氏
に
と
っ
て
は
１
１

月
の
知
事
選
を
前
に
撤
回
方

針
を
打
ち
出
す
こ
と
で
、
県

民
世
論
を
喚
起
す
る
狙
い
も

あ
る
と
み
ら
れ
る
。
撤
回
に

よ
り
国
の
工
事
は
一
時
中
断

し
、
早
け
れ
ば
８
月
１
７
日

に
も
予
定
さ
れ
る
辺
野
古
沖

で
の
土
砂
投
入
が
遅
れ
る
可

能
性
が
あ
る
。
国
の
対
抗
措

置
で
主
張
が
認
め
ら
れ
れ

ば
、
工
事
は
再
開
さ
れ
る
。

　

翁
長
氏
は
、
理
由
に
つ
い

て
環
境
保
全
対
策
を
示
さ
ず

に
工
事
に
着
手
す
る
な
ど
、

承
認
の
条
件
と
な
る
事
業
者

の
義
務
に
違
反
し
て
い
る
と

し
た
。
さ
ら
に
、
朝
鮮
半
島

の
非
核
化
と
緊
張
緩
和
へ
の

努
力
が
続
け
ら
れ
て
い
る
と

米
Ｇ
Ｄ
Ｐ
、
４
・１
％
増

３
年
９
カ
月
ぶ
り
高
い
伸
び

指
摘
し
た
上
で
「
２
０
年
以

上
も
前
に
決
定
さ
れ
た
新
基

地
建
設
を
見
直
す
こ
と
も
な

く
、
強
引
に
推
し
進
め
よ
う

と
し
て
い
る
」
と
政
府
を
批

判
し
た
。

　

菅
義
偉
官
房
長
官
は
会
見

強
調
し
て
い
る
。
金
正
恩
氏

が
完
成
を
宣
言
し
た
「
国
家

核
戦
力
」
を
手
放
す
の
は
軍

な
ど
の
抵
抗
が
予
想
さ
れ
、

強
調
。
一
方
で
、
米
国
と
の

貿
易
戦
争
を
繰
り
広
げ
て
い

る
中
国
と
、
他
の
参
加
国
の

対
米
姿
勢
に
は
温
度
差
が
あ

り
、「
保
護
主
義
」
と
い
う

文
言
を
盛
り
込
む
の
は
見
送

ら
れ
た
。

　

新
華
社
電
に
よ
る
と
、
中

国
の
習
近
平
国
家
主
席
は

２
６
日
、
イ
ン
ド
の
モ
デ
ィ

首
相
や
ロ
シ
ア
の
プ
ー
チ
ン

大
統
領
と
会
談
。
モ
デ
ィ

氏
と
の
会
談
で
習
氏
は
「
と

も
に
多
国
間
主
義
の
旗
を
掲

げ
、
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化

を
主
張
し
よ
う
」
と
述
べ
、

多
角
的
な
貿
易
体
制
の
重
要

性
を
強
調
し
た
。

　

首
脳
会
議
で
は
、
Ｂ
Ｒ
Ｉ

Ｃ
Ｓ
が
設
立
し
た
「
新
開
発

銀
行
」（
本
部
・
中
国
上
海
）

の
新
た
な
拠
点
を
ロ
シ
ア
に

置
く
こ
と
も
議
論
さ
れ
た
。

中
国
主
導
の
ア
ジ
ア
イ
ン
フ

ラ
投
資
銀
行
（
Ａ
Ｉ
Ｉ
Ｂ
）

と
と
も
に
、
米
欧
主
導
の
開

発
金
融
に
対
抗
す
る
狙
い
が

あ
る
。
来
年
は
ブ
ラ
ジ
ル
で

開
催
さ
れ
る
予
定
。

多
国
間
貿
易
の
危
機
を
強
調

Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
首
脳
会
議
閉
幕

北
朝
鮮
は
非
核
化
交
渉
を
国

内
的
に
説
明
す
る
上
で
も
終

戦
宣
言
が
不
可
欠
と
判
断
し

て
い
る
も
よ
う
だ
。

決壊した末政川の堤防で続く復旧工事＝２７日午後、岡山県倉
敷市真備町地区（共同）

８
億
円
で
、
宮
崎
２
４
１
億

円
と
続
い
た
。
一
方
、
赤
字

は
東
京
の
６
２
３
億
円
が

最
も
大
き
く
、
次
い
で
神

奈
川
１
８
４
億
円
、
愛
知

１
２
６
億
円
だ
っ
た
。

　

都
市
の
お
金
を
地
方
に
環

流
さ
せ
る
の
は
、
ふ
る
さ
と

納
税
の
狙
い
の
一
つ
。
し
か

し
減
収
額
が
膨
ら
み
、
都
市

部
の
自
治
体
で
は
「
地
方
が

豪
華
な
返
礼
品
を
Ｐ
Ｒ
し
、

税
収
を
奪
っ
て
い
る
」
と
の

不
満
が
高
ま
っ
て
い
る
。

ま
た
水
が
あ
ふ
れ
る
か
も
し

れ
な
い
」。
災
害
ご
み
が
積

ま
れ
た
場
所
が
複
数
あ
り
、

別
の
住
民
は
「
強
風
で
散
乱

し
な
い
か
心
配
」
と
顔
を
し

か
め
た
。

　

広
島
県
坂
町
小
屋
浦
地
区

で
は
、
住
民
ら
が
再
び
雨
水

や
土
砂
が
流
入
し
な
い
よ

う
、
住
宅
の
玄
関
先
に
土
の

う
を
積
ん
だ
。
作
業
を
し
て

い
た
女
性
は
「
台
風
が
消
滅

し
て
く
れ
れ
ば
い
い
の
で
す

が
」と
祈
る
よ
う
に
話
し
た
。

　

自
宅
が
浸
水
被
害
を
受
け

た
会
社
員
谷
功
さ
ん（
４
２
）

け
、
西
日
本
豪
雨
の
被
災
地

で
は
２
７
日
、
被
害
拡
大
を

防
ご
う
と
住
民
が
土
の
う
を

積
み
上
げ
る
な
ど
の
対
応
に

追
わ
れ
た
。「
雨
が
怖
い
」。

豪
雨
の
シ
ョ
ッ
ク
は
大
き

く
、不
安
は
募
る
ば
か
り
だ
。

　

小
田
川
の
堤
防
が
決
壊
す

る
な
ど
し
て
５
１
人
が
死
亡

し
た
岡
山
県
倉
敷
市
真
備

町
地
区
。
避
難
生
活
を
続
け

る
主
婦
井
上
加
代
子
さ
ん

（
７
３
）
は
「
堤
防
の
復
旧

工
事
が
終
わ
っ
て
お
ら
ず
、

　
【
共
同
】
台
風
１
２
号
が

近
づ
い
て
い
る
こ
と
を
受

で「
県
の
通
知
書
が
来
れ
ば
、

法
令
に
従
っ
て
適
切
に
対
応

す
る
。
移
設
工
事
を
進
め
る

と
い
う
考
え
方
に
変
わ
り
な

い
」
と
述
べ
た
。「
自
然
環

境
や
生
活
環
境
に
最
大
限
配

慮
し
、
工
事
を
進
め
る
」
と

も
語
っ
た
。

　

県
は
、
撤
回
に
際
し
沖
縄

防
衛
局
か
ら
弁
明
を
聞
く
た

め
の
聴
聞
開
始
を
、
週
明
け

以
降
に
通
知
す
る
。
防
衛
局

は
応
じ
る
構
え
で
実
際
の
撤

回
は
通
知
か
ら
２
〜
３
週
間

程
度
か
か
る
見
通
し
。
防
衛

局
は
、
土
砂
投
入
を
予
定
す

る
海
域
を
護
岸
で
囲
い
込
む

「
雨
が
怖
い
」
台
風
に
不
安

被
災
住
民
、
土
の
う
積
み
上
げ

　
【
ワ
シ
ン
ト
ン
共
同
＝
栗

原
和
大
】
米
商
務
省
が
２
７

日
発
表
し
た
２
０
１
８
年
４

〜
６
月
期
の
実
質
国
内
総
生

産
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
、
季
節
調
整
済

み
）
の
速
報
値
は
年
率
換
算

で
前
期
比
４
・
１
％
増
だ
っ

た
。
２
・
２
％
増
だ
っ
た
１

〜
３
月
期
か
ら
経
済
成
長
の

ペ
ー
ス
が
加
速
し
、
１
４
年

７
〜
９
月
期
の
４
・
９
％
増

以
来
、
３
年
９
カ
月
ぶ
り
の

高
い
伸
び
と
な
っ
た
。
個
人

消
費
と
輸
出
が
拡
大
し
、
高

成
長
を
け
ん
引
し
た
。

　

０
９
年
６
月
に
始
ま
っ
た

今
回
の
米
景
気
拡
大
が
１
０

年
目
に
入
っ
た
こ
と
が
、
Ｇ

Ｄ
Ｐ
統
計
上
も
裏
付
け
ら
れ

た
。
た
だ
、
ト
ラ
ン
プ
政
権

が
仕
掛
け
る
中
国
な
ど
と

の
「
貿
易
戦
争
」
が
米
景
気

の
足
を
引
っ
張
る
可
能
性
が

浮
上
す
る
。
政
権
が
目
指
す

３
％
以
上
の
安
定
成
長
が
続

く
か
ど
う
か
は
不
透
明
で
、

　
【
共
同
】
近
畿
日
本
鉄
道

と
Ｎ
Ｔ
Ｔ
な
ど
は
２
７
日
、

人
工
知
能
（
Ａ
Ｉ
）
を
用
い

た
訪
日
外
国
人
向
け
観
光
案

内
サ
ー
ビ
ス
「
奈
良
ガ
イ
ド

ボ
ッ
ト
」
の
実
証
実
験
を
始

め
た
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
向

け
の
ア
プ
リ
で
、
多
く
の
訪

日
観
光
客
が
利
用
す
る
近
鉄

奈
良
駅
（
奈
良
市
）
で
８
月

１
０
日
ま
で
実
施
す
る
。

　

奈
良
ガ
イ
ド
ボ
ッ
ト

は
、
自
動
返
答
プ
ロ
グ
ラ
ム

「
チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
」
の
技

術
を
活
用
し
た
。
利
用
者
が

質
問
事
項
を
入
力
す
る
と
、

Ａ
Ｉ
が
会
話
形
式
で
答
え

る
。
近
鉄
奈
良
駅
で
配
布
し

て
い
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
掲

載
さ
れ
た
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
ス

マ
ホ
で
読
み
取
る
と
ア
プ
リ

が
使
用
で
き
、
日
本
語
の
ほ

か
、
英
語
と
中
国
語
に
対
応

す
る
。

　

日
本
語
が
分
か
ら
な
い
外

国
人
も
直
感
的
に
利
用
で
き

る
よ
う
、
観
光
し
た
い
場
所

に
関
連
し
た
写
真
を
送
る
だ

け
で
、
Ａ
Ｉ
が
目
的
地
を
判

断
し
て
道
案
内
を
す
る
よ
う

に
し
た
。
例
え
ば
奈
良
の
大

仏
の
写
真
を
送
る
と
、
東
大

寺
ま
で
の
地
図
や
交
通
手
段

な
ど
を
表
示
す
る
。

　

香
港
か
ら
観
光
に
訪
れ
て

い
た
タ
オ
・
シ
ャ
ン
チ
ー
さ

ん
は
「
人
に
尋
ね
な
く
て

も
、
写
真
を
送
る
だ
け
で
行

き
方
が
分
か
る
の
で
と
て
も

便
利
」
と
話
し
た
。

記者会見する沖縄県の翁長雄志知事＝２７日午前、沖縄県庁
（共同）

作
業
を
完
了
し
、
本
格
的
な

埋
め
立
て
の
準
備
を
整
え
て

い
る
。

　

移
設
を
巡
っ
て
は
、
仲
井

真
弘
多
前
知
事
が
出
し
た
承

認
を
、
法
的
な
瑕
疵
が
あ

る
と
し
て
翁
長
氏
が
１
５
年

１
０
月
に
取
り
消
し
た
経
緯

が
あ
る
。
１
６
年
１
２
月
に

最
高
裁
が
取
り
消
し
処
分
は

違
法
と
結
論
付
け
た
た
め
、

政
府
は
工
事
を
再
開
し
た
。

今
回
の
撤
回
は
、
承
認
後
の

事
情
の
変
化
を
理
由
に
許
認

可
な
ど
の
行
政
処
分
を
取
り

消
す
措
置
。

米
景
気
の
動
向
は
世
界
経
済

の
先
行
き
に
も
大
き
く
影
響

し
そ
う
だ
。

　

Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
伸
び
率
は
市
場

予
想
と
ほ
ぼ
同
じ
だ
っ
た
。

景
気
の
順
調
な
拡
大
を
受

け
、
米
連
邦
準
備
制
度
理
事

会
（
Ｆ
Ｒ
Ｂ
）
は
今
年
９
月

に
追
加
利
上
げ
を
決
め
る
見

通
し
だ
。

　

Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
約
７
割
を
占
め

る
個
人
消
費
は
４
・
０
％
増

で
、
１
４
年
１
０
〜
１
２
月

期
（
４
・
７
％
増
）
以
来
の

高
い
伸
び
だ
っ
た
。
耐
久
財

消
費
の
柱
で
あ
る
自
動
車
・

部
品
が
プ
ラ
ス
に
転
じ
た
。

　

輸
出
は
９
・
３
％
増
で
、

１
３
年
１
０
〜
１
２
月
期

（
１
２
・
２
％
増
）
以
来
の
急

拡
大
と
な
っ
た
。輸
入
は
０
・

５
％
増
に
と
ど
ま
っ
た
。

　

企
業
の
設
備
投
資
は
７
・

３
％
増
と
好
調
を
維
持
。
政

府
支
出
も
増
え
た
が
、
住
宅

投
資
は
ロ
ー
ン
金
利
の
上
昇

な
ど
が
影
響
し
、
１
・
１
％

減
少
し
た
。

　

Ｆ
Ｒ
Ｂ
が
物
価
の
目
安
と

す
る
個
人
消
費
支
出
（
Ｐ
Ｃ

Ｅ
）
物
価
指
数
は
前
年
同
期

比
２
・
２
％
上
昇
し
、
目
標

の
２
％
を
突
破
し
た
。

　

Ｆ
Ｒ
Ｂ
は
今
年
６
月
の
連

邦
公
開
市
場
委
員
会
（
Ｆ
Ｏ

Ｍ
Ｃ
）
で
追
加
利
上
げ
を
決

め
た
。
７
月
３
１
日
か
ら
２

日
間
の
次
回
委
員
会
で
は
利

上
げ
を
見
送
り
、
９
月
の
会

合
で
実
施
を
決
め
る
と
の
観

測
が
市
場
で
は
大
勢
だ
。

　
【
ヨ
ハ
ネ
ス
ブ
ル
ク
共
同
】

南
ア
フ
リ
カ
の
最
大
都
市
ヨ

ハ
ネ
ス
ブ
ル
ク
で
開
か
れ
て

い
た
ブ
ラ
ジ
ル
、
ロ
シ
ア
、

イ
ン
ド
、
中
国
、
南
ア
の
新

興
５
カ
国
（
Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
）

首
脳
会
議
は
２
７
日
、
２
日

間
の
日
程
を
終
え
て
閉
幕
し

た
。

　

首
脳
会
議
は
２
６
日
採
択

し
た
宣
言
で
、
多
国
間
貿
易

が
「
か
つ
て
な
い
危
機
に
直

面
し
て
い
る
」
と
の
内
容
を

　
【
共
同
】
ふ
る
さ
と
納
税

で
寄
付
し
２
０
１
８
年
度
の

住
民
税
が
軽
減
さ
れ
る
の

は
２
９
６
万
人
で
、
減
税

額
は
前
年
度
比
１
・
４
倍
の

２
４
４
８
億
円
に
な
る
こ
と

は
「
あ
の
日
か
ら
雨
が
怖
く

な
っ
た
。
台
風
が
来
た
ら
早

め
に
避
難
し
た
い
」
と
不
安

げ
な
表
情
を
浮
か
べ
た
。

　

肱
川
が
氾
濫
し
て
浸
水
被

害
が
発
生
し
、
５
人
が
犠
牲

に
な
っ
た
愛
媛
県
西
予
市
野

村
町
地
区
。
当
時
、
上
流
に

あ
る
野
村
ダ
ム
が
、
安
全
と

さ
れ
る
基
準
の
６
倍
の
量
を

放
流
し
た
。

　

ス
ポ
ー
ツ
用
品
店
を
営
む

市
川
恵
人
さ
ん
（
６
１
）
は
、

天
井
ま
で
浸
水
し
た
店
内
を

片
付
け
、
営
業
を
再
開
し
た

ば
か
り
。「
こ
れ
ほ
ど
の
被

害
が
出
る
こ
と
は
な
い
と
思

う
が
、
ダ
ム
の
放
流
が
あ
れ

ば
、
ま
た
同
じ
こ
と
が
起
き

る
か
も
し
れ
な
い
」
と
話
し

た
。
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６
億
レ
超
の
罰
金
も
み
消
し
？

製
品
の
輸
入
も
拡
大
す
る
よ

う
、
要
請
し
た
。

　

二
国
間
協
議
の
場
に
は
ブ

ラ
イ
ロ
・
マ
ジ
農
相
も
立
ち

会
っ
た
が
、
同
農
相
に
よ
る

と
、
中
国
政
府
側
の
受
け

は
「
好
感
触
」
で
、「
伯
国

か
ら
の
農
産
物
輸
入
を
将

来
的
（
時
期
は
未
定
）
に

１
千
億
ド
ル
ま
で
拡
大
す

る
」
と
語
っ
た
と
い
う
。
昨

年
中
の
中
国
向
け
の
農
産

物
輸
出
は
４
３
０
億
ド
ル

（
１
５
９
０
万
レ
ア
ル
）だ
っ

た
。
中
国
は
伯
国
の
農
産
物

輸
出
の
１
０
％
を
占
め
る
、

き
わ
め
て
大
き
な
貿
易
相
手

だ
。

　

ま
た
テ
メ
ル
大
統
領
は
、

中
国
が
伯
国
の
イ
ン
フ
ラ
の

民
営
化
に
よ
り
一
層
の
投
資

を
行
う
よ
う
呼
び
か
け
た
。

習
主
席
は
、
中
国
企
業
が
エ

レ
ト
ロ
ブ
ラ
ス
傘
下
の
配
電

会
社
民
営
化
に
興
味
を
持
っ

て
い
る
と
語
っ
た
と
い
う
。

　

ま
た
テ
メ
ル
氏
は
こ
の
席

　

連
邦
警
察
は
２
６
日
、
汚
職
捜
査
ゼ
ロ
テ
ス
作
戦
第
１
０
弾
を
決
行
。
リ
オ
州
、

聖
州
、
南
大
河
州
、
ペ
ル
ナ
ン
ブ
ッ
コ
州
の
４
州
と
連
邦
直
轄
区
で
、
合
計
９
件

の
家
宅
捜
索
令
状
を
執
行
し
た
と
、
２
６
、２
７
日
付
伯
字
紙
・
サ
イ
ト
が
報
じ
た
。

は
、
２
０
０
７
年
に
国
税

庁
か
ら
不
正
を
摘
発
さ
れ
、

１
４
年
に
は
Ｃ
ａ
ｒ
ｆ
の
裁

き
を
受
け
る
こ
と
と
な
っ

た
。
同
社
は
こ
の
件
に
対

応
す
る
た
め
、
ダ
・
フ
ォ
ン

セ
カ
氏
が
社
長
を
務
め
る
カ

ド
ゥ
ー
ナ
・
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
社
と
８
０
０
万
レ
ア
ル
で

契
約
。
２
３
０
万
レ
は
ダ
・

フ
ォ
ン
セ
カ
氏
に
渡
り
、
残

り
は
、
Ｃ
ａ
ｒ
ｆ
元
議
長
の

エ
ジ
ソ
ン
・
ロ
ド
リ
ゲ
ス
氏

と
、
娘
で
当
時
審
議
官
だ
っ

た
メ
イ
ガ
ン
・
サ
ッ
キ
氏
が

共
同
経
営
者
を
務
め
る
弁
護

士
事
務
所
と
、
コ
ン
サ
ル
会

社
の
グ
リ
ー
ン
・
セ
ン
チ
ュ

リ
ー
（
Ｇ
Ｃ
）
が
山
分
け
し

た
。
Ｇ
Ｃ
の
共
同
経
営
者
で

弁
護
士
の
ヴ
ァ
ル
ジ
ミ
ー

ル
・
ス
ピ
ン
ド
ラ
氏
は
、
別

の
大
企
業
に
便
宜
を
図
る
よ

う
Ｃ
ａ
ｒ
ｆ
内
で
暗
躍
し
た

嫌
疑
で
既
に
告
発
さ
れ
て
い

る
。

　

弁
護
士
事
務
所
と
Ｇ
Ｃ
は

賄
賂
の
一
部
を
当
時
の
Ｃ
ａ

ｒ
ｆ
審
議
委
員
た
ち
に
渡

し
、
Ｐ
製
鉄
の
利
益
と
な
る

　

服
役
中
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
ル
ー
ラ
元
大
統
領
を
大

統
領
選
の
候
補
に
す
る
こ
と

に
こ
だ
わ
り
続
け
て
い
る
労

働
者
党
（
Ｐ
Ｔ
）。
伯
字
紙

に
よ
る
と
、
大
統
領
選
に

際
し
た
同
党
の
公
約
の
中
に

は
「
最
高
裁
に
制
限
を
加
え

る
」
と
い
う
も
の
が
あ
る

よ
う
投
票
さ
せ
た
と
検
察
は

見
て
い
る
。
ロ
ド
リ
ゲ
ス
父

娘
以
外
の
当
時
の
Ｃ
ａ
ｒ
ｆ

審
議
官
３
人
も
家
宅
捜
索
の

対
象
と
さ
れ
た
。

　

検
察
に
よ
る
と
、
当
時
、

貿
易
局
長
だ
っ
た
ゴ
ジ
ー

ニ
ョ
氏
は
、
Ｇ
Ｃ
共
同
経
営

者
の
ス
ピ
ン
ド
ラ
氏
と
不
審

な
会
話
を
何
度
か
交
わ
し
て

お
り
、
ダ
・
フ
ォ
ン
セ
カ
氏

が
Ｐ
製
鉄
幹
部
と
交
わ
し
た

メ
ッ
セ
ー
ジ
に
も
、
同
氏
の

名
が
出
て
い
た
と
い
う
。

　

ド
リ
ア
前
聖
市
長
の
広
報

は
、「
ロ
ベ
ル
ト
・
ダ
・
フ
ォ

ン
セ
カ
氏
は
、
ゼ
ロ
テ
ス
作

戦
に
よ
っ
て
か
け
ら
れ
た
嫌

疑
を
晴
ら
す
た
め
、
選
挙
運

動
か
ら
身
を
引
く
」
と
の
声

明
を
発
表
し
た
。

　

同
氏
は
、
大
統
領
候
補
、

ジ
ェ
ラ
ウ
ド
・
ア
ウ
キ
ミ
ン

税
務
監
査
担
当
者
を
買
収

で
、
９
月
に
は
メ
ル
コ
ス
ル

と
Ｅ
Ｕ
の
自
由
貿
易
協
定
が

結
ば
れ
る
と
語
り
、
そ
れ
に

関
し
て
は
Ｅ
Ｕ
が
米
国
と
非

関
税
の
協
定
を
結
ん
だ
こ
と

は
影
響
し
な
い
と
楽
観
的
な

姿
勢
を
見
せ
た
と
い
う
。

　

２
６
日
に
は
、
今
回
の
Ｂ

Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
首
脳
会
議
参
加
国

に
よ
る
共
同
宣
言
も
採
択
さ

れ
た
。

　

共
同
宣
言
の
中
心
は
、

２
６
日
に
テ
メ
ル
大
統
領
が

演
説
の
テ
ー
マ
に
し
た
第
４

次
産
業
革
命
と
自
由
貿
易
に

関
す
る
も
の
で
、
Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｃ

Ｓ
諸
国
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

や
人
工
知
能
（
Ａ
Ｉ
）
が
一

般
化
し
、
通
信
や
作
業
が
遥

か
に
円
滑
と
な
っ
た
時
代
の

１
８
・
８
％
〜
３
４
・
４
％

の
高
関
税
（
税
率
は
業
者

に
よ
っ
て
異
な
る
）
が
か

け
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、

２
０
１
７
年
５
月
に
４
０
％

の
関
税
が
か
け
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
こ
と
で
、
中
国
へ

の
砂
糖
の
輸
出
は
８
６
％
減

少
し
て
い
る
。

　

大
豆
に
関
し
て
も
、
大
豆

そ
の
も
の
だ
け
で
な
く
、
大

豆
油
や
豆
カ
ス
な
ど
の
派
生

　

Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
首
脳
会
議
で

南
ア
フ
リ
カ
を
訪
問
中
の
テ

メ
ル
大
統
領
は
２
６
日
、
習

近
平
中
国
国
家
主
席
と
会
談

を
行
い
、
鶏
肉
や
大
豆
な
ど

の
農
産
物
の
障
壁
撤
廃
を
求

め
た
。
２
７
日
付
伯
字
紙
が

報
じ
て
い
る
。

　

３
０
分
ほ
ど
の
会
談
中
、

テ
メ
ル
大
統
領
は
、
鶏
肉
や

大
豆
、
砂
糖
な
ど
の
中
国
へ

の
輸
出
の
際
に
課
せ
ら
れ
る

障
壁
を
な
く
す
よ
う
、
習
主

席
に
訴
え
た
。

　

鶏
肉
に
は
現
在
、

農
産
物
の
輸
入
障
壁
撤
廃
を
懇
願

昨
年
上
半
期
よ
り
５
３
％
増
加

鶏
肉
や
大
豆
、
砂
糖
な
ど

産
業
に
お
い
て
、
い
か
に
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
や
情
報
を
共
有

す
る
か
や
、
世
界
規
模
の
通

商
が
様
々
な
障
壁
に
直
面
す

る
中
、
い
か
に
し
て
世
界
貿

易
機
関
（
Ｗ
Ｔ
Ｏ
）
を
支
援

し
て
い
く
か
と
い
っ
た
テ
ー

マ
も
盛
り
込
ま
れ
た
。

　

ま
た
、
テ
メ
ル
大
統
領
は

会
議
中
、
南
ア
フ
リ
カ
に
エ

ン
ブ
ラ
エ
ル
の
技
術
セ
ン

タ
ー
を
開
設
す
る
計
画
を
発

表
し
た
。
ま
た
、
伯
国
内
に

Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
銀
行
の
地
域
事

務
所
を
置
く
こ
と
を
正
式
に

承
認
し
、
調
印
も
行
っ
た
。

同
銀
行
の
本
部
は
２
０
１
５

年
に
中
国
の
上
海
に
開
設
さ

れ
て
お
り
、
伯
国
の
地
域
事

務
所
は
今
年
中
に
開
設
さ
れ

る
見
込
み
だ
。

　

次
回
の
Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
首
脳

会
議
は
、
伯
国
が
議
長
国
と

な
っ
て
開
催
さ
れ
る
。

ジ
ョ
ア
ン
・
ド
リ
ア
前
聖
市

長
（
民
主
社
会
党
・
Ｐ
Ｓ
Ｄ

Ｂ
）
の
政
策
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
だ
っ
た
ロ
ベ
ル
ト
・
ダ
・

フ
ォ
ン
セ
カ
氏
が
含
ま
れ
て

い
た
。
こ
の
２
人
は
、
税
務

審
理
審
議
会
（
Ｃ
ａ
ｒ
ｆ
）

が
２
０
１
４
年
に
パ
ラ
ナ
パ

ネ
マ
（
Ｐ
）
製
鉄
に
課
そ
う

と
し
た
６
億
５
千
万
レ
の
罰

金
取
消
の
た
め
に
暗
躍
し
た

と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　

ゼ
ロ
テ
ス
作
戦
は
、
Ｃ
ａ

ｒ
ｆ
の
判
断
を
不
当
に
曲
げ

て
脱
税
を
行
う
一
連
の
悪
事

を
暴
く
も
の
。
脱
税
計
画
は

基
本
的
に
、
企
業
が
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
会
社
な
ど
を
通
じ

て
Ｃ
ａ
ｒ
ｆ
の
審
議
官
や
元

審
議
官
に
賄
賂
を
払
い
、
罰

金
免
除
な
ど
の
利
益
を
得
る

と
い
う
も
の
だ
。

　

検
察
に
よ
る
と
、
Ｐ
製
鉄

テメル大統領と習主席（Cesar Itibere /PR）

ゼロテス作戦担当検察官のフェデリコ・パイヴァ氏
（Valter Campanato / Agencia Brasil）

ド
リ
ア
の
選
挙
ス
タ
ッ
フ
に
も
嫌
疑

現金輸送車襲撃事件

氏
（
Ｐ
Ｓ
Ｄ
Ｂ
）
と
も
協
力

関
係
に
あ
っ
た
が
、
特
定
の

ポ
ス
ト
に
は
就
い
て
な
か
っ

た
。
ア
ウ
キ
ミ
ン
氏
は
２
６

日
、「
彼
は
私
の
選
挙
運
動

に
直
接
関
わ
り
は
な
か
っ
た

が
、
常
に
Ｐ
Ｓ
Ｄ
Ｂ
の
活
動

に
協
力
し
て
く
れ
て
い
た
」

と
語
っ
て
い
る
。

と
い
う
。
そ
れ
に
よ
る
と
、

「
最
高
裁
判
事
は
憲
法
を
遵

守
し
、
か
つ
、
国
際
感
覚
を

持
っ
た
人
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」
と
い
い
、「
最
高
裁

と
高
等
裁
の
判
事
に
は
任
期

を
設
け
た
い
」
と
い
う
。
そ

れ
に
加
え
、
司
法
関
係
者
に

対
し
「
住
宅
手
当
の
廃
止
」

や
「
休
暇
の
短
縮
」
を
行
い
、

さ
ら
に
長
官
職
は
司
法
関
係

者
全
体
で
の
直
接
選
挙
に
し

た
い
と
い
う
。
ル
ー
ラ
氏
が

実
刑
を
受
け
た
こ
と
へ
の
司

法
界
へ
の
報
復
で
な
い
こ
と

を
祈
り
た
い
。

　
　
　
　
　

◎

　

２
１
日
、
大
聖
市
圏
オ
ザ

ス
コ
で
、
２
０
歳
の
女
性
が

母
親
（
３
９
）
の
再
婚
相

手
（
２
８
）
か
ら
、
ナ
イ
フ

で
４
０
カ
所
を
刺
さ
れ
る
事

件
が
起
き
た
。
女
性
は
一
命

を
と
り
と
め
た
も
の
の
、
重

傷
で
現
在
入
院
中
だ
。
こ
の

義
父
は
、
被
害
者
の
女
性
の

母
親
が
買
い
物
に
出
か
け
て

い
る
間
に
彼
女
を
襲
い
、
そ

の
ま
ま
行
方
を
く
ら
ま
し
て

い
る
と
い
う
。
調
べ
に
よ
る

と
、
男
性
と
彼
女
の
母
親
は

３
年
前
か
ら
交
際
を
始
め
、

以
来
、
一
家
の
仲
は
険
悪
に

な
っ
た
と
い
う
。
娘
は
同
居

せ
ず
に
祖
母
の
家
で
生
活
し

て
お
り
、
母
を
訪
れ
た
際
に

こ
の
悲
劇
が
起
き
た
。

　
　
　
　
　

◎

　

２
６
日
の
サ
ッ
カ
ー
の
全

国
選
手
権
、
サ
ン
パ
ウ
ロ
は

敵
地
ポ
ル
ト
・
ア
レ
グ
レ
で

の
対
グ
レ
ミ
オ
戦
で
先
制
し

た
が
、
１
―
２
で
逆
転
負
け

し
た
。
こ
の
前
日
、
首
位
を

行
く
フ
ラ
メ
ン
ゴ
が
サ
ン
ト

ス
と
引
き
分
け
た
た
め
、
こ

の
試
合
で
サ
ン
パ
ウ
ロ
が
勝

て
ば
首
位
に
浮
上
で
き
て
い

た
が
、
そ
う
は
な
ら
な
か
っ

た
。
サ
ン
パ
ウ
ロ
は
勝
ち
点

差
２
の
状
態
で
フ
ラ
メ
ン
ゴ

を
追
っ
て
い
る
。

　

テ
メ
ル
大
統
領
（
民
主
運

動
・
Ｍ
Ｄ
Ｂ
）
は
、
本
来
ジ

ウ
マ
政
権
の
副
大
統
領
だ
っ

た
が
、
ジ
ウ
マ
前
大
統
領
が

罷
免
さ
れ
た
た
め
、
大
統
領

の
座
に
就
い
た
。
そ
の
た
め
、

現
在
副
大
統
領
職
は
空
席

で
、
テ
メ
ル
大
統
領
不
在
時

に
臨
時
大
統
領
を
務
め
る
の

は
ロ
ド
リ
ゴ
・
マ
イ
ア
下
院

議
長
（
民
主
党
・
Ｄ
Ｅ
Ｍ
）、

も
し
く
は
エ
ウ
ニ
シ
オ
・
オ

リ
ヴ
ェ
イ
ラ
上
院
議
長
（
Ｍ

Ｄ
Ｂ
）
と
な
る
。

　

し
か
し
、
選
挙
の
前
の
半

年
間
は
「
臨
時
で
も
大
統
領

職
を
務
め
る
と
、
次
の
選
挙

に
出
馬
で
き
な
い
（
再
選
を

狙
う
大
統
領
は
別
）」
と
の

規
定
が
あ
る
た
め
、
テ
メ
ル

大
統
領
が
外
遊
に
出
る
た
び

に
両
議
長
は
国
外
に
出
、
そ

の
間
の
大
統
領
職
は
カ
ル
メ

ン
・
ル
シ
ア
最
高
裁
長
官
が

務
め
て
い
る
。
両
議
長
の
移

動
に
か
か
っ
た
費
用
は
既
に

２
５
万
レ
ア
ル
に
達
し
て
い

る
と
、
２
７
日
付
エ
ス
タ
ー

ド
紙
が
報
じ
た
。

　

こ
れ
ら
の
費
用
は
、
空
軍

機
使
用
に
か
か
る
費
用
や
日

当
な
ど
だ
。
両
議
長
は
日
当

を
受
け
取
る
こ
と
を
拒
否
し

て
い
る
が
、
随
行
員
や
同
行

議
員
た
ち
に
は
日
当
な
ど
の

旅
費
が
発
生
し
、
公
庫
負
担

は
少
な
く
な
い
。

　

今
年
４
月
、
大
統
領
が
ペ

ル
ー
を
訪
れ
た
際
は
、
上
院

議
長
は
日
本
、
下
院
議
長

は
パ
ナ
マ
を
訪
問
し
た
。
６

月
に
大
統
領
が
パ
ラ
グ
ア
イ

を
訪
れ
た
時
は
、
上
院
議
長

が
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
、
下
院
議

長
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
を
訪
問
し

た
。

　

７
月
は
、
大
統
領
は
カ
ボ・

ヴ
ェ
ル
デ
、
メ
キ
シ
コ
、
南
ア

フ
リ
カ
と
外
遊
三
昧
だ
が
、

両
議
長
は
そ
の
度
に
国
外
に

で
て
い
る
。

　

両
議
長
は
旅
費
も
自
己
負

担
し
て
お
り
、「
法
に
し
た

が
っ
て
い
る
だ
け
」（
マ
イ
ア
）、

「
自
分
だ
っ
て
法
を
改
定
し

た
い
」（
エ
ウ
ニ
シ
オ
）
と
述

べ
て
い
る
。

　
一
方
、
２
６
日
に
は
、
複

数
政
党
か
ら
な
る
大
型
会
派

セ
ン
ト
ロ
ン
が
民
主
社
会
党

（
Ｐ
Ｓ
Ｄ
Ｂ
）
の
ジ
ェ
ラ
ウ

ド
・
ア
ウ
キ
ミ
ン
候
補
を
大

統
領
選
で
推
す
こ
と
が
正
式

発
表
さ
れ
、
セ
ン
ト
ロ
ン
の
一

部
で
あ
る
Ｄ
Ｅ
Ｍ
所
属
の
マ

イ
ア
氏
が
大
統
領
選
に
立
つ

可
能
性
は
な
く
な
っ
た
。

　

伯
国
現
金
輸
送
会
社
協
会

（
Ａ
Ｂ
Ｔ
Ｖ
）
や
全
国
民
間

警
備
員
連
合
（
Ｃ
ｏ
ｎ
ｔ
ｒ

ａ
ｓ
ｐ
）
の
デ
ー
タ
に
よ
る

と
、
今
年
上
半
期
（
１
〜
６

月
）
の
現
金
輸
送
車
襲
撃
事

件
（
強
盗
未
遂
か
ら
現
金
強

奪
ま
で
）
は
昨
年
同
期
よ
り

５
３
％
増
え
た
と
、
２
７
日

付
同
サ
イ
ト
が
報
じ
た
。

　

今
年
上
半
期
は
１
７
州
で

７
５
件
の
現
金
輸
送
車
襲
撃

事
件
が
起
き
て
お
り
、
１
６

年
上
半
期
２
２
件
（
年
７
０

件
）、１
７
年
上
半
期
４
９
件

（
年
１
１
６
件
）
と
比
べ
る

と
、
年
々
増
え
て
い
る
。

　

輸
送
車
襲
撃
事
件
の
地
域

別
発
生
件
数
最
多
は
北
東
部

で
、
１
６
年
は
年
３
４
件
、

１
７
年
は
年
５
６
件
、
今
年

上
半
期
も
既
に
４
６
件
起
き

て
お
り
、
一
世
紀
前
の
大
盗

賊
、
ラ
ン
ピ
オ
ン
一
味
の
再

来
を
意
味
す
る
「
ノ
ヴ
ォ
・

カ
ン
ガ
ッ
ソ
」
な
る
言
葉
も

生
ま
れ
て
い
る
。

　

今
年
の
地
域
別
の
事
件
数

は
以
下
、
南
東
部
１
３
件
、

南
部
１
１
件
、中
西
部
３
件
、

北
部
２
件
で
、
ど
の
地
域
も

こ
こ
３
年
間
、
増
加
傾
向
に

あ
る
。
今
年
の
州
別
発
生
件

数
を
見
る
と
、
聖
州
と
バ
イ

ア
州
が
各
１
０
件
、
セ
ア
ラ

州
９
件
、
ペ
ル
ナ
ン
ブ
コ
州

８
件
パ
ラ
イ
バ
州
７
件
な
ど

が
こ
れ
に
続
く
。

　

聖
州
軍
警
元
大
佐
で
、
国

家
治
安
局
長
も
務
め
た
事
が

あ
る
治
安
関
係
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
の
シ
ウ
ヴ
ァ・
フ
ィ
ー
リ
ョ

氏
に
よ
る
と
、
現
金
輸
送
車

襲
撃
事
件
増
加
は
、
標
的
が

判
別
し
や
す
く
、
ほ
ぼ
確
実

に
現
金
を
手
に
入
れ
ら
れ
る

上
、
高
速
道
な
ど
を
利
用
す

る
と
逃
走
が
容
易
で
、
警
察

が
一
味
を
特
定
し
て
逮
捕
す

る
の
が
困
難
な
事
な
ど
が
原

因
だ
と
い
う
。
ま
た
、
聖
州

と
バ
イ
ア
州
で
の
事
件
が
多

い
の
は
、
地
域
を
統
括
す
る

現
金
輸
送
会
社
が
あ
る
か
ら

と
説
明
し
て
い
る
。

　

現
金
輸
送
会
社
そ
の
も
の

を
襲
う
事
件
は
、
Ａ
Ｂ
Ｔ
Ｖ

が
州
保
安
や
輸
送
会
社
関
係

者
と
協
議
を
重
ね
、
４
億
レ

ア
ル
を
投
じ
て
警
備
を
強
化

し
た
事
で
減
少
し
て
い
る
。

会
社
自
体
の
襲
撃
事
件
は
、

１
６
年
が
年
７
件
、
１
７
年

が
年
３
件
で
、
今
年
上
半
期

は
２
件
だ
っ
た
。

　

現
金
輸
送
車
襲
撃
に
は
手

榴
弾
や
機
関
銃
な
ど
の
重
火

器
も
多
用
さ
れ
、
警
備
員
が

犠
牲
に
な
る
例
も
多
い
。
警

備
員
の
犠
牲
者
は
、
１
６
年

３
人
、
１
７
年
６
人
、
今
年

も
既
に
４
人
だ
。
１
７
年
以

降
の
負
傷
者
は
５
１
人
を
数

え
る
。
Ａ
Ｂ
Ｔ
Ｖ
は
、
連
邦

警
察
や
連
邦
道
路
警
察
、
州

保
安
局
に
よ
る
武
器
や
爆
発

物
の
密
輸
摘
発
が
強
化
さ
れ

な
い
限
り
、
現
金
輸
送
車
襲

撃
は
減
ら
な
い
と
の
見
解
も

明
ら
か
に
し
た
。

　

全
国
で
脳
脊
髄
膜
炎
（
脳

膜
炎
、
髄
膜
炎
と
も
い
う
、

ポ
語
はm

en
in
g
ite

）
の

予
防
接
種
ワ
ク
チ
ン
が
不
足

す
る
異
常
事
態
が
発
生
し
て

い
る
。
２
７
日
付
伯
字
紙
が

報
じ
て
い
る
。

　

ワ
ク
チ
ン
不
足
が
深
刻
化

し
始
め
た
の
は
４
月
で
、
全

国
の
公
的
医
療
機
関
で
使
用

さ
れ
る
、
乳
児
用
の
Ｃ
型
ワ

ク
チ
ン
が
、
５
８
％
し
か
支

給
さ
れ
な
か
っ
た
。
以
降
、

５
月
は
１
０
％
、
６
月
は

１
５
％
、
７
月
も
３
６
％
し

か
支
給
さ
れ
て
い
な
い
。

　

現
時
点
で
既
に
少
な
く
と

も
６
州
の
保
健
局
が
ワ
ク
チ

ン
不
足
を
訴
え
て
い
る
と
い

う
。
こ
れ
ら
の
州
で
は
、
ワ

ク
チ
ン
が
な
く
な
り
、
希
望

者
が
接
種
で
き
な
い
保
健
所

が
出
て
き
て
い
る
。

　

Ｃ
型
ワ
ク
チ
ン
は
生
後
３

カ
月
と
５
カ
月
の
２
回
の
接

種
が
薦
め
ら
れ
て
お
り
、
１

歳
と
１
０
代
で
の
追
加
接
種

も
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

保
健
省
に
よ
る
と
、
予

防
接
種
ワ
ク
チ
ン
の
不
足

は
、
供
給
先
で
あ
る
医
療

研
究
セ
ン
タ
ー
、
エ
ゼ
キ
エ

ル
・
ジ
ア
ス
財
団
（
Ｆ
Ｕ
Ｎ

Ｅ
Ｄ
）
の
責
任
で
、
昨
年
の

１
〜
６
月
は
５
９
０
万
回
分

送
ら
れ
て
来
た
ワ
ク
チ
ン
が
、

３
９
０
万
回
分
し
か
送
ら
れ

て
来
て
い
な
い
と
い
う
。

　

同
財
団
は
、
こ
の
３
カ
月

間
は
研
究
室
で
異
常
事
態
が

発
生
し
、
ワ
ク
チ
ン
が
思
う

よ
う
に
作
れ
な
か
っ
た
と
釈

明
し
、「
８
月
ま
で
に
事
態
を

正
常
化
さ
せ
た
い
」
と
述
べ

て
い
る
。

コンサル会社が賄賂仲介
　

ブ
ラ
ジ
リ
ア
の
第
１
０
連

邦
法
廷
の
ヴ
ァ
リ
ス
ネ
イ
・

オ
リ
ベ
イ
ラ
判
事
は
、
銀
行

口
座
、
電
話
、
Ｅ
メ
ー
ル
、

携
帯
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
よ
る
通

信
な
ど
の
、
捜
査
対
象
者
の

個
人
情
報
保
護
権
を
解
く
こ

と
を
認
め
た
。

　

家
宅
捜
査
の
対
象
者
に

は
、
ジ
ウ
マ
政
権
の
貿
易
局

長
ダ
ニ
エ
ル
・
ゴ
ジ
ー
ニ
ョ

氏
や
、
聖
州
知
事
候
補
の

両
院
議
長
の
旅
費
２
５
万
レ
に

「
法
改
正
し
た
い
」と
上
院
議
長

北
東
部
に
新
た
な
カ
ン
ガ
ッ
ソ
？

ゼロテス作戦
第 10弾

ＢＲＩＣＳ会議

テ
メ
ル
が
中
国
主
席
と
会
談

（２）２０１８年 第５０４９号 ７月 ２８日 （土曜日）

奇妙な外遊

脳
脊
髄
膜
炎
の
ワ
ク
チ
ン
が
不
足

赤
ち
ゃ
ん
が
接
種
で
き
な
い
状
況
に



　

豪ご
う

雨う

災さ
い

害が
い

の
後あ

と

の
猛も

う

暑し
ょ

で
、被ひ

災さ
い

地ち

の
救

き
ゅ
う

助じ
ょ

救き
ゅ
う

援え
ん

に
当あ

た
っ

て
い
る
自じ

衛え
い

隊た
い

員い
ん

ら
諸し

ょ

士し

の
苦く

労ろ
う

を
思お

も

っ
て
い
る
所と

こ
ろ
に
、
環か

ん

境き
ょ
う

科か

学が
く

な
ど
を
専せ

ん

門も
ん

と
さ
れ
て
い
る
渡わ

た

辺な
べ

正た
だ
し・
東と

う

京き
ょ
う

大だ
い

学が
く

名め
い

誉よ

教き
ょ
う

授じ
ゅ

と
お
話は

な

し
す
る
機き

会か
い

を
得え

た
。

　

東と
う

大だ
い

名め
い

誉よ

教き
ょ
う

授じ
ゅ

と
い
う
重お

も

々お
も

し
い
肩か

た

書が
き

と
は
対た

い

照し
ょ
う

的て
き

に

実じ
つ

に
気き

さ
く
な
お
人ひ

と

柄が
ら

は
、
最さ

い

近き
ん

、
出

し
ゅ
っ

版ぱ
ん

さ
れ
た
『「
地ち

球
き
ゅ
う

温お
ん

暖だ
ん

化か

」
狂

き
ょ
う

騒そ
う

曲き
ょ
く　

社し
ゃ

会か
い

を
壊こ

わ

す
空か

ら

騒さ
わ

ぎ
』［
１
］
と
い
う

軽け
い

妙み
ょ
うな
書し

ょ

名め
い

か
ら
も
窺う

か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
中な

か

に
あ
っ
た
、

次つ
ぎ

の
一い

っ

節せ
つ

に
は
吹ふ

き
出だ

し
て
し
ま
っ
た
。

　
２
０
１
７
年ね

ん

の
８
月が

つ

下げ

旬じ
ゅ
んに
は
朝あ

さ

の
ニ
ュ
ー
ス
で
同お

な

じ
木き

本も
と

教き
ょ
う

授じ
ゅ

（
弊へ

い

誌し

注ち
ゅ
う

：
東と

う

京き
ょ
う

大だ
い

学が
く

大た
い

気き

海か
い

洋よ
う

研け
ん

究き
ゅ
う

所じ
ょ

教き
ょ
う

授じ
ゅ

）

が
、「
今こ

ん

夏か

の
東

ひ
が
し

日に

本ほ
ん

を
見み

舞ま

っ
た
『
低て

い

温お
ん

』
も
日に

っ

照し
ょ
う

不ぶ

足そ
く

も
、

地ち

球き
ゅ
う

温お
ん

暖だ
ん

化か

が
原げ

ん

因い
ん

」
と
、
老ろ

う

化か

の
せ
い
で
聞き

き
間ま

違ち
が

え
た

か
と
思お

も

え
る
ほ
ど
の
発は

つ

言げ
ん

を
し
て
い
ま
し
た
。
ち
ょっ
と
し
た

大お
お

雨あ
め

の
ニ
ュ
ー
ス
で
も
、
近き

ん

海か
い

で
と
れ
る
魚さ

か
なの
種し

ゅ

類る
い

が
一い

ち

時じ

的て
き

に
変か

わ
っ
た
と
い
う
話は

な
しで
も
、
た
い
て
い
「
地ち

球き
ゅ
う

温お
ん

暖だ
ん

化か

」
と

い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
が
聞き

こ
え
ま
す
。［
１
，　
ｐ
ｉ
ｖ
］

　

低て
い

温お
ん

や
日に

っ

照し
ょ
う

不ぶ

足そ
く

な
ら
ず
と
も
、
こ
の
豪ご

う

雨う

や
猛も

う

暑し
ょ

は
当と

う

然ぜ
ん

、
人ひ

と

々び
と

に
「
地ち

球き
ゅ
う

温お
ん

暖だ
ん

化か

」
を
連れ

ん

想そ
う

さ
せ
る
。
こ
の
「
地ち

球き
ゅ
う

温お
ん

暖だ
ん

化か

」
が
さ
ら
に
進す

す

め
ば
、２
年ね

ん

後ご

の
東と

う

京き
ょ
うオ
リ
ン
ピ
ッ

ク
は
い
っ
た
い
、
ど
う
な
る
の
か
、
と
い
う
心し

ん

配ぱ
い

が
一い

っ

気き

に
盛も

り
上あ

が
っ
て
き
た
。『「
地ち

球き
ゅ
う

温お
ん

暖だ
ん

化か

」
狂

き
ょ
う

騒そ
う

曲き
ょ
く　

社し
ゃ

会か
い

を
壊こ

わ

す
空か

ら

騒さ
わ

ぎ
』
の
著ち

ょ

者し
ゃ

に
と
っ
て
は
、
完か

ん

全ぜ
ん

な
逆

ぎ
ゃ
く

風ふ
う

の
中な

か

で
お
話

は
な
し

を
う
か
が
っ
た
。

　

お
会あ

い
し
て
早そ

う

々そ
う

、
教

き
ょ
う

授じ
ゅ

が
示し

め

さ
れ
た
の
は
、
地ち

球き
ゅ
う

全ぜ
ん

体た
い

の
現げ

ん

時じ

点て
ん

で
の
温お

ん

度ど

分ぶ
ん

布ぷ

を
示し

め

し
た
カ
ラ
ー
画が

像ぞ
う

だ
っ
た
。
そ

「
地ち

球き
ゅ
う

温お
ん

暖だ
ん

化か

」
狂き

ょ
う

騒そ
う

曲き
ょ
く

の

　
　
　
　
　
「
不ふ

都つ

合ご
う

な
真し

ん

実じ
つ

」

2018年
ねん

7月
がつ

22日
にち

版
ばん

れ
を
見み

る
と
、
確た

し

か
に
日に

本ほ
ん

列れ
っ

島と
う

の
中

ち
ゅ
う

央お
う

部ぶ

は
真ま

っ
赤か

に
色い

ろ

づ

け
さ
れ
て
平へ

い

均き
ん

以い

上じ
ょ
うの
温お

ん

度ど

と
な
っ
て
い
る
が
、
南な

ん

洋よ
う

海か
い

上じ
ょ
うに

は
青あ

お

く
塗ぬ

ら
れ
た
低て

い

温お
ん

地ち

域い
き

が
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
、
そ
こ
に

近ち
か

い
と
思お

も

わ
れ
る
沖お

き

ノ
鳥と

り

島し
ま

は
７
月が

つ

の
平へ

い

均き
ん

気き

温お
ん

３
０
度ど

に

対た
い

し
、
今こ

年と
し

は
や
や
低ひ

く

い
と
い
う
程て

い

度ど

で
あ
る
。

　
「
地ち

球き
ゅ
う

温お
ん

暖だ
ん

化か

」
と
は
地ち

球き
ゅ
う

全ぜ
ん

体た
い

の
気き

温お
ん

上じ
ょ
う

昇し
ょ
うを

言い

う

が
、
現げ

ん

在ざ
い

の
猛も

う

暑し
ょ

は
日に

本ほ
ん

列れ
っ

島と
う

の
中

ち
ゅ
う

央お
う

部ぶ

の
み
の
ロ
ー
カ
ル
現げ

ん

象し
ょ
うで
あ
り
、
他た

の
地ち

域い
き

で
は
か
な
ら
ず
し
も
そ
う
で
は
な
い
。

教き
ょ
う

授じ
ゅ

の
お
話は

な
し
を
聞き

い
て
い
て
、
私わ

た
し
は
昨さ

く

年ね
ん

ま
で
３
年ね

ん

間か
ん

ア
メ

リ
カ
南な

ん

部ぶ

に
住す

ん
で
い
た
の
に
、
冬ふ

ゆ

に
は
１
０
０
年ね

ん

ぶ
り
と
い

う
豪ご

う

雪せ
つ

に
何な

ん

回か
い

か
見み

舞ま

わ
れ
て
、ど
こ
が「
地ち

球き
ゅ
う

温お
ん

暖だ
ん

化か

」だ
、

と
疑ぎ

問も
ん

に
思お

も
っ
た
こ
と
を
思お

も

い
出だ

し
た
。

　

人に
ん

間げ
ん

の
判は

ん

断だ
ん

は
限か

ぎ

ら
れ
た
範は

ん

囲い

で
の
見け

ん

聞ぶ
ん

に
強つ

よ

く
左さ

右ゆ
う

さ

れ
る
。
た
と
え
ば
、
ア
メ
リ
カ
の
元も

と

副ふ
く

大だ
い

統と
う

領り
ょ
うア
ル
・
ゴ
ア
は

「
地ち

球き
ゅ
う

温お
ん

暖だ
ん

化か

」
を
描え

が

い
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
『
不ふ

都つ

合ご
う

な
真し

ん

実じ
つ

』
で
ノ
ー
ベ
ル
平へ

い

和わ

賞し
ょ
うも
受じ

ゅ

賞し
ょ
うし
た
。

　

そ
の
中な

か

で
北ほ

っ

極き
ょ
くの
氷こ

お
り
が
少す

く

な
く
な
っ
た
た
め
、
シ
ロ
ク
マ
が

餌え
さ

の
ア
ザ
ラ
シ
を
追お

っ
て
長

ち
ょ
う

距き
ょ

離り

を
泳お

よ

が
な
け
れ
ば
な
ら
な
く

な
り
、
溺お

ぼ

れ
死し

ん
で
い
る
、と
い
う
「
事じ

実じ
つ

」
が
紹

し
ょ
う

介か
い

さ
れ
た
。

筆ひ
っ

者し
ゃ

も
あ
る
女じ

ょ

性せ
い

が
「
温お

ん

暖だ
ん

化か

で
氷こ

お
りが
解と

け
て
、
シ
ロ
ク
マ
が

溺お
ぼ

れ
死し

ん
で
い
る
の
よ
！
」
と
叫さ

け

ん
で
い
る
の
を
聞き

い
た
こ
と

が
あ
る
。
こ
の
点て

ん

に
関か

ん

し
て
、
教

き
ょ
う

授じ
ゅ

は
以い

下か

の
デ
ー
タ
を
示し

め

さ

れ
て
い
る
。

　

国こ
く

際さ
い

自し

然ぜ
ん

保ほ

護ご

連れ
ん

合ご
う

の
発は

っ

表ぴ
ょ
うに
よ
る
と
シ
ロ
ク
マ
の
総そ

う

数す
う

は
、
２
０
０
５
年ね

ん

の
約や

く

２
万ま

ん

頭と
う

か
ら
２
０
１
５
年ね

ん

の

約や
く

２
万ま

ん

６
千せ

ん

頭と
う

へ
と
む
し
ろ
増ふ

え
て
き
た
。
だ
い
ぶ
前ま

え

、

１
９
４
０
年ね

ん

の
推す

い

計け
い

値ち

が
５
０
０
０
～
１
万ま

ん

頭と
う

と
少す

く

な
か
っ

た
の
は
、
狩し

ゅ

猟り
ょ
うの
せ
い
だ
と
い
う
。
狩し

ゅ

猟り
ょ
うが
規き

制せ
い

さ
れ
た
あ
と

十じ
ゅ
う

分ぶ
ん

に
増ふ

え
た
た
め
（
７
０
年ね

ん

代だ
い

～
２
０
１
０
年ね

ん

で
約や

く

５
倍ば

い

増ぞ
う

）、狩し
ゅ

猟り
ょ
うは
ま
た
解か

い

禁き
ん

さ
れ
て
い
る
。
地ち

球き
ゅ
う

温お
ん

暖だ
ん

化か

と
は
いっ

さ
い
関か

ん

係け
い

が
な
い
。［
１
，　
ｐ
８
６
］

　
こ
の
シ
ロ
ク
マ
の
事じ

例れ
い

だ
け
で
も
温お

ん

暖だ
ん

化か

の
議ぎ

論ろ
ん

は
怪あ

や

し
げ

な
事こ

と

が
判わ

か

る
が
、そ
れ
が
単た

ん

に
あ
る
学が

く

説せ
つ

が
正た

だ

し
い
か
ど
う
か
、

と
い
う
問も

ん

題だ
い

な
ら
、
専せ

ん

門も
ん

家か

に
任ま

か

せ
て
お
け
ば
良よ

い
。
国こ

く

民み
ん

が

こ
の
問も

ん

題だ
い

を
看か

ん

過か

で
き
な
い
の
は
、
そ
れ
が
膨ぼ

う

大だ
い

な
国こ

く

費ひ

の
投と

う

入に
ゅ
うを
迫せ

ま
っ
て
い
る
か
ら
だ
。
渡わ

た

辺な
べ

教き
ょ
う

授じ
ゅ

が
提て

い

起き

し
て
い
る
の
は

次つ
ぎ

の
よ
う
な
問も

ん

題だ
い

だ
。

　
・
・
・
日に

本ほ
ん

は
、
２
０
１
３
年ね

ん

か
ら
３
０
年ね

ん

ま
で
の
１
７

年ね
ん

間か
ん

に
、
Ｃ
Ｏ
２
排は

い

出し
ゅ
つ

量り
ょ
うの
２
１
．
９
％
だ
け
減へ

ら
す
と
宣せ

ん

言げ
ん

し
た
。・
・
・
Ｃ
Ｏ
２
を
世せ

界か
い

の
３
．
５
％
し
か
出だ

さ
な

い
日に

本ほ
ん

が
２
１
．
９
％
だ
け
減へ

ら
し
た
と
き
、
地ち

球き
ゅ
うを
冷ひ

や

す
効こ

う

果か

は
・
・
・
０
．
０
０
１
℃
に
過す

ぎ
な
い
。［
１
，
ｐ

１
１
５
］

　

そ
の
た
め
に
必ひ

つ

要よ
う

な
費ひ

用よ
う

は
、
従

じ
ゅ
う

来ら
い

の
ま
ま
温お

ん

暖だ
ん

化か

対た
い

策さ
く

費ひ

を
使つ

か

い
続つ

づ

け
る
と
す
る
と
、
ほ
ぼ
５
０
兆

ち
ょ
う

円え
ん

。
こ
れ
に

２
０
１
２
年ね

ん

に
導ど

う

入に
ゅ
うさ
れ
た
温お

ん

暖だ
ん

化か

対た
い

策さ
く

の
た
め
の
「
再さ

い

エ

ネ
発は

つ

電で
ん

賦ふ

課か

金き
ん

」
が
３
０
兆

ち
ょ
う

円え
ん

で
、
合ご

う

計け
い

８
０
兆

ち
ょ
う

円え
ん

と
な
る
。

国こ
く

民み
ん

一ひ
と

人り

あ
た
り
で
は
６
７
万ま

ん

円え
ん

と
な
る
。

　
８
０
兆

ち
ょ
う

円え
ん

を
つ
ぎ
込こ

ん
で
最さ

い

大だ
い

０
．
０
０
１
℃
し
か
冷ひ

や

せ
な
い
―
と
い
う
明め

い

白は
く

な
事じ

実じ
つ

を
政せ

い

府ふ

が
正

し
ょ
う

直じ
き

に
発は

っ

表ぴ
ょ
うし
、

そ
れ
を
メ
デ
ィ
ア
が
報ほ

う

じ
て
く
れ
れ
ば
、
集

し
ゅ
う

団だ
ん

ヒ
ス
テ
リ
ー
め

い
た
「
温お

ん

暖だ
ん

化か

対た
い

策さ
く

」
騒そ

う

動ど
う

も
沈ち

ん

静せ
い

化か

に
向む

か
う
の
で
は
な

い
か
。［
１
，　
ｐ
１
１
６
］

　

そ
し
て
「
ま
ず
役や

く

に
立た

た
な
い
温お

ん

暖だ
ん

化か

対た
い

策さ
く

費ひ

（
再さ

い

エ
ネ

補ほ

助じ
ょ

金き
ん

も
含ふ

く

め
て
年ね

ん

５
兆

ち
ょ
う

円え
ん

）
の
一い

ち

部ぶ

を
防ぼ

う

災さ
い

に
充あ

て
る
だ
け

で
も
、
洪こ

う

水ず
い

や
土ど

砂し
ゃ

崩く
ず

れ
の
被ひ

害が
い

は
そ
う
と
う
減へ

る
に
違ち

が

い
な

い
」［
１
，　
ｐ
１
３
０
］
と
言い

わ
れ
る
の
は
、
今こ

ん

夏か

の
大だ

い

災さ
い

害が
い

を
見み

透す

か
さ
れ
て
い
た
か
の
よ
う
で
あ
る
。

　

そ
も
そ
も
地ち

球き
ゅ
う

温お
ん

暖だ
ん

化か

の
議ぎ

論ろ
ん

は
、「
こ
の
ま
ま
Ｃ
Ｏ
２

排は
い

出し
ゅ
つが
増ふ

え
続つ

づ

け
れ
ば
、
地ち

球き
ゅ
うの
気き

温お
ん

が
上

じ
ょ
う

昇し
ょ
うし
て
、
人じ

ん

類る
い

に
と
っ
て
大た

い

変へ
ん

な
問も

ん

題だ
い

に
な
る
」
と
い
う
警け

い

告こ
く

か
ら
始は

じ

ま
っ
た
。

過か

去こ

の
警け

い

告こ
く

が
、
現げ

ん

時じ

点て
ん

か
ら
見み

て
、
ど
う
だ
っ
た
か
を
事じ

実じ
つ

で
検け

ん

証し
ょ
うし
て
み
よ
う
。
ア
ル
・
ゴ
ア
に
と
っ
て
シ
ロ
ク
マ
の
頭と

う

数す
う

が
増ふ

え
た
と
い
う
以い

上じ
ょ
うの
「
不ふ

都つ

合ご
う

な
真し

ん

実じ
つ

」
が
、
次つ

ぎ

々つ
ぎ

に
出で

て
く
る
。

１
．「『
低て

い

温お
ん

』
も
日に

っ

照し
ょ
う

不ぶ

足そ
く

も
、

　
　

地ち

球き
ゅ
う

温お
ん

暖だ
ん

化か

が
原げ

ん

因い
ん

」
？

１
）
５
年ね

ん

以い

内な
い

に
北ほ

く

米べ
い

と
ユ
ー
ラ
シ
ア
の
穀こ

く

倉そ
う

地ち

帯た
い

は
温お

ん

暖だ
ん

化か

に
よ
る
干か

ん

ば
つ
で
荒あ

れ
果は

て
、
食

し
ょ
く

糧り
ょ
うを
め
ぐ
る
暴ぼ

う

動ど
う

も
頻ひ

ん

発ぱ
つ

し
よ
う
。（
環か

ん

境き
ょ
う

防ぼ
う

衛え
い

基き

金き
ん

の
マ
イ
ケ
ル
・
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
マ
ー

氏し

、
１
９
９
０
年ね

ん

）

　

二に

酸さ
ん

化か

炭た
ん

素そ

が
増ふ

え
る
と
、
作さ

く

物も
つ

は
収

し
ゅ
う

量り
ょ
うが
増ふ

え
る
。
だ

か
ら
、
ハ
ウ
ス
栽さ

い

培ば
い

で
は
人じ

ん

工こ
う

的て
き

に
二に

酸さ
ん

化か

炭た
ん

素そ

を
大た

い

気き

中
ち
ゅ
う

の
数す

う

倍ば
い

に
増ふ

や
し
て
増ぞ

う

収し
ゅ
うを
図は

か

る
。
こ
の
「
Ｃ
Ｏ
２
増ぞ

う

加か

の
恵め

ぐ

み
」
は
、
世せ

界か
い

の
農の

う

業ぎ
ょ
う

生せ
い

産さ
ん

額が
く

の
う
ち
１
９
６
１
年ね

ん

の
２
兆

ち
ょ
う

円え
ん

が
２
０
１
１
年ね

ん

に
は
１
５
兆

ち
ょ
う

円え
ん

に
拡か

く

大だ
い

。
２
０
５
０
年ね

ん

ま

で
に
見み

込こ

め
る
恵め

ぐ

み
は
１
千せ

ん

兆ち
ょ
う

円え
ん

を
超こ

す
だ
ろ
う
と
、
見み

積つ

も
ら
れ
て
い
る
。［
１
，　
ｐ
２
０
］

２
）
温お

ん

暖だ
ん

化か

を
食く

い
止と

め
な
い
と
、
２
０
０
０
年ね

ん

に
は
海か

い

面め
ん

上じ
ょ
う

昇し
ょ
うで
い
く
つ
も
の
国く

に

が
水す

い

没ぼ
つ

す
る
。（
国こ

く

連れ
ん

環か
ん

境き
ょ
う

計け
い

画か
く

の

幹か
ん

部ぶ

ノ
エ
ル
・
ブ
ラ
ウ
ン
氏し

、
１
９
８
９
年ね

ん

７
月が

つ

５
日か

）

　

１
８
５
０
年ね

ん

代だ
い

以い

降こ
う

の
海か

い

面め
ん

上じ
ょ
う

昇し
ょ
うは
年ね

ん

に
１
．
９
２
ミ
リ

メ
ー
ト
ル
。
Ｃ
Ｏ
２
（
二に

酸さ
ん

化か

炭た
ん

素そ

）
の
排は

い

出し
ゅ
つが
大お

お

き
く
増ふ

え
た
１
９
４
０
年ね

ん

代だ
い

以い

降こ
う

で
も
こ
の
ス
ピ
ー
ド
は
変か

わ
っ
て
い

な
い
。
１
０
０
年ね

ん

で
１
９
２
ミ
リ
、す
な
わ
ち
約や

く

２
０
セ
ン
チ
。

こ
れ
で
水す

い

没ぼ
つ

す
る
国く

に

は
な
か
っ
た
。

３
）
温お

ん

暖だ
ん

化か

の
た
め
何な

ん

年ね
ん

か
の
ち
に
雪ゆ

き

は
ほ
と
ん
ど
降ふ

ら
な

く
な
っ
て
、
雪ゆ

き

が
ど
ん
な
も
の
か
を
知し

ら
な
い
子こ

ど
も
た
ち

ば
か
り
に
な
る
。（
英え

い

国こ
く

の
デ
ビ
ッ
ド
・
ヴ
ァ
イ
ナ
ー
博は

か

士せ

、

２
０
０
０
年ね

ん

３
月が

つ

２
０
日か

）

　

前ぜ
ん

述じ
ゅ
つの
と
お
り
、
近き

ん

年ね
ん

、
北ほ

く

米べ
い

は
大だ

い

寒か
ん

波ぱ

に
襲お

そ

わ
れ
、
南な

ん

部ぶ

で
も
記き

録ろ
く

的て
き

な
積せ

き

雪せ
つ

が
あ
っ
た
。
雪ゆ

き

の
存そ

ん

在ざ
い

だ
け
で
な
く
、

そ
の
「
怖こ

わ

さ
」
を
知し

っ
て
い
る
子こ

供ど
も

も
増ふ

え
た
は
ず
で
あ
る
。

　
こ
う
し
て
見み

る
と
、
地ち

球き
ゅ
う

温お
ん

暖だ
ん

化か

を
訴う

っ
た
え
る
人ひ

と

び
と
に
と
っ

て
は
、「
不ふ

都つ

合ご
う

な
真し

ん

実じ
つ

」
だ
ら
け
の
よ
う
だ
。

　

そ
も
そ
も
科か

学が
く

的て
き

に
見み

て
、
Ｃ
Ｏ
２
濃の

う

度ど

が
上あ

が
っ
た
ら

地ち

球き
ゅ
うの
温お

ん

度ど

が
上あ

が
る
と
い
う
仮か

説せ
つ

自じ

体た
い

が
、
ま
だ
検け

ん

証し
ょ
うさ

れ
て
い
な
い
。
渡わ

た

辺な
べ

教き
ょ
う

授じ
ゅ

の
指し

摘て
き

を
ま
と
め
る
と
、
現げ

ん

時じ

点て
ん

で
の
科か

学が
く

的て
き

な
研け

ん

究き
ゅ
うで
は
、
以い

下か

の
程て

い

度ど

し
か
言い

え
な
い
と
い

う
。

　
「
気き

候こ
う

変へ
ん

動ど
う

に
関か

ん

す
る
政せ

い

府ふ

間か
ん

パ
ネ
ル
（
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
）」
の

報ほ
う

告こ
く

で
は
、
温お

ん

度ど

は
「
１
９
０
５
年ね

ん

か
ら
の
１
０
０
年ね

ん

間か
ん

で

約や
く

１
℃
上じ

ょ
う

昇し
ょ
うし
た
」
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
も
そ
も
１
℃
程て

い

度ど

の
上

じ
ょ
う

昇し
ょ
うで
は
大お

お

き
な
影え

い

響き
ょ
うに
は
な
ら
な
い
が
、
そ
の
１
℃
の
上

じ
ょ
う

昇し
ょ
うで
も
、
時じ

期き

別べ
つ

に
見み

れ
ば
、
Ｃ
Ｏ
２
排は

い

出し
ゅ
つと
の
関か

ん

連れ
ん

は
不ふ

明め
い

確か
く

だ
。

１
）
１
９
０
５
～
１
９
４
０
年ね

ん

、
Ｃ
Ｏ
２
排は

い

出し
ゅ
つは
ま
だ
少す

く

な

か
っ
た
が
、
温お

ん

度ど

は
０
．
５
℃
ほ
ど
上

じ
ょ
う

昇し
ょ
う。

２
）
１
９
４
５
～
１
９
７
０
年ね

ん

、
世せ

界か
い

の
高こ

う

度ど

成せ
い

長ち
ょ
うで
Ｃ
Ｏ

２
排は

い

出し
ゅ
つは
急

き
ゅ
う

増ぞ
う

し
た
が
、
気き

温お
ん

は
下さ

が
り
続つ

づ

け
た
。

　
こ
の
時じ

期き

は
「
地ち

球き
ゅ
う

寒か
ん

冷れ
い

化か

」
が
騒さ

わ

が
れ
、
日に

本ほ
ん

だ
け
で

も
「
寒か

ん

冷れ
い

化か

」
に
関か

ん

す
る
本ほ

ん

が
２
０
冊さ

つ

ほ
ど
出で

た
。
気き

象
し
ょ
う

　※これを読
よ

めば自
し

然
ぜん

に、日
に

本
ほん

の文
ぶん

化
か

や歴
れき

史
し

に関
かん

心
しん

がもてるような話
はなし

を
毎

まいしゅう

週掲
けいさい

載しています。より多
おお

くの二
に

世
せい

の方
かた

や日
に

本
ほん

語
ご

学
がくしゅう

習者
しゃ

に読
よ

んでもらい、
少

すこ

しでも日
に

本
ほん

に興
きょう

味
み

を持
も

ってもらえる
よう、最

も

寄
よ

りの日
に

本
ほん

語
ご

学
がっこう

校や日
にっ

系
けい

団
だん

体
たい

の掲
けい

示
じ

板
ばん

に張
は

ったり、普
ふ

段
だん

は邦
ほう

字
じ

紙
し

を読
よ

んでいない兄
きょうだい

弟や子
こ

や孫
まご

など
に記

きじ

事を紹
しょうかい

介してください。
（ニッケイ新

しんぶん

聞編
へんしゅう

集部
ぶ

）

２
．
北ほ

っ

極き
ょ
くの
氷こ

お
り
が
解と

け
て

　
　
シ
ロ
ク
マ
が
溺お

ぼ

れ
死し

ぬ
？

（３） ２０１８年第５０４９号 	 ７月	２８日	（土曜日）

３
．「
８
０
兆ち

ょ
う

円え
ん

を
つ
ぎ
込こ

ん
で
最さ

い

大だ
い

　
　

０
．０
０
１
℃
し
か
冷ひ

や
せ
な
い
」

４
．
地ち

球き
ゅ
う

温お
ん

暖だ
ん

化か

を

　
　

訴う
っ
た

え
る
人ひ

と

び
と
に
と
っ
て

　
　
「
不ふ

都つ

合ご
う

な
真し

ん

実じ
つ

」
だ
ら
け

　

地ち

球き
ゅ
う

の
気き

温お
ん

を
０
．
０
０
１
℃
下さ

げ
る
た
め
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日に

本ほ
ん

は
８
０
兆ち

ょ
う

円え
ん

を
使つ

か

う
の
か
？

研け
ん

究き
ゅ
う

家か

の
根ね

本も
と

順じ
ゅ
ん

吉き
ち

氏し

は
１
９
７
３
年ね

ん

か
ら
８
０
年ね

ん

ま
で
に

「
地ち

球き
ゅ
う

寒か
ん

冷れ
い

化か

」
に
関か

ん

す
る
本ほ

ん

を
５
冊さ

つ

出だ

し
た
が
、
８
９
年ね

ん

に
は
「
温お

ん

暖だ
ん

化か

」
に
関か

ん

す
る
本ほ

ん

を
出だ

し
て
「
温お

ん

暖だ
ん

化か

本ぼ
ん

」
の

群む

れ
を
先せ

ん

導ど
う

し
た
。

３
）
１
９
７
０
～
２
０
０
０
年ね

ん

、
Ｃ
Ｏ
２
排は

い

出し
ゅ
つ

量り
ょ
うは
激げ

き

増ぞ
う

し
た
が
、
温お

ん

度ど

は
０
．
５
℃
の
上

じ
ょ
う

昇し
ょ
う。

　
こ
の
１
０
０
年ね

ん

間か
ん

の
動う

ご

き
を
見み

て
も
、
Ｃ
Ｏ
２
排は

い

出し
ゅ
つ

量り
ょ
うが

単た
ん

純じ
ゅ
んに
気き

温お
ん

上じ
ょ
う

昇し
ょ
うを
も
た
ら
し
て
い
る
と
は
、
と
て
も
言い

え

な
い
。
温お

ん

度ど

上じ
ょ
う

昇し
ょ
うに
は
以い

下か

の
よ
う
な
様さ

ま

々ざ
ま

な
要よ

う

因い
ん

が
あ
る

か
ら
で
あ
る
。

・
都と

市し

化か　

人じ
ん

口こ
う

が
都と

市し

に
集

し
ゅ
う

中ち
ゅ
うし
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使つ

か

え

ば
、
そ
の
地ち

域い
き

の
気き

温お
ん

は
あ
が
る
。
た
と
え
ば
、
１
９
５
０

～
２
０
１
４
年ね

ん

の
６
５
年ね

ん

間か
ん

で
、東と

う

京き
ょ
うの
温お

ん

度ど

は
約や

く

１
．
５
℃

上あ

が
っ
た
が
、
三み

宅や
け

島じ
ま

の
気き

温お
ん

は
上あ

が
っ
て
い
な
い
。

・
太た

い

陽よ
う

の
周

し
ゅ
う

期き

的て
き

な
黒こ

く

点て
ん

の
増ぞ

う

減げ
ん

だ
け
で
、
計け

い

算さ
ん

上じ
ょ
うは
、
気き

温お
ん

は
０
．
３
℃
ほ
ど
上

じ
ょ
う

下げ

す
る
。

・
１
３
５
０
～
１
８
５
０
年ね

ん

頃ご
ろ

の
ミ
ニ
氷

ひ
ょ
う

河が

期き

の
終

し
ゅ
う

了り
ょ
う。
室む

ろ

町ま
ち

～
江え

戸ど

時じ

代だ
い

の
飢き

饉き
ん

や
フ
ラ
ン
ス
革か

く

命め
い

の
引ひ

き
金が

ね

と
も
な
っ

た
ミ
ニ
氷

ひ
ょ
う

河が

期き

が
終お

わ
り
、
気き

温お
ん

も
回か

い

復ふ
く

途と

上じ
ょ
うに
あ
る
。
ち

な
み
に
２
千せ

ん

年ね
ん

前ま
え

の
ロ
ー
マ
帝て

い

国こ
く

は
今い

ま

よ
り
も
高た

か

い
気き

温お
ん

で
栄さ

か

え
た
。
現げ

ん

在ざ
い

の
英え

い

国こ
く

の
北ほ

く

部ぶ

で
ワ
イ
ン
が
造つ

く

ら
れ
、
ハ
ン
ニ
バ

ル
が
象ぞ

う

の
一い

ち

群ぐ
ん

を
率ひ

き

い
て
ア
ル
プ
ス
を
越こ

え
て
ロ
ー
マ
に
攻せ

め

込こ

め
た
の
も
、
氷

ひ
ょ
う

河が

が
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
地ち

球き
ゅ
うの
気き

温お
ん

は
、
過か

去こ

ど
の
よ
う
に
変か

わ
っ
て

き
た
の
か
も
、
ど
ん
な
要よ

う

因い
ん

が
い
く
ら
変か

え
て
き
た
の
か
も
、

今こ
ん

後ご

ど
う
変か

わ
っ
て
い
き
そ
う
か
も
、
ま
だ
闇や

み

の
中な

か

だ
と
言い

っ

て
よ
い
。［
１
，
ｐ
６
６
］

　
こ
ん
な
「
闇や

み

の
中な

か

」
の
「
地ち

球き
ゅ
う

温お
ん

暖だ
ん

化か

」
を
、
な
ぜ
一い

ち

部ぶ

の
科か

学が
く

者し
ゃ

た
ち
は
、
さ
も
明め

い

白は
く

な
「
科か

学が
く

的て
き

真し
ん

実じ
つ

」
で
あ
る

か
の
よ
う
に
訴う

っ
た
え
て
き
た
の
か
？　

地ち

球き
ゅ
う

温お
ん

暖だ
ん

化か

の
議ぎ

論ろ
ん

を

リ
ー
ド
し
て
い
た
英え

い

国こ
く

科か

学が
く

者し
ゃ

た
ち
の
メ
ー
ル
や
文ぶ

ん

書し
ょ

が
流

り
ゅ
う

出し
ゅ
つし

て
米べ

い

国こ
く

の
複ふ

く

数す
う

の
サ
イ
ト
に
公こ

う

開か
い

さ
れ
た
事じ

件け
ん

が
あ
っ

た
。
そ
こ
で
は
こ
ん
な
メ
ー
ル
も
あ
っ
た
。

　
マ
ン
が
『
ネ
イ
チ
ャ
ー
』
論ろ

ん

文ぶ
ん

で
や
っ
た
ト
リ
ッ
ク
を
使つ

か

い
、

気き

温お
ん

の
低て

い

下か

を
隠か

く

す
作さ

業ぎ
ょ
うを
完か

ん

了り
ょ
う。［
１
，　
ｐ
１
７
９
］

　

マ
ン
と
は
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州

し
ゅ
う

立り
つ

大だ
い

学が
く

の
古こ

気き

候こ
う

学が
く

者し
ゃ

で
、
過か

去こ

千せ
ん

年ね
ん

の
間あ

い
だ、
ほ
と
ん
ど
気き

温お
ん

は
一い

っ

定て
い

し
て
い
た
の
に
、

１
９
５
０
年ね

ん

以い

降こ
う

か
ら
気き

温お
ん

が
急

き
ゅ
う

上じ
ょ
う

昇し
ょ
うし
て
い
る
、
と
い
う

グ
ラ
フ
を
作つ

く
っ
た
。
水す

い

平へ
い

線せ
ん

か
ら
い
き
な
り
上

じ
ょ
う

昇し
ょ
うカ
ー
ブ
に
移う

つ

る
と
い
う
形か

た
ちか
ら
「
ホ
ッ
ケ
ー
ス
テ
ィッ
ク
」
と
呼よ

ば
れ
、
一い

ち

時じ

は
地ち

球き
ゅ
う

温お
ん

暖だ
ん

化か

を
訴う

っ
た
え
る
グ
ラ
フ
と
し
て
よ
く
使つ

か

わ
れ
た
。

　
こ
の
グ
ラ
フ
は
、
西せ

い

暦れ
き

１
０
０
０
年ね

ん

前ぜ
ん

後ご

の
中

ち
ゅ
う

世せ
い

温お
ん

暖だ
ん

期き

も
隠か

く

す
よ
う
な
「
ト
リ
ッ
ク
」
が
使つ

か

わ
れ
て
い
て
、
上う

え

の
メ
ー

ル
は
、
そ
の
ト
リ
ッ
ク
を
再さ

い

度ど

、
使つ

か
っ
た
と
言い

っ
て
い
る
の
で
あ

８
．「
地ち

球き
ゅ
う

温お
ん

暖だ
ん

化か

」
狂き

ょ
う

騒そ
う

曲き
ょ
く

の

         

作さ
く

者し
ゃ

は
？

２
０
０
７
年ね

ん

の
ノ
ー
ベ
ル
平へ

い

和わ

賞し
ょ
うを
与あ

た

え
た
ノ
ル
ウ
ェ
ー

政せ
い

府ふ

に
は
、
心し

ん

底そ
こ

か
ら
恥は

じ

入い

る
ば
か
り
で
す
よ
。［
１
，　

ｐ
１
８
９
］

（
文ぶ

ん

責せ
き　

伊い

勢せ

雅ま
さ

臣お
み

）

【
参さ

ん

考こ
う

文ぶ
ん

献け
ん

】

（
１
）
渡わ

た

辺な
べ

正た
だ
し『「
地ち

球き
ゅ
う

温お
ん

暖だ
ん

化か

」
狂

き
ょ
う

騒そ
う

曲き
ょ
く　

社し
ゃ

会か
い

を
壊こ

わ

す
空か

ら

騒さ
わ

ぎ
』、　

丸ま
る

善ぜ
ん

出し
ゅ
っ

版ぱ
ん

、

Ｈ
３
０

７
．「
気き

温お
ん

の
低て

い

下か

を

　
　
　
　

隠か
く

す
作さ

業ぎ
ょ
う

を
完か

ん

了り
ょ
う

」
る
。
こ
れ
ら
の
科か

学が
く

者し
ゃ

は
自み

ず
か
ら
嘘う

そ

と
知し

り
つ
つ
、
地ち

球き
ゅ
う

温お
ん

暖だ
ん

化か

を
訴う

っ
た
え
た
確か

く

信し
ん

犯は
ん

だ
っ
た
よ
う
だ
。

　

国こ
く

際さ
い

社し
ゃ

会か
い

で
は
様さ

ま

々ざ
ま

な
謀ぼ

う

略り
ゃ
くが
繰く

り
広ひ

ろ

げ
ら
れ
て
い
る
。

渡わ
た

辺な
べ

教き
ょ
う

授じ
ゅ

に
「『
地ち

球き
ゅ
う

温お
ん

暖だ
ん

化か

』
狂

き
ょ
う

騒そ
う

曲き
ょ
くの
犯は

ん

人に
ん

は
誰だ

れ

で
す

か
」
と
聞き

い
た
が
、「
判わ

か

ら
な
い
」
と
の
お
答こ

た

え
だ
っ
た
。
良

り
ょ
う

心し
ん

的て
き

な
学が

く

者し
ゃ

は
憶お

く

測そ
く

で
は
モ
ノ
を
言い

わ
な
い
も
の
で
あ
る
。

　

良
り
ょ
う

心し
ん

的て
き

で
も
、
学が

く

者し
ゃ

で
も
な
い
筆ひ

っ

者し
ゃ

は
次つ

ぎ

の
よ
う
に
「
邪じ

ゃ

推す
い

」
す
る
。
ま
ず
、
謀ぼ

う

略り
ゃ
くの
犯は

ん

人に
ん

を
見み

つ
け
る
に
は
、
そ
れ
で

誰だ
れ

が
得と

く

を
す
る
か
考か

ん
が
え
れ
ば
ヒ
ン
ト
を
得え

ら
れ
る
。「
地ち

球き
ゅ
う

温お
ん

暖だ
ん

化か

」
狂

き
ょ
う

騒そ
う

曲き
ょ
くで
得と

く

を
す
る
人ひ

と

は
誰だ

れ

だ
ろ
う
。

　

ま
ず
は
こ
の
騒さ

わ

ぎ
で
潤

じ
ゅ
ん

沢た
く

な
研け

ん

究き
ゅ
う

資し

金き
ん

を
得え

ら
れ
る
研け

ん

究
き
ゅ
う

者し
ゃ

た
ち
が
い
る
。
ま
た
、
こ
れ
を
ネ
タ
に
騒さ

わ

げ
る
マ
ス
コ
ミ
が

あ
る
。
特と

く

に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
と
朝あ

さ

日ひ

新し
ん

聞ぶ
ん

が
「
地ち

球き
ゅ
う

温お
ん

暖だ
ん

化か

」
狂

き
ょ
う

騒そ
う

曲き
ょ
くで
熱ね

っ

心し
ん

な
の
も
、
事じ

実じ
つ

報ほ
う

道ど
う

よ
り
お
説せ

っ

教き
ょ
うの
好す

き
な
両

り
ょ
う

社し
ゃ

ら
し
い
。
ま
た
、
電で

ん

気き

自じ

動ど
う

車し
ゃ

だ
と
か
、
太た

い

陽よ
う

光こ
う

発は
つ

電で
ん

機き

器き

な
ど
の
メ
ー
カ
ー
も
、
こ
う
い
う
騒さ

わ

ぎ
は
大だ

い

歓か
ん

迎げ
い

だ
ろ
う
。

　

も
う
一ひ

と
つ
、
疑う

た
ぐ
り
深ふ

か

い
筆ひ

っ

者し
ゃ

は
、
中

ち
ゅ
う

国ご
く

な
ど
も
こ
の
狂

き
ょ
う

騒そ
う

曲き
ょ
くで
大お

お

儲も
う

け
を
し
て
い
る
国く

に

の
一ひ

と
つ
で
は
、
と
睨に

ら

ん
で
い
る
。

中ち
ゅ
う

国ご
く

は
Ｃ
Ｏ
２
排は

い

出し
ゅ
つ

量り
ょ
うの
２
９
．
４
％
（
２
０
１
５
年ね

ん

）

も
占し

め
る
ダ
ン
ト
ツ
の
世せ

界か
い

一い
ちの
排は

い

出し
ゅ
つ

国こ
く

な
の
に
、
２
０
１
６

年ね
ん

の
パ
リ
協

き
ょ
う

定て
い

で
の
約や

く

束そ
く

は
「
２
０
３
０
年ね

ん

ま
で
に
Ｃ
Ｏ
２

排は
い

出し
ゅ
つ

量り
ょ
うが
減へ

り
始は

じ

め
る
よ
う
に
努ど

力り
ょ
くす
る
」
だ
っ
た
。
言い

い
が
、
少す

く

な
く
と
も
巨き

ょ

大だ
い

な
受じ

ゅ

益え
き

者し
ゃ

で
あ
る
事こ

と

は
明め

い

白は
く

だ
。

　

ア
メ
リ
カ
の
ト
ラ
ン
プ
政せ

い

権け
ん

は
、「
そ
の
手て

に
は
乗の

ら
じ
」

と
早そ

う

々そ
う

に
パ
リ
協

き
ょ
う

定て
い

か
ら
の
離り

脱だ
つ

を
決き

め
た
。
ア
メ
リ
カ
に
は

優ゆ
う

秀し
ゅ
うな
、
か
つ
国こ

く

益え
き

を
考か

ん
が
え
る
科か

学が
く

者し
ゃ

が
多お

お

い
か
ら
だ
ろ
う
。

ノ
ー
ベ
ル
賞

し
ょ
う

学が
く

者し
ゃ

ア
イ
ヴ
ァ
ー
・
ジ
ュ
ー
バ
ー
博は

か

士せ

は
オ
バ
マ

政せ
い

権け
ん

の
科か

学が
く

顧こ

問も
ん

だ
っ
た
２
０
０
８
年ね

ん

頃ご
ろ

に
は
温お

ん

暖だ
ん

化か

対た
い

策さ
く

を
支し

持じ

し
て
い
た
が
、
２
０
１
５
年ね

ん

に
は
意い

見け
ん

を
変か

え
て
、

次つ
ぎ

の
よ
う
に
公こ

う

言げ
ん

し
て
い
る
。

　
温お

ん

暖だ
ん

化か

は
何な

に

一ひ
とつ
問も

ん

題だ
い

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。・
・
・「
子し

孫そ
ん

に

と
っ
て
温お

ん

暖だ
ん

化か

ほ
ど
重

じ
ゅ
う

大だ
い

な
問も

ん

題だ
い

は
な
い
」
と
い
う
オ
バ
マ
発は

つ

言げ
ん

は
、
ま
っ
た
く
の
と
こ
ろ
妄も

う

言げ
ん

で
す
ね
。・
・
・
地ち

球き
ゅ
う

温お
ん

暖だ
ん

化か

は
宗

し
ゅ
う

教き
ょ
うの
よ
う
な
も
の
で
す
。
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
と
ア
ル
・
ゴ
ア
に

換か

え
れ
ば
、
２
０
３
０
年ね

ん

ま
で

は
ど
れ
だ
け
排は

い

出し
ゅ
つし
て
も
構か

ま

わ

な
い
と
い
う
「
約や

く

束そ
く

」
で
あ
る
。

　

排は
い

出し
ゅ
つ

量り
ょ
うが
世せ

界か
い

の
３
．５
％

し
か
な
い
日に

本ほ
ん

が
８
０
兆

ち
ょ
う

円え
ん

か

け
て
２
１
．
９
％
減へ

ら
し
て
も
、

０
．
７
７
％
削さ

く

減げ
ん

に
し
か
な
ら

な
い
。
そ
の
効こ

う

果か

は
中

ち
ゅ
う

国ご
く

が
２
．

６
％
増ふ

や
し
た
ら
、
す
っ
飛と

ん

で
し
ま
う
。

　

自じ

国こ
く

は
Ｃ
Ｏ
２
を
好す

き
な
だ

け
出だ

し
、
日に

本ほ
ん

や
欧お

う

州し
ゅ
うだ
け
が

膨ぼ
う

大だ
い

な
環か

ん

境き
ょ
う

投と
う

資し

を
強し

い
ら

れ
れ
ば
、
国こ

く

際さ
い

競き
ょ
う

争そ
う

上じ
ょ
うの
絶ぜ

っ

好こ
う

の
ハ
ン
デ
ィ
で
あ
る
。
さ
ら
に

日に

本ほ
ん

に
防ぼ

う

衛え
い

費ひ

と
同ど

う

規き

模ぼ

の
毎ま

い

年と
し

５
兆

ち
ょ
う

円え
ん

を
使つ

か

わ
せ
れ
ば
、
そ

の
分ぶ

ん

、
日に

本ほ
ん

の
防ぼ

う

衛え
い

強き
ょ
う

化か

の

足あ
し

を
引ひ

っ
張ぱ

れ
る
。

　

し
か
も
世せ

界か
い

の
太た

い

陽よ
う

電で
ん

池ち

セ

ル
の
ト
ッ
プ
１
０
メ
ー
カ
ー
の

う
ち
、
９
社し

ゃ

ま
で
が
中

ち
ゅ
う

国ご
く

に
生せ

い

産さ
ん

拠き
ょ

点て
ん

を
持も

つ
。
本ほ

ん

当と
う

に
Ｃ
Ｏ

２
削さ

く

減げ
ん

を
目め

指ざ

す
な
ら
、
原げ

ん

子し

力り
ょ
く

発は
つ

電で
ん

が
手て

っ
取と

り
早ば

や

い
道み

ち

な
の
だ
が
、
そ
ち
ら
は
原げ

ん

発ぱ
つ

反は
ん

対た
い

運う
ん

動ど
う

で
封ふ

う

じ
て
あ
る
。
中

ち
ゅ
う

国ご
く

が
「
地ち

球き
ゅ
う

温お
ん

暖だ
ん

化か

」
狂

き
ょ
う

騒そ
う

曲
き
ょ
く

の
作さ

く

者し
ゃ

か
ど
う
か
は
判わ

か

ら
な
い

５
．
Ｃ
Ｏ
２
濃の

う

度ど

と

　
　

気き

温お
ん

の
よ
く
判わ

か

ら
な
い
関か

ん

係け
い

６
．気き

温お
ん

の
変へ

ん

動ど
う

メ
カ
ニ
ズ
ム
は
、

      

ま
だ
闇や

み

の
中な

か
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Eleição no maior partido governista 
do Japão promete duelo entre premiê 
e ex-secretário-geral

Estas notícias são produzidas pela 
NHK WORLD-JAPAN.
nhk.jp/portuguese

Eleição (25/07/2018)

O clima é de especula-
ção dentro da principal 
agremiação da coalizão 
governista do Japão, o 
Partido Liberal Democrá-
tico (PLD). A sigla vai re-
alizar eleições internas em 
setembro para decidir seu 
próximo presidente, e tudo 
indica que a disputa será 

travada entre o primeiro-
ministro Shinzo Abe e o 
ex-secretário-geral do par-
tido Shigeru Ishiba.
Na terça-feira, o ex-chan-
celer Fumio Kishida, que 
encabeça atualmente o 
Conselho de Pesquisa de 
Políticas do PLD, anun-
ciou que não concorrerá na 

eleição, preferindo apoiar 
a candidatura de Abe. 
Kishida mencionou os 
grandes danos sofridos por 
conta de fortes chuvas no 
oeste do Japão, a questão 
norte-coreana e outros de-
safios diplomáticos como 
motivo de sua decisão.
Agora, com o apoio anun-

ciado por Kishida e seu 
grupo, Abe, que deseja ob-
ter um terceiro mandato, 
deve conseguir uma van-
tagem no número de votos 
de parlamentares.

Pesquisas de campo conjuntas 
Brasil—Japão na floresta amazônica

Comentário (26/07/2018)

Em maio, um observa-
tório para pesquisas em 
longo prazo do ecossis-
tema da bacia amazônica 
foi inaugurado na maior 
floresta tropical do mun-
do. Foi construído com 
base no conceito de “mu-
seu na floresta”. Desem-
penham papéis centrais 
na promoção do conceito 
o Centro de Pesquisa da 
Vida Selvagem da Uni-
versidade de Kyoto, do 
Japão, e o brasileiro Insti-
tuto Nacional de Pesqui-
sas da Amazônia (Inpa).
Neste Comentário, fala 
sobre o assunto Shiro 
Kohshima, da Universi-
dade de Kyoto, que é o 
encarregado do projeto 
no lado japonês.
“O conceito de ‘museu 
na floresta’ é um esforço 
de criação de um obser-
vatório de fauna e flora, 
para proteção de animais 
e plantas da floresta tro-
pical.
Para indivíduos como 
nós, dedicados à pesquisa 
e à conservação da fauna 
e da flora, trata-se de uma 
convivência ideal — uma 
espécie de zoológico ou 
aquário. O observatório 

foi construído em uma 
zona de conservação da 
natureza, ao longo de um 
rio tributário do Amazo-
nas, que é administrada 
pelo Instituto Nacional de 
Pesquisas da Amazônia. 
Há dois prédios: um mul-
tifuncional, para diversas 
pesquisas e exibições, e 
o outro com acomoda-
ções. Cerca de 60 pesso-
as podem se hospedar no 
prédio das acomodações, 
onde há redes de dormir, 
cozinha e sala de jantar. 
Ali é possível realizar 
pesquisas de longo prazo 
e educação ambiental.
Primeiramente fizemos 
uma pesquisa denomi-
nada ‘floresta inundada’. 
As águas do Rio Ama-
zonas refletem as chuvas 
a montante e atingem o 
seu nível mais elevado 
entre maio e junho. O ní-
vel mais baixo das águas 
é registrado entre outubro 
e novembro. A cada ano 
a variação do nível ultra-
passa 10 metros. Chama-
se de floresta inundada à 
condição da floresta re-
sultante desta diferença 
no nível das águas.
A ‘floresta inundada’ é 

Pyongyang quer 
oficializar término da 
Guerra Coreana antes 
da desnuclearização da 
Península Coreana

Coreia do Norte (27/07/2018)

Os Estados Unidos e a 
Coreia do Norte permane-
cem divididos no que diz 
respeito à desnucleariza-
ção da Península Coreana, 
hoje, sexta-feira, data que 
marca o 65º. aniversário 
da assinatura do acordo de 
armistício da Guerra Co-
reana.
A guerra teve início em 
1950, quando a Coreia do 
Norte invadiu a Coreia do 
Sul. O armistício foi acor-
dado no dia 27 de julho de 
1953 para dar um fim às 
hostilidades, contudo, ofi-
cialmente, a guerra ainda 
não terminou.
Em junho deste ano, acon-
teceu o primeiro e históri-
co encontro de cúpula dos 
Estados Unidos e a Coreia 
do Norte, alimentando um 

clima conciliatório, mas 
as diferenças estão surgin-
do entre os dois países.
Pyongyang insiste que 
o fim da guerra seja de-
clarado antes de avançar 
com o processo de desnu-
clearização. Mas, por sua 
vez, o governo americano 
diz que a Coreia do Nor-
te deve, primeiramente, 
tomar ações específicas 
rumo à desnuclearização.
Em meio a essas circuns-
tâncias, a Casa Branca 
anunciou que uma aero-
nave dos Estados Unidos 
transportando os restos 
mortais dos militares 
americanos partiu da Co-
reia do Norte. A repatria-
ção dos restos é um dos 
tópicos acordados no en-
contro de cúpula.

uma das principais carac-
terísticas da Amazônia. 
Como não tínhamos base 
alguma para levantamen-
tos de longo prazo, não 
vinha sendo feita quase 
nenhuma pesquisa do 
ecossistema da região.
Desta vez, com o uso do 
observatório, estamos 
na expectativa de obter 
conhecimento pleno do 
ecossistema da região 
e de empregá-lo na sua 
conservação. Planejamos 
compartilhar os resulta-
dos da pesquisa, obtidos 
no observatório, com mo-
radores locais na forma 
de educação ambiental. 
Queremos que este co-
nhecimento venha a aju-
dar as pessoas a entender 
adequadamente a valiosa 
natureza amazônica. Para 
outubro, planejamos a re-
alização de uma palestra 
de pesquisa para pós-gra-
duandos de várias partes 
do Brasil e do Japão. Ca-
berá aos universitários re-
alizar observações diretas 
de animais e plantas exis-
tentes nas proximidades 
do observatório e estudar 
o ecossistema.
Em segundo lugar, vamos 

pesquisar animais que ha-
bitam áreas elevadas da 
floresta tropical. A maio-
ria dos animais da floresta 
vive a mais de 30 metros 
do solo, em locais densa-
mente cobertos de folhas 
ou no alto de árvores.
Contudo, as árvores da 
Amazônia são desconcer-
tantemente finas, fazendo 
com que seja difícil para 
os seres humanos subir 
até posições elevadas nas 
árvores para observação. 
Como estas circunstân-
cias limitam os métodos 
de pesquisa possíveis, as 
pesquisas de animais so-
frem atraso. Para o futuro, 
planejamos construir uma 
base perto do observató-
rio, de modo a possibilitar 
a realização de pesquisas 
a grandes alturas, nas ár-
vores.
Muitos animais e plantas 
têm o seu habitat na flo-
resta amazônica. Guar-
da-se a expectativa de 
coletar mais informações 
e fazer novas descober-
tas. Temos a esperança 
de que os nossos esforços 
venham a contribuir para 
a proteção da preciosa na-
tureza da região.”

Japão planeja produzir somente carros 
ecologicamente corretos até 2050

Economia  (25/07/2018)

O Japão planeja produzir 
somente carros ecologica-
mente corretos até 2050 
com o objetivo de cortar 
emissões de gases causa-
dores de efeito estufa.
A estratégia foi definida 
na terça-feira pelo Minis-
tério da Economia, Co-

mércio e Indústria. Entre 
os participantes estavam 
professores universitá-
rios e montadoras como a 
Toyota, Nissan e Honda.
O grupo adotou uma meta 
de longo prazo para redu-
zir até 2050 emissões de 
carros japoneses em cerca 

de 80% em comparação 
aos níveis de 2010. Para 
atingir o objetivo, os par-
ticipantes decidiram pro-
duzir somente carros elé-
tricos, híbridos e movidos 
a células de combustível.
Montadoras, o meio aca-
dêmico e o governo vão 

trabalhar juntos para de-
senvolver tecnologias de 
ponta como novos tipos 
de baterias e motores. 
Hiroshige Seko, o mi-
nistro da Economia, Co-
mércio e Indústria, disse 
aos participantes que a 
meta de promover carros 
ecologicamente corretos 
para cortar emissões vai 
mostrar que o Japão pla-
neja contribuir de forma 
proativa em prol do meio 
ambiente.

Líderes do Brics demonstram preocupação 
com política protecionista dos EUA

Trump enfatiza seu papel no aprimoramento 
das relações com a Coreia do Norte

BRICS (27/07/2018)

Coreia do Norte (27/07/2018)

Líderes do grupo dos 
cinco principais países 
emergentes, conhecido 
como Brics, expressaram 
preocupações com as po-
líticas comerciais prote-
cionistas da administração 
do presidente dos Estados 
Unidos, Donald Trump, 

O presidente americano, 
Donald Trump, enfatizou 
seu papel no aprimora-
mento das relações entre 
os Estados Unidos e a Co-
reia do Norte.
Ele divulgou um comu-
nicado na quinta-feira, na 

que têm provocado dispu-
tas comerciais com outros 
países.
Líderes do Brasil, Rús-
sia, Índia, China e África 
do Sul adotaram uma de-
claração na quinta-feira, 
segundo dia do encontro 
de cúpula com três dias 

véspera do 65º aniversário 
da assinatura do armistí-
cio da Guerra da Coreia.
Segundo a declaração, 
as relações entre os dois 
países têm sido hostis 
por muito tempo, mas a 
cúpula histórica de ju-

de duração, realizado em 
Johanesburgo.
A declaração diz que os 
líderes “reconhecem que 
o sistema comercial mul-
tilateral está se deparando 
com desafios sem prece-
dentes”.
O documento torna claro 

que os cindo países vão 
trabalhar juntos para pro-
mover o livre comércio.
A declaração cita, tam-
bém, que os líderes “rea-
firmam a importância do 
sistema comercial basea-
do em regras, transparen-
te, não discriminatório, 
aberto e multilateral”, de 
acordo com os regula-
mentos da Organização 
Mundial do Comércio.

nho entre Trump e o líder 
norte-coreano, Kim Jong 
Un, ajudou a dar impulso 
a uma mudança positiva. 
O comunicado cita ainda 
o comprometimento em 
conseguir a completa des-
nuclearização da Penínsu-

la Coreana.
A declaração menciona 
também a repatriação dos 
restos de soldados ameri-
canos mortos na Guerra 
da Coreia, dizendo que a 
administração Trump está 
tentando obter a devolu-
ção de todos eles.
A estimativa é de que os 
restos mortais de 5.300 
soldados americanos ain-
da têm de ser repatriados.
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か
ら
日に

っ

系け
い

３
団だ

ん

体た
い

へ
激げ

き

励れ
い

金き
ん

が
贈ぞ

う

呈て
い

さ
れ
、
県け

ん

人じ
ん

会か
い

へ
は
激げ

き

励れ
い

金き
ん

と
麒き

麟り
ん

獅じ

子し

の

置お
き

物も
の

、し
ゃ
ん
し
ゃ
ん
傘か

さ

、ら
っ

き
ょ
等な

ど

の
名め

い

産さ
ん

品ひ
ん

が
贈お

く

ら
れ

た
。
県け

ん

人じ
ん

会か
い

か
ら
県け

ん

へ
も
記き

上あ

げ
ま
す
。

　

７
月が

つ

に

西に
し

日に

本ほ
ん

を

中ち
ゅ
う

心し
ん

に

襲お
そ

っ
た
豪ご

う

雨う

災さ
い

害が
い

へ
の
対た

い

応お
う

、
全ぜ

ん

国こ
く

知ち

事じ

会か
い

を
代だ

い

表ひ
ょ
うし

て
全ぜ

ん

米べ
い

知ち

事じ

会か
い

へ
の
出

し
ゅ
っ

席せ
き

な

ど
要よ

う

務む

が
重か

さ

な
り
や
む
を
得え

ず
欠け

っ

席せ
き

す
る
こ
と
を
お
詫わ

び

　

こ
の
度た

び

は
ブ
ラ
ジ
ル
鳥と

っ

取と
り

県け
ん

人じ
ん

会か
い

創そ
う

立り
つ

６
５
周

し
ゅ
う

年ね
ん

と
い

う
節ふ

し

目め

を
迎む

か

え
ら
れ
ま
し
た

こ
と
を
心こ

こ
ろ

よ
り
お
喜よ

ろ
こ

び
申も

う

し

 

今こ
ん

後ご

益ま
す

々ま
す

の
発は

っ

展て
ん

を
祈き

念ね
ん

申も
う

し
上あ

げ
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
本も

と

橋は
し

名め
い

誉よ

会か
い

長
ち
ょ
う

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
長な

が

き

に
渡わ

た

り
県け

ん

人じ
ん

会か
い

会か
い

長ち
ょ
うを
お
務つ

と

め
に
な
り
、
ブ
ラ
ジ
ル
日に

本ほ
ん

都と

道ど
う

府ふ

県け
ん

人じ
ん

会か
い

連れ
ん

合ご
う

会か
い

の
副ふ

く

会か
い

長ち
ょ
う、
会か

い

長ち
ょ
う

を
歴れ

き

任に
ん

さ
れ
、

ま
た
平へ

い

成せ
い

２
８
年ね

ん

に
は
外が

い

務む

大だ
い

臣じ
ん

表ひ
ょ
う

彰し
ょ
うを
受じ

ゅ

賞し
ょ
うさ
れ
る
な

ど
、
県け

ん

人じ
ん

、
移い

住じ
ゅ
う

者し
ゃ

の
模も

範は
ん

と
し
て
日に

っ

系け
い

人じ
ん

の
社し

ゃ

会か
い

的て
き

地ち

位い

の
向こ

う

上じ
ょ
うな
ど
多た

大だ
い

な
足そ

く

跡せ
き

を
残の

こ

さ
れ
た
と
承

し
ょ
う

知ち

し
て
お

り
、
ご
活か

つ

躍や
く

に
敬け

い

意い

を
表ひ

ょ
う

し

ま
す
と
と
も
に
改あ

ら
た

め
て
感か

ん

謝し
ゃ

を
申も

う

し
上あ

げ
る
次し

第だ
い

で
あ
り

ま
す
。

　

山や
ま

添ぞ
え

会か
い

長ち
ょ
うに
お
か
れ
ま
し

て
は
第だ

い

９
代だ

い

ブ
ラ
ジ
ル
鳥と

っ

取と
り

県け
ん

人じ
ん

会か
い

代だ
い

表ひ
ょ
うと
し
て
留

り
ゅ
う

学が
く

生せ
い

派は

遣け
ん

、
研け

ん

修し
ゅ
う

員い
ん

の
派は

遣け
ん

、
中

ち
ゅ
う

堅け
ん

リ
ー
ダ
ー
の
養よ

う

成せ
い

な
ど
交こ

う

流り
ゅ
うを
担に

な

う
人じ

ん

材ざ
い

の
育い

く

成せ
い

に
ご

尽じ
ん

力り
ょ
くい
た
だ
い
て
お
り
、
ど

う
ぞ
お
体か

ら
だ

を
大た

い

切せ
つ

に
頂い

た
だ
い
て
、

引ひ

き
続つ

づ

き
お
力

ち
か
ら

添ぞ

え
を
賜た

ま
わ

り

ま
す
よ
う
お
願ね

が

い
申も

う

し
上あ

げ

る
次し

第だ
い

で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
末す

え

長な
が

副ふ
く

会か
い

長ち
ょ
う、
千ち

田だ

副ふ
く

会か
い

長ち
ょ
う、
大お

お

原は
ら

副ふ
く

会か
い

長ち
ょ
うに
お

か
れ
ま
し
て
も
若わ

か

い
世せ

代だ
い

に

鳥と
っ

取と
り

県け
ん

の
文ぶ

ん

化か

や
伝で

ん

統と
う

を
伝つ

た

え
、
三さ

ん

世せ
い

、
四よ

ん

世せ
い

の
方か

た

々が
た

に

も
本ほ

ん

県け
ん

に
対た

い

す
る
理り

解か
い

を
深ふ

か

め
て
い
た
だ
け
る
様よ

う

お
力

ち
か
ら

添ぞ

え
を
い
た
だ
け
れ
ば
と
存ぞ

ん

じ

ま
す
。

　

鳥と
っ

取と
り

県け
ん

人じ
ん

会か
い

の
皆み

な

様さ
ま

の
ご

鳥と
っ

取と
り

市し

大た
い

火か

の
際さ

い

に
故ふ

る

郷さ
と

へ
想お

も

い
を
寄よ

せ
る
県け

ん

人じ
ん

が

集あ
つ
ま

っ
て
行お

こ
な

っ
た
募ぼ

金き
ん

活か
つ

動ど
う

が
も
と
に
な
っ
て
お
り
ま

す
。
そ
の
後ご

母ぼ

県け
ん

か
ら
は

１
９
６
５
年ね

ん

に
県け

ん

費ぴ

留り
ゅ
う

学が
く

制せ
い

度ど

、
１
９
８
１
年ね

ん

に
技ぎ

　

ブ
ラ
ジ
ル
鳥と

っ

取と
り

県け
ん

人じ
ん

会か
い

（
山や

ま

添ぞ
え

源げ
ん

二じ

会か
い

長ち
ょ
う）
は
２
４
日か

午ご

後ご

６
時じ

、
聖せ

い

市し

の
ブ
ラ
ジ

ル
鳥と

っ

取と
り

交こ
う

流り
ゅ
うセ
ン
タ
ー
で
、
創そ

う

立り
つ

６
５
周

し
ゅ
う

年ね
ん

式し
き

典て
ん

を
開か

い

催さ
い

し
た
。
母ぼ

県け
ん

か
ら
は
岡お

か

村む
ら

整せ
い

諮じ

統と
う

轄か
つ

監か
ん

、
深ふ

か

澤ざ
わ

義よ
し

彦ひ
こ

鳥と
っ

取と
り

市し

長ち
ょ
うら
２
０
人に

ん

が
慶け

い

祝し
ゅ
くに
駆か

け
つ
け
、
会か

い

員い
ん

約や
く

１
５
０
人に

ん

が
出

し
ゅ
っ

席せ
き

し
て
盛せ

い

大だ
い

に
祝い

わ

っ
た
。

鳥
とっ

取
とり

県
けん

知
ち

事
じ

 

平
ひら

井
い

 信
しん

二
じ

（鳥
とっとりけん

取県公
こうしき

式サイトより）

術じ
ゅ
つ

研け
ん

修し
ゅ
う

制せ
い

度ど

、
２
０
０
３

年ね
ん

に
中ち

ゅ
う

堅け
ん

リ
ー
ダ
ー
制せ

い

度ど

な
ど
後こ

う

援え
ん

制せ
い

度ど

を
作つ

く

っ
て

頂い
た
だき
ま
し
た
。

　

現げ
ん

在ざ
い

ま
で
に
１
０
０
名め

い

以い

上じ
ょ
うの
留

り
ゅ
う

学が
く

生せ
い

、
２
０
数す

う

名め
い

の

中ち
ゅ
う

堅け
ん

リ
ー
ダ
ー
が
母ぼ

県け
ん

で

の
研け

ん

修し
ゅ
うの
機き

会か
い

に
恵め

ぐ

ま
れ
ま

し
た
。
２
０
年ね

ん

前ま
え

よ
り
第だ

い

２

ア
リ
ア
ン
サ
鳥と

っ

取と
り

村む
ら

の
日に

本ほ
ん

語ご

学が
っ

校こ
う

に
先せ

ん

生せ
い

を
送お

く

っ
て
も

念ね
ん

品ひ
ん

を
贈ぞ

う

呈て
い

し
た
。

　

元も
と

県け
ん

費ぴ

留り
ゅ
う

学が
く

生せ
い

、
技ぎ

術
じ
ゅ
つ

研け
ん

修し
ゅ
う

員い
ん

を
代だ

い

表ひ
ょ
うし
て
宮み

や

本も
と

・

ア
ド
リ
ア
ー
ナ
・
優ゆ

美み

さ
ん

が
登と

う

壇だ
ん

し
、
２
０
１
５
年ね

ん

に

広こ
う

告こ
く

代だ
い

理り

店て
ん

シ
セ
イ
堂ど

う

株か
ぶ

式し
き

会が
い

社し
ゃ

で
行

お
こ
な

っ
た
研け

ん

修し
ゅ
う

体た
い

験け
ん

を

感か
ん

謝し
ゃ

と
共と

も

に
語か

た

っ
た
。

　

鳥と
っ

取と
り

県け
ん

民み
ん

歌か

「
わ
き
あ
が

る
力ち

か
ら

」
を
斉せ

い

唱し
ょ
うし
、
式し

き

典て
ん

は

閉へ
い

会か
い

し
た
。

　

そ
の
後ご

の
祝

し
ゅ
く

宴え
ん

で
は
県け

ん

人じ
ん

会か
い

役や
く

員い
ん

ら
に
よ
る
ケ
ー
キ

カ
ッ
ト
が
行お

こ
な

わ
れ
、
歓か

ん

談だ
ん

を
楽た

の

し
ん
だ
。
慶け

い

祝し
ゅ
く

団だ
ん

に
よ

る
傘か

さ

踊お
ど

り
の
披ひ

露ろ
う

、
深ふ

か

澤ざ
わ

市し

長ち
ょ
うに
よ
る
ギ
タ
ー
演え

ん

奏そ
う

、
県け

ん

人じ
ん

会か
い

に
よ
る
傘か

さ

踊お
ど

り
の
披ひ

露ろ
う

な
ど
も
行お

こ
な

わ
れ
た
。
祝

し
ゅ
く

宴え
ん

に
参さ

ん

加か

し
た
大お

お

原は
ら

光み
つ

人と

さ
ん

（
９
５
、
智ち

頭づ

）
は
「
日に

本ほ
ん

の
皆み

な

さ
ん
と
一い

っ

緒し
ょ

に
お
祝い

わ

い
出で

来き

て
本ほ

ん

当と
う

に
嬉う

れ

し
い
。
今こ

ん

後ご

も
交こ

う

流り
ゅ
うが
続つ

づ

く
こ
と
を
願ね

が

っ
て

い
ま
す
」
と
話は

な

し
た
。

特
とく

  集
しゅう

の
事こ

と

を
聞き

く
と
「
親お

や

子こ

三さ
ん

代だ
い

、

鳥と
っ

取と
り

大た
い

火か

の
際さ

い

に
受う

け
た
恩お

ん

義ぎ

を
少す

こ

し
で
も
返か

え

せ
れ
ば
と

の
思お

も

い
で
協

き
ょ
う

力り
ょ
く
し
た
」
と
語か

た

り
、「
郷

き
ょ
う

土ど

の
文ぶ

ん

化か

を
広ひ

ろ

め
て

く
れ
て
い
る
皆み

な

さ
ん
に
は
感か

ん

謝し
ゃ

し
か
な
い
。
周

し
ゅ
う

年ね
ん

の
節ふ

し

目め

に
は
共と

も

に
踊お

ど

る
こ
と
も
出で

来き

、

普ふ

及き
ゅ
うに
携た

ず
さ

わ
る
こ
と
が
出で

来き

て
本ほ

ん

当と
う

に
良よ

か
っ
た
」
と
目め

を
潤う

る

ま
せ
た
。

　

西に
し

谷た
に

元も
と

会か
い

長ち
ょ
うか
ら
指し

導ど
う

役や
く

　

鳥と
っ

取と
り

芸げ
い

能の
う

傘か
さ

踊お
ど

り
は

１
９
８
２
年ね

ん

に
西に

し

谷た
に

博ひ
ろ
し

元も
と

会か
い

長ち
ょ
う

夫ふ

妻さ
い

ら
の
尽じ

ん

力り
ょ
く

で
当と

う

地ち

で
の
普ふ

及き
ゅ
う

が
始は

じ

ま
っ
た
。

２
０
０
８
年ね

ん

の
日に

本ほ
ん

移い

民み
ん

１
０
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

時じ

に
は
、
皇こ

う

太た
い

子し

さ
ま
ご
臨り

ん

席せ
き

の
聖せ

い

市し

式し
き

典て
ん

に
て
２
０
０
人に

ん

で
の
傘か

さ

踊お
ど

り

を
披ひ

露ろ
う

。
眞ま

子こ

さ
ま
ご
臨り

ん

席せ
き

の
今こ

年と
し

の
ブ
ラ
ジ
ル
日に

本ほ
ん

移い

民み
ん

１
１
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

記き

念ね
ん

式し
き

典て
ん

で
も
１
７
０
人に

ん

よ
る
傘か

さ

踊お
ど

り

を
披ひ

露ろ
う

し
た
。
傘か

さ

踊お
ど

り
は
現げ

ん

在ざ
い

、
年ね

ん

間か
ん

２
５
カ
所し

ょ

以い

上じ
ょ
うで

公こ
う

演え
ん

を
行

お
こ
な

っ
て
お
り
、
も
は

や
当と

う

地ち

芸げ
い

能の
う

に
は
欠か

か
せ
な

い
存そ

ん

在ざ
い

と
な
っ
た
。

　

普ふ

及き
ゅ
う

に
あ
た
っ
て
は
県け

ん

・

市し

か
ら
計け

い

８
０
０
本ほ

ん

の
傘か

さ

が

寄き

贈ぞ
う

さ
れ
て
い
る
。
当と

う

時じ

県け
ん

国こ
く

際さ
い

課か

課か

長ち
ょ
うと
し
て
傘か

さ

の
寄き

贈ぞ
う

事じ

業ぎ
ょ
うに
携た

ず
さ

わ
っ
た
川か

わ

上か
み

信の
ぶ

温は
る

さ
ん
（
７
０
、
鳥と

っ

取と
り

）
は
、

移い

民み
ん

９
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

、
１
０
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

時じ

に
続つ

づ

き
、
今こ

ん

回か
い

も
慶け

い

祝
し
ゅ
く

団だ
ん

と
し
て
来ら

い

伯は
く

し
た
。
当と

う

時じ

　

当と
う

地ち

芸げ
い

能の
う

の
欠か

か
せ
ぬ
華は

な

に

年ね
ん

間か
ん

２
５
カ
所し

ょ

以い

上じ
ょ
う

で
披ひ

露ろ
う

鳥
とっ

取
とり

県
けん

人
じん

会
かい

が創
そう

立
りつ

65周
しゅう

年
ねん

功こ
う

労ろ
う

者し
ゃ

表ひ
ょ
う

彰し
ょ
う、記き

念ね
ん

品ひ
ん

贈ぞ
う

呈て
い

も

頂い
た
だい
て
お
り
ま
す
。

　

１
９
９
５
年ね

ん

に
は
母ぼ

県け
ん

か

ら
の
支し

援え
ん

に
よ
り
立り

っ

派ぱ

な
ブ

ラ
ジ
ル
鳥と

っ

取と
り

交こ
う

流り
ゅ
うセ
ン
タ
ー

が
建け

ん

築ち
く

さ
れ
ま
し
た
。
セ
ン

タ
ー
は
県け

ん

人じ
ん

会か
い

の
活か

つ

動ど
う

、
交こ

う

流り
ゅ
うの
拠き

ょ

点て
ん

と
な
っ
て
お
り
日に

本ほ
ん

文ぶ
ん

化か

の
継け

い

承し
ょ
うに
幅は

ば

広ひ
ろ

く
活か

つ

用よ
う

さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

６
５
年ね

ん

前ま
え

に
生う

ま
れ
た
県け

ん

人じ
ん

会か
い

は
、
母ぼ

県け
ん

の
積せ

っ

極き
ょ
く

的て
き

　

県け
ん

人じ
ん

会か
い

は
鳥と

っ

取と
り

県け
ん

と
共と

も

に

積せ
っ

極き
ょ
く

的て
き

に
子し

弟て
い

と
し
て
の
人じ

ん

材ざ
い

育い
く

成せ
い

に
取と

り
組く

ま
れ
、
県け

ん

費ぴ

留り
ゅ
う

学が
く

精せ
い

度ど

及お
よ

び
技ぎ

術じ
ゅ
つ

研け
ん

修し
ゅ
う

制せ
い

度ど

に
よ
っ
て
、
日に

っ

伯ぱ
く

両
り
ょ
う

国こ
く

の
各か

く

界か
い

で
活か

つ

躍や
く

す
る
優ゆ

う

秀し
ゅ
うな

子し

弟て
い

を
輩は

い

出し
ゅ
つし
て
こ
ら
れ
ま
し

た
。
ブ
ラ
ジ
ル
鳥と

っ

取と
り

交こ
う

流り
ゅ
うセ
ン

タ
ー
は
サ
ー
ク
ル
活か

つ

動ど
う

が
盛さ

か

ん

で
、
若わ

か

い
人ひ

と

も
積せ

っ

極き
ょ
く

的て
き

に
活か

つ

動ど
う

し
て
い
る
こ
と
に
心

こ
こ
ろ

強づ
よ

さ
を

感か
ん

じ
て
お
り
ま
す
。
ブ
ラ
ジ
ル

日に

本ほ
ん

移い

民み
ん

１
１
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

を
迎む

か

え
る
に
あ
た
り
、
日に

本ほ
ん

と
ブ
ラ

ジ
ル
の
関か

ん

係け
い

を
一い

っ

層そ
う

緊き
ん

密み
つ

に
す

る
た
め
に
、
今こ

ん

後ご

と
も
大お

お

き
な

役や
く

割わ
り

を
果は

た
し
て
い
た
だ
け
ま

す
こ
と
を
期き

待た
い

し
て
い
ま
す
。

な
ご
支し

援え
ん

と
県け

ん

人じ
ん

会か
い

の
先せ

ん

輩ぱ
い

方か
た

の
た
ゆ
ま
ざ
る
努ど

力り
ょ
くに
よ

り
大お

お

き
く
成せ

い

長ち
ょ
うし
、
い
ま
や

日に

本ほ
ん

文ぶ
ん

化か

の
発は

っ

信し
ん

点て
ん

と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

　

母ぼ

県け
ん

の
貴き

重ち
ょ
うな
ご
後こ

う

援え
ん

に

厚あ
つ

く
御お

礼れ
い

を
申も

う

し
上あ

げ
る
と

と
も
に
、
今こ

ん

後ご

も
更さ

ら

な
る
ご

支し

援え
ん

ご
鞭べ

ん

撻た
つ

を
宜よ

ろ

し
く
お
願ね

が

い
申も

う

し
上あ

げ
る
次し

第だ
い

で
ご
ざ

い
ま
す
。

健け
ん

勝し
ょ
うと
ご
多た

幸こ
う

、
ま
た
県け

ん

人じ
ん

会か
い

の
活か

つ

動ど
う

が
ま
す
ま
す
活か

っ

発ぱ
つ

化か

、
発は

っ

展て
ん

さ
れ
る
こ
と
を
祈き

　

今こ

年と
し

は
ブ
ラ
ジ
ル
日に

本ほ
ん

移い

民み
ん

１
１
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

の
記き

念ね
ん

す
べ

き
年と

し

で
あ
り
、
眞ま

子こ

内な
い

親し
ん

王の
う

殿で
ん

下か

も
参さ

ん

加か

さ
れ
た
記き

念ね
ん

式し
き

典て
ん

で
は
、
皆み

な

様さ
ま

と
一い

っ

緒し
ょ

に
し
ゃ

ん
し
ゃ
ん
傘か

さ

踊お
ど

り
を
踊お

ど

ら
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
第だ

い

２
ア
リ
ア
ン
サ
鳥と

っ

取と
り

村む
ら

も
訪ほ

う

問も
ん

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
先せ

ん

人じ
ん

の

大た
い

変へ
ん

な
苦く

労ろ
う

を
偲し

の

ば
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
改あ

ら
た

め
て
鳥と

っ

取と
り

県け
ん

人じ
ん

会か
い

の
皆み

な

様さ
ま

の
御ご

努ど

力
り
ょ
く

に
敬け

い

意い

を
表ひ

ょ
う

し
ま
す
。

　

ブ
ラ
ジ
ル
鳥と

っ

取と
り

交こ
う

流り
ゅ
うセ
ン

タ
ー
は
、
県け

ん

人じ
ん

会か
い

の
本ほ

ん

部ぶ

と

し
て
活か

つ

動ど
う

の
中

ち
ゅ
う

心し
ん

と
な
り
、

母ぼ

県け
ん

と
の
各か

く

種し
ゅ

交こ
う

流り
ゅ
う

事じ

業
ぎ
ょ
う

の
拠き

ょ

点て
ん

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

今こ
ん

後ご

も
こ
の
セ
ン
タ
ー
が
鳥と

っ

取と
り

の
文ぶ

ん

化か

を
伝つ

た

え
、
鳥と

っ

取と
り

県け
ん

人じ
ん

会か
い

関か
ん

係け
い

者し
ゃ

の
交こ

う

流り
ゅ
うの
場ば

と
し
て
発は

っ

展て
ん

し
、
母ぼ

県け
ん

と
の
絆

き
ず
な

を
育は

ぐ
く

む
中

ち
ゅ
う

心し
ん

的て
き

役や
く

割わ
り

を
果は

た

し
て
い
く
こ
と
を
期き

待た
い

し
ま

す
。
我わ

れ

々わ
れ

も
、
次じ

世せ

代だ
い

の
交こ

う

流り
ゅ
う

活か
つ

動ど
う

を
担に

な

う
人じ

ん

材ざ
い

の
育い

く

成せ
い

に
協

き
ょ
う

力り
ょ
く

し
て
い
き
た
い
と
考

か
ん
が

え
て
お
り
ま
す
。

　

鳥と
っ

取と
り

県け
ん

に
お
い
て
は
、
ブ

ラ
ジ
ル
の
方か

た

は
ま
だ
少す

く

な
い

で
す
が
、
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
チ
ー

ム
で
３
名め

い

の
ブ
ラ
ジ
ル
人じ

ん

選せ
ん

手し
ゅ

が
活か

つ

躍や
く

し
て
お
り
、
ブ
ラ

ジ
ル
を
身み

近ぢ
か

に
感か

ん

じ
る
鳥と

っ

取と
り

県け
ん

民み
ん

も
多お

お

く
な
っ
て
お
り
ま

念ね
ん

い
た
し
ま
し
て
、
感か

ん

謝し
ゃ

と

お
祝い

わ

い
の
言こ

と

葉ば

と
い
た
し
ま

す
。

積せ
っ

極き
ょ
く

的て
き

な
人じ

ん

材ざ
い

育い
く

成せ
い

心こ
こ
ろ

強づ
よ

く

　
県け

ん

議ぎ

会か
い

副ふ
く

議ぎ

長ち
ょ
う　
福ふ

く

間ま 

裕ゆ

隆た
か

　

ブ
ラ
ジ
ル
鳥と

っ

取と
り

県け
ん

人じ
ん

会か
い

の
創そ

う

立り
つ

は
１
９
５
２
年ね

ん

、

「
人ひ

と

と
人ひ

と

の
絆き

ず
な

」
に
支さ

さ

え
ら
れ

鳥と
っ

取と
り

市し

議ぎ

会か
い

議ぎ

長ち
ょ
う　
下し

も

村む
ら 

佳よ
し

弘ひ
ろ

初は
じ

め
て
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
開か

い

催さ
い

す
る
な
ど
、
南な

ん

米べ
い

の
大た

い

国こ
く

と
し
て
発は

っ

展て
ん

を
と
げ
て
い
ま

す
。
そ
の
発は

っ

展て
ん

に
多た

大だ
い

な
貢こ

う

献け
ん

を
し
た
鳥と

っ

取と
り

県け
ん

出し
ゅ
っ

身し
ん

の

方か
た

々が
た

の
６
５
年ね

ん

と
い
う
年ね

ん

月げ
つ

は
格か

く

別べ
つ

の
重お

も

み
を
持も

つ
も
の

で
あ
り
ま
す
。

　

先せ
ん

人じ
ん

の
方か

た

々が
た

の
歴れ

き

史し

に
触ふ

れ
る
た
び
、
同お

な

じ
鳥と

っ

取と
り

県け
ん

民み
ん

と
し
て
、
当と

う

時じ

の
ご
労ろ

う

苦く

に

感か
ん

慨が
い

を
覚お

ぼ

え
ま
す
と
と
も

に
、
改あ

ら
た

め
て
そ
の
偉い

業ぎ
ょ
うに
対た

い

し
て
心こ

こ
ろ

か
ら
敬け

い

意い

を
表ひ

ょ
う

し
ま

す
。

　

ブ
ラ
ジ
ル
鳥と

っ

取と
り

県け
ん

人じ
ん

会か
い

は

１
９
５
２
年ね

ん

に
創そ

う

立り
つ

さ
れ
ま

し
た
が
、
１
９
５
２
年ね

ん

と
い

え
ば
鳥と

っ

取と
り

市し

で
市し

街が
い

地ち

の
大た

い

半は
ん

を
失う

し
な

う
鳥と

っ

取と
り

大た
い

火か

が
起お

こ
っ
た
年と

し

で
あ
り
ま
す
。　

　

鳥と
っ

取と
り

県け
ん

出し
ゅ
っ

身し
ん

者し
ゃ

の
方か

た

々が
た

は
、
遠と

お

く
離は

な

れ
た
ふ
る
さ

と
の
た
め
に
、
大だ

い

災さ
い

害が
い

に

対た
い

し
て
手て

を
さ
し
の
べ
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。
私わ

た
し

た

ち
鳥と

っ

取と
り

市し

民み
ん

は
こ
れ
を
決け

っ

し
て
忘わ

す

れ
て
は
な
ら
な
い

ご
恩お

ん

と
受う

け
止と

め
、
次じ

世せ

代だ
い

に
も
伝つ

た

え
て
い
き
た
い

と
思お

も

っ
て
い
ま
す
。

　

ブ
ラ
ジ
ル
鳥と

っ

取と
り

県け
ん

人じ
ん

会か
い

の

皆み
な

様さ
ま

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

こ
れ
か
ら
も
お
元げ

ん

気き

で
活か

つ

躍や
く

さ
れ
、
日に

本ほ
ん

と
ブ
ラ
ジ
ル
の

友ゆ
う

好こ
う

親し
ん

善ぜ
ん

の
懸か

け
橋は

し

と
し
て

ご
支し

援え
ん

い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願ね

が

い
申も

う

し
上あ

げ
ま
す
。

し
て
こ
れ
か
ら
も
、
人ひ

と

と
人ひ

と

の
絆き

ず
な

に
支さ

さ

え
ら
れ
た
温あ

た
た

か
み

の
あ
る
「
ア
ミ
ー
ゴ
の
関か

ん

係け
い

」

で
あ
り
続つ

づ

け
る
こ
と
を
確か

く

信し
ん

し
て
い
ま
す
。

て
い
て
も
強つ

よ

く
故ふ

る

郷さ
と

を
思お

も

う

皆み
な

様さ
ま

の
御ご

心し
ん

情じ
ょ
うを
本ほ

ん

当と
う

に
あ

り
が
た
く
思お

も

う
次し

第だ
い

で
あ
り

ま
す
。

　

鳥と
っ

取と
り

と
県け

ん

人じ
ん

会か
い

の
皆み

な

様さ
ま

と

の
関か

ん

係け
い

は
こ
れ
ま
で
も
、
そ

皆み
な

様さ
ま

の
御ご

努ど

力り
ょ
く

に
敬け

い

意い

を

　
統と

う

轄か
つ

監か
ん

　
岡お

か

村む
ら 
整せ

い

諮じ

　
ブ
ラ
ジ
ル
と
鳥と

っ

取と
り

の
関か

ん

係け
い

は

「
人ひ

と

と
人ひ

と

の
絆き

ず
な

」
に
支さ

さ

え
ら

れ
て
き
ま
し
た
。
昭

し
ょ
う

和わ

２
７

年ね
ん

の
鳥と

っ

取と
り

大た
い

火か

へ
の
支し

援え
ん

活か
つ

動ど
う

を
き
っ
か
け
に
鳥と

っ

取と
り

県け
ん

人じ
ん

会か
い

が
設せ

つ

立り
つ

さ
れ
、
遠と

お

く
離は

な

れ

鳥
とっ

取
とり

県
けん

民
みん

歌
か

「わきあがる力
ちから

」を斉
せい

唱
しょう

する式
しき

典
てん

出
しゅっ

席
せき

者
しゃ

一
いち

同
どう

県
けん

人
じん

会
かい

役
やく

員
いん

によるケーキカット

ブラジル日
に

本
ほん

移
い

民
みん

１１０周
しゅう

年
ねん

記
き

念
ねん

式
しき

典
てん

では１７０人
にん

によるしゃんしゃん傘
かさ

踊
おど

りを披
ひ

露
ろう

した

しゃんしゃん傘
かさ

を贈
ぞう

呈
てい

する川
かわ

上
かみ

さん

傘
かさ

踊
おど

り

を
引ひ

き
継つ

い
だ
京

き
ょ
う

野の

マ
リ
さ
ん

（
７
２
、
二に

世せ
い

）
は
、「
踊お

ど

る
の
も
教お

し

え
る
の
も
楽た

の

し
い
。

傘か
さ

踊お
ど

り
に
は
み
ん
な
を
仲な

か

良よ

く
さ
せ
る
力ち

か
ら

が
あ
る
」と
話は

な

す
。

「
傘か

さ

踊お
ど

り
を
通つ

う

じ
て
み
ん
な

仲な
か

良よ

く
な
っ
て
欲ほ

し
い
」
と

は
西に

し

谷た
に

元も
と

会か
い

長ち
ょ
うの
願ね

が

い
で
も

あ
っ
た
と
い
う
。
今こ

ん

後ご

の
展て

ん

望ぼ
う

に
つ
い
て
問と

う
と
「
も
っ
と

若わ
か

い
世せ

代だ
い

に
も
親し

た

し
ん
で
も

ら
え
る
よ
う
、
一い

っ

生し
ょ
う

懸け
ん

命め
い

普ふ

及き
ゅ
うに
励は

げ

み
ま
す
」
と
意い

気き

込ご

ん
だ
。

連れ
ん

、
援え

ん

協き
ょ
う、
文ぶ

ん

協き
ょ
う

各か
く

団だ
ん

体た
い

の

会か
い

長ち
ょ
う、
キ
ク
ド
メ
・
ペ
ド
ロ

聖せ
い

州し
ゅ
う

議ぎ

員い
ん

ら
が
出

し
ゅ
っ

席せ
き

。
米よ

な

子ご

市し

、
第だ

い

二に

ア
リ
ア
ン
サ
か
ら
は

祝し
ゅ
く

電で
ん

が
届と

ど

い
た
。

　

日に
っ

伯ぱ
く

両り
ょ
う

国こ
っ

歌か

斉せ
い

唱し
ょ
う、
先せ

ん

没ぼ
つ

者し
ゃ

へ
の
黙も

く

祷と
う

、
出

し
ゅ
っ

席せ
き

者し
ゃ

祝
し
ゅ
く

辞じ

の
後の

ち

、
功こ

う

労ろ
う

者し
ゃ

表ひ
ょ
う

彰し
ょ
うが
行

お
こ
な

わ
れ
た
。
特と

く

別べ
つ

功こ
う

労ろ
う

顕け
ん

彰
し
ょ
う

に
本も

と

橋は
し

幹み
き

夫お

名め
い

誉よ

会か
い

長ち
ょ
う、
功こ

う

　

慶け
い

祝し
ゅ
くに
は
岡お

か

村む
ら

統と
う

轄か
つ

監か
ん

、

深ふ
か

澤ざ
わ

市し

長ち
ょ
うに
加く

わ

え
、
福ふ

く

間ま

裕ゆ

隆た
か

県け
ん

議ぎ

会か
い

副ふ
く

議ぎ

長ち
ょ
う、
内う

ち

田だ

博ひ
ろ

長み
ち

県け
ん

議ぎ

、
藤ふ

じ

井い

一か
ず

博ひ
ろ

県け
ん

議ぎ

、

下し
も

村む
ら

佳よ
し

弘ひ
ろ

鳥と
っ

取と
り

市し

議ぎ

会か
い

議ぎ

長ち
ょ
う、
友ゆ

う

好こ
う

交こ
う

流り
ゅ
う

団だ
ん

体た
い

訪ほ
う

問も
ん

団だ
ん

と
し
て
田た

邉な
べ

賢け
ん

二じ

さ
ん
、
川か

わ

上か
み

信の
ぶ

温は
る

さ
ん
ら
総そ

う

勢ぜ
い

２
０
人に

ん

が
訪お

と
ず

れ
た
。

　

平ひ
ら

井い

伸し
ん

治じ

鳥と
っ

取と
り

県け
ん

知ち

事じ

は

７
月が

つ

の
豪ご

う

雨う

被ひ

害が
い

へ
の
対た

い

応お
う

等な
ど

か
ら
や
む
な
く
欠け

っ

席せ
き

と
な
っ

た
。
当と

う

地ち

か
ら
は
野の

口ぐ
ち

泰
や
す
し

在ざ
い

聖せ
い

日に

本ほ
ん

国こ
く

総そ
う

領り
ょ
う

事じ

、
県け

ん

　

ブ
ラ
ジ
ル
は
南な

ん

米べ
い

大た
い

陸り
く

で

す
。
ブ
ラ
ジ
ル
と
の
交こ

う

流り
ゅ
う
が

今こ
ん

後ご

も
進し

ん

展て
ん

し
て
い
く
こ
と

を
期き

待た
い

し
て
お
り
ま
す
。

鳥鳥

祝
しゅく

　ブラジル鳥
とっ

取
とり

県
けん

人
じん

会
かい

創
そう

立
りつ

65 周
しゅう

年
ねん

 

母ぼ

県け
ん

想お
も

う
気き

持も

ち
で
創そ

う

立り
つ

　
ブ
ラ
ジ
ル
鳥と

っ

取と
り

県け
ん

人じ
ん

会か
い

会か
い

長ち
ょ
う　
山や

ま

添ぞ
え 

源げ
ん

二じ

     

人に
ん

で
盛せ

い

大だ
い

に
お
祝い

わ

い

母ぼ

県け
ん

慶け
い

祝し
ゅ
く

団だ
ん

２
０
人に

ん

迎む
か

え

     

人
150

鳥と
っ

取と
り

県け
ん

よ
り
の
訪ほ

う

問も
ん

団だ
ん

名め
い

簿ぼ

■ 

県け
ん

議ぎ

会か
い

訪ほ
う

問も
ん

団だ
ん

鳥と
っ

取と
り

県け
ん

議ぎ

会か
い

副ふ
く

議ぎ

長ち
ょ
う

福ふ
く

間ま　

裕ゆ

隆た
か

鳥と
っ

取と
り

県け
ん

議ぎ

会か
い

議ぎ

員い
ん

内う
ち

田だ　

博ひ
ろ

長み
ち

鳥と
っ

取と
り

県け
ん

議ぎ

会か
い

議ぎ

員い
ん

藤ふ
じ

井い　
一か

ず

博ひ
ろ

議ぎ

会か
い

事じ

務む

局き
ょ
く

 

課か

長ち
ょ
う

補ほ

佐さ

藤ふ
じ

島し
ま　

聖せ
い

三ぞ
う

■ 

県け
ん

（
執し

っ

行こ
う

部ぶ

局き
ょ
く

）
訪ほ

う

問も
ん

団だ
ん

統と
う

轄か
つ

監か
ん

岡お
か

村む
ら　

整せ
い

諮じ

教き
ょ
う

育い
く

次じ

長ち
ょ
う

足あ
し

羽ば　

英ひ
で

樹き

交こ
う

流り
ゅ
う

局き
ょ
く

交こ
う

流り
ゅ
う

推す
い

進し
ん

課か

課か

長ち
ょ
う

遠え
ん

藤ど
う　

俊と
し

樹き

交こ
う

流り
ゅ
う

推す
い

進し
ん

課か

主し
ゅ

事じ

田た

嶋じ
ま　

輝き

一い
ち

■ 

鳥と
っ

取と
り

市し

訪ほ
う

問も
ん

団だ
ん

鳥と
っ

取と
り

市し

長ち
ょ
う

深ふ
か

澤ざ
わ　

義よ
し

彦ひ
こ

企き

画か
く

推す
い

進し
ん

部ぶ

長ち
ょ
う

田た

中な
か　

洋よ
う

介す
け　

秘ひ

書し
ょ

課か

長ち
ょ
う

渡わ
た

辺な
べ　

大だ
い

輔す
け 　

■ 

鳥と
っ

取と
り

市し

議ぎ

会か
い

訪ほ
う

問も
ん

団だ
ん

鳥と
っ

取と
り

市し

議ぎ

会か
い

議ぎ

長ち
ょ
う

下し
も

村む
ら　

佳よ
し

弘ひ
ろ　

鳥と
っ

取と
り

市し

議ぎ

会か
い

事じ

務む

局き
ょ
く

長ち
ょ
う

河か
わ

村む
ら　
　

敏
た
け
と
み

■ 

友ゆ
う

好こ
う

交こ
う

流り
ゅ
う

団だ
ん

体た
い

訪ほ
う

問も
ん

団だ
ん

団だ
ん

長ち
ょ
う

田た

邉な
べ　

賢け
ん

二じ

幹か
ん

事じ

長ち
ょ
う

川か
わ

上か
み　

信の
ぶ

温は
る

書し
ょ

記き

本ほ
ん

家け　

勇ゆ
う

子こ

団だ
ん

員い
ん

入い
り

江え　

容よ
う

子こ

団だ
ん

員い
ん

福ふ
く

田だ　

光み
つ

江え

団だ
ん

員い
ん

前ま
え

田だ

三み

女ね

子こ

団だ
ん

員い
ん

福ふ
く

留ど
め　

敏と
し

弘ひ
ろ

ブ
ラ
ジ
ル
鳥と

っ

取と
り

県け
ん

人じ
ん

会か
い

役や
く

員い
ん

会か
い

長ち
ょ
う

山や
ま

添ぞ
え　

源げ
ん

二じ

第だ
い
一い

ち

副ふ
く

会か
い

長ち
ょ
う

末す
え

永な
が　
　

正
た
だ
し

第だ
い

二に

副ふ
く

会か
い

長ち
ょ
う

千ち

田だ 

伊い

藤と
う 

初は
つ

美み

第だ
い

三さ
ん

副ふ
く

会か
い

長ち
ょ
う

大お
お

原は
ら 

ジ
ル
ベ
ル
ト
弘

ひ
ろ
し

第だ
い
一い

ち

総そ
う

務む

担た
ん

当と
う

理り

事じ

西に
し

坂ざ
か 

ア
ン
ド
レ
ー
幸こ

う

二じ

第だ
い

二に

総そ
う

務む

担た
ん

当と
う

理り

事じ

宮み
や

本も
と 

ア
ド
リ
ア
ナ
優ゆ

う

子こ

第だ
い
一い

ち

会か
い

計け
い

担た
ん

当と
う

理り

事じ

西に
し

坂ざ
か 

ジ
オ
ゴ
健け

ん

治じ

第だ
い

二に

会か
い

計け
い

担た
ん

当と
う

理り

事じ

大お
お

西に
し 

竹た
け

下し
た
マ
リ
エ

第だ
い
一い

ち

財ざ
い

管か
ん

担た
ん

当と
う

理り

事じ

池い
け

堂ど
う 

吉よ
し
田だ

ミ
リ
ア
ン
美み

幸ゆ
き

第だ
い

二に

財ざ
い

管か
ん

担た
ん

当と
う

理り

事じ

西に
し

坂ざ
か 

ダ
ニ
ロ
誉よ

一い
ち

第だ
い
一い

ち

渉し
ょ
う

外が
い

担た
ん

当と
う

理り

事じ

東ひ
が
し 

吉よ
し

田だ 

ル
ッ
シ
ー
真ま

澄す
み

第だ
い

二に

渉し
ょ
う

外が
い

担た
ん

当と
う

理り

事じ

村む
ら

信の
ぶ　

政ま
さ

行ゆ
き

第だ
い
一い

ち

文ぶ
ん

化か

担た
ん

当と
う

理り

事じ

実み

甘か
ん　

好よ
し

重し
げ

第だ
い

二に

文ぶ
ん

化か

担た
ん

当と
う

理り

事じ

大お
お

原は
ら 

レ
チ
シ
ア

正せ
い

監か
ん

事じ

伊い

藤と
う

万ま

里り

夫お

正せ
い

監か
ん

事じ

荒あ
ら

木き 

ア
レ
シ
ャ
ン
ド
レ

正せ
い

監か
ん

事じ

チ
ャ
ネ
ス 

石い
し
井い
パ
ッ
チ
ャ 

レ
ア

補ほ

充じ
ゅ
う

監か
ん

事じ

森も
り

岡お
か 

カ
チ
ア
る
り

補ほ

充じ
ゅ
う

監か
ん

事じ

西に
し

坂ざ
か 

マ
ル
リ
れ
い
か

補ほ

充じ
ゅ
う

監か
ん

事じ

大た
い

家か

の
え
み

決け
っ

し
て
忘わ

す

れ
て
は
な
ら
な
い
ご
恩お

ん

　
鳥と

っ

取と
り

市し

長ち
ょ
う　
深ふ

か

澤ざ
わ 

義よ
し

彦ひ
こ

（５） ２０１８年第５０４９号  ７月 ２８日 （土曜日）
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電で
ん

子し

パ
ネ
ル
な
ど
が
設せ

っ

置ち

さ

れ
、
ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら
は
当と

う

時じ

の
音お

ん

声せ
い

が
流な

が

れ
る
。
ト
ン

ネ
ル
を
抜ぬ

け
た
先さ

き

に
は
勝か

ち

負ま

け
抗こ

う

争そ
う

の
被ひ

害が
い

者し
ゃ

の
一ひ

と

人り

、

脇わ
き

山や
ま

甚じ
ん

作さ
く

退た
い

役え
き

陸り
く

軍ぐ
ん

大た
い

佐さ

の

コ
ー
ト
の
実じ

つ

物ぶ
つ

が
展て

ん

示じ

さ
れ

て
い
る
。
９
階か

い

改か
い

修し
ゅ
うは
雨あ

ま

漏も

り
対た

い

策さ
く

や
空く

う

調ち
ょ
う

整せ
い

備び

な
ど
を

予よ

定て
い

し
て
お
り
、
現げ

ん

在ざ
い

も
資し

　
【
カ
フ
ェ
ラ
ン
ジ
ア
発は

つ

＝
大お

お

澤さ
わ

航こ
う

平へ
い

記き

者し
ゃ

】
１
９
１
５
年ね

ん

、
入

に
ゅ
う

植し
ょ
く

僅わ
ず

か
半は

ん

年と
し

で
８
０
人に

ん

以い

上じ
ょ
うも
の
日に

本ほ
ん

人じ
ん

が
マ
ラ
リ
ア
で

次つ
ぎ

々つ
ぎ

と
斃た

お

れ
て
い
っ
た
、
血ち

と
汗あ

せ

と
涙な

み
だが
滲に

じ

む
開か

い

拓た
く

の
上う

え

に
拓ひ

ら

か
れ
た
カ
フ
ェ
ラ
ン
ジ
ア
の
平ひ

ら

野の

植し
ょ
く

民み
ん

地ち

―
―
２
３
日に

ち

午ご

前ぜ
ん

、

そ
こ
に
ご
到と

う

着ち
ゃ
くさ
れ
た
眞ま

子こ

さ
ま
は
、
見み

渡わ
た

す
限か

ぎ

り
の
砂さ

糖と
う

黍き
び

畑ば
た
けが
広ひ

ろ

が
り
開か

い

拓た
く

の
名な

残ご
り

を
と
ど
め
る
「
開か

い

拓た
く

先せ
ん

没ぼ
つ

者し
ゃ

慰い

霊れ
い

之の

碑ひ

」
の
前ま

え

に
立た

た
れ
、
深ふ

か

々ぶ
か

と
頭こ

う
べ
を
垂た

れ
て
鎮ち

ん

魂こ
ん

の
祈い

の

り
を
捧さ

さ

げ
ら
れ
た
。
そ
の
姿す

が
た
を
見み

て
、
感か

ん

極き
わ

ま
っ
て
泣な

き
崩く

ず

れ
た

地じ

元も
と

の
ご
婦ふ

人じ
ん

を
、
眞ま

子こ

さ
ま
は
優や

さ

し
く
抱だ

き
し
め
ら
れ
た
。
す
る
と
村そ

ん

民み
ん

の
間あ

い
だに
み
る
み
る
感か

ん

激げ
き

の
輪わ

が
広ひ

ろ

が
っ
た
。

金き
ん

援え
ん

助じ
ょ

を
呼よ

び
か
け
て
い
る
。

問と

い
合あ

わ
せ
は
同ど

う

館か
ん

（
１
１ 

・
３
２
０
９
・５
４
６
５
）
ま

で
。

　
　
　
　
　

◎

　

ブ
ラ
ジ
ル
熟

じ
ゅ
く

年ね
ん

ク
ラ
ブ
連れ

ん

合ご
う

会か
い

（
上う

え

野の

美み

佐さ

雄お

会か
い

長ち
ょ
う

）

の
『
第だ

い

４
２
回か

い

熟じ
ゅ
く

年ね
ん

ク
ラ

ブ
芸げ

い

能の
う

祭さ
い

』
が
２
９
日に

ち

午ご

前ぜ
ん

８
時じ

か
ら
、
静し

ず

岡お
か

県け
ん

人じ
ん

会か
い

智ち

浄じ
ょ
う

住じ
ゅ
う

職し
ょ
く（
８
３
）
に
よ

れ
ば
、
戦せ

ん

後ご

４
６
年ね

ん

に
慰い

霊れ
い

之の

碑ひ

が
建け

ん

造ぞ
う

さ
れ
る
以い

前ぜ
ん

に

は
、
牧ぼ

く

草そ
う

地ち

帯た
い

と
な
っ
て
お

り
、
そ
の
場ば

所し
ょ

に
は
伯は

く

人じ
ん

牧ぼ
く

場じ
ょ
う

主ぬ
し

の
家い

え

が
建た

っ
て
い
た
。

同ど
う

住じ
ゅ
う

職し
ょ
くい
わ
く
、「
そ
の
牧ぼ

く

場じ
ょ
う

主ぬ
し

は
昼

ち
ゅ
う

夜や

を
問と

わ
ず
、
女

お
ん
な

子こ

供ど
も

の
泣な

き
声ご

え

が
何ど

処こ

か
ら

と
も
な
く
聞き

こ
え
て
き
て
い

た
。『
な
ん
で
こ
こ
に
連つ

れ
て

こ
ら
れ
た
の
？
』
と
す
す
り

泣な

く
女じ

ょ

性せ
い

の
声こ

え

を
聴き

い
て
い

た
」
と
い
う
。

　

そ
の
後ご

、「
同ど

う

ブ
ロ
ッ
ク
に

埋ま
い

没ぼ
つ

し
て
い
た
遺い

骨こ
つ

を
収

し
ゅ
う

集し
ゅ
う、

慰い

霊れ
い

之の

碑ひ

に
一い

っ

カ
所し

ょ

に
納お

さ

め

て
か
ら
泣な

き
声ご

え

が
ぴ
た
り
と

止と

ま
っ
た
ん
で
す
」
と
同ど

う

住
じ
ゅ
う

職し
ょ
くは
語か

た

る
。

　

眞ま

子こ

さ
ま
は
慰い

霊れ
い

之の

碑ひ

に

花は
な

束た
ば

を
捧さ

さ

げ
、
開か

い

拓た
く

先せ
ん

没ぼ
つ

者し
ゃ

の
御み

霊た
ま

に
祈い

の

ら
れ
た
。
そ
の

様よ
う

子す

を
感か

ん

激げ
き

の
面お

も

持も

ち
で
見み

守ま
も
っ
て
い
た
村そ

ん

民み
ん

一ひ
と

人り

一ひ
と

人り

の

手て

を
、
眞ま

子こ

さ
ま
は
優や

さ

し
く

両り
ょ
う

手て

で
包つ

つ

み
込こ

み
、
声こ

え

を
か

け
ら
れ
た
。
そ
の
一ひ

と

人り

、
森も

り

部べ

静し
ず

代よ

さ
ん
（
６
８
、
三さ

ん

世せ
い

＝
カ
フ
ェ
ラ
ン
ジ
ア
在ざ

い

住じ
ゅ
う）
は

感か
ん

極き
わ

ま
っ
て
泣な

き
崩く

ず

れ
て
し
ま

っ
た
。

　

眞ま

子こ

さ
ま
は
そ
れ
を
見み

て
、

森も
り

部べ

さ
ん
を
優や

さ

し
く
抱だ

き
し

め
ら
れ
た
。「
大だ

い

丈じ
ょ
う

夫ぶ

で
す

よ
、
大だ

い

丈じ
ょ
う

夫ぶ

で
す
よ
」
―
―

そ
う
声こ

え

を
か
け
な
が
ら
寄よ

り

添そ

わ
れ
、
森も

り

部べ

さ
ん
が
落お

ち

着つ

く
ま
で
じ
っ
と
抱だ

き
し
め

ら
れ
た
。

　

森も
り

部べ

さ
ん
は
「
な
ん
と
お

優や
さ

し
い
お
か
た
。
声こ

え

を
か
け

て
頂い

た
だ
け
る
な
ん
て
、
た
だ
た

だ
涙な

み
だ
が
で
て
。
抱だ

き
し
め
て

頂い
た
だけ
る
な
ん
て
夢ゆ

め

に
も
思お

も

わ

な
か
っ
た
」
と
呆ぼ

う

然ぜ
ん

と
し
た

様よ
う

子す

。
眞ま

子こ

さ
ま
は
最さ

い

後ご

に

「
ど
う
か
お
元げ

ん

気き

で
い
て
く

だ
さ
い
」
と
声こ

え

を
か
け
ら
れ

た
と
い
う
。

　

会か
い

館か
ん

で
村そ

ん

民み
ん

や
子し

孫そ
ん

、
元も

と

村そ
ん

民み
ん

な
ど
２
６
０
人に

ん

に
熱ね

つ

烈れ
つ

に
歓か

ん

迎げ
い

さ
れ
た
眞ま

子こ

さ
ま
は
、

移い

民み
ん

１
１
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

記き

念ね
ん

碑ひ

の

除じ
ょ

幕ま
く

式し
き

に
臨の

ぞ

ま
れ
た
。
そ
こ

　

ご
一い

っ

行こ
う

が
会か

い

館か
ん

に
む
け
て

出し
ゅ
っ

発ぱ
つ

さ
れ
た
後あ

と

、
泣な

き
崩く

ず

れ

た
と
こ
ろ
を
眞ま

子こ

さ
ま
に
抱ほ

う

擁よ
う

さ
れ
る
と
い
う
感か

ん

動ど
う

の
場ば

面め
ん

の
主し

ゅ

人じ
ん

公こ
う

、
森も

り

部べ

さ
ん
に

声こ
え

を
か
け
た
と
こ
ろ
、
余あ

ま

り

の
感か

ん

激げ
き

に
呆ぼ

う

然ぜ
ん

と
し
た
状

じ
ょ
う

態た
い

だ
っ
た
。

　

後ご

日じ
つ

、
電で

ん

話わ

取し
ゅ

材ざ
い

し
た
と

こ
ろ
、
前ぜ

ん

日じ
つ

２
２
日に

ち

の
プ
ロ

ミ
ッ
ソ
ン
式し

き

典て
ん

で
も
眞ま

子こ

さ
ま
と
話は

な
し

を
し
て
い
た
と
い

う
。「
プ
ロ
ミ
ッ
ソ
ン
に
到と

う

着ち
ゃ
くさ
れ
た
際さ

い

に
『
よ
う
こ
そ

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
』
と

手て

を
振ふ

っ
て
声こ

え

を
お
か
け
し

ま
し
た
。
そ
し
て
、
帰か

え

ら
れ

る
と
き
に
も
『
眞ま

子こ

さ
ま
、

大た
い

変へ
ん

お
疲つ

か

れ
様さ

ま

で
し
た
』
と

声こ
え

を
お
か
け
す
る
と
、
今こ

ん

度ど

は
大た

い

勢せ
い

の
人ひ

と

だ
か
り
の
な
か

で
、
こ
ち
ら
に
声こ

え

を
か
け
て

で
も
、
腰こ

し

を
屈か

が

め
て
一ひ

と

人り

一ひ
と

人り

に
握あ

く

手し
ゅ

を
求も

と

め
ら
れ
た
。

　

眞ま

子こ

さ
ま
は
、
植

し
ょ
く

物ぶ
つ

に
遮

さ
え
ぎ

ら
れ
て
少す

こ

し
離は

な

れ
た
場ば

所し
ょ

に

い
る
村む

ら

人び
と

に
も
自み

ず
か
ら
手て

を
伸の

ば
し
、
随ず

い

員い
ん

が
「
お
気き

を
つ

け
く
だ
さ
い
」
と
声こ

え

を
か
け

て
も
、「
大だ

い

丈じ
ょ
う

夫ぶ

で
す
よ
」

と
ご
返へ

ん

答と
う

を
さ
れ
、
身み

を
乗の

頂い
た
だい
た
の
で
す
」
と
い
う
。

　
「
私わ

た
し

の
方ほ

う

か
ら
『
明あ

日す

、

カ
フ
ェ
ラ
ン
ジ
ア
に
行い

か
れ

ま
す
ね
？
』
と
お
聞き

き
し
た

と
こ
ろ
、
眞ま

子こ

さ
ま
は
『
は

い
』
と
お
答こ

た

え
に
な
り
、『
そ

れ
で
は
明あ

日し
た

お
会あ

い
し
ま
し

ょ
う
』」
と
言こ

と

葉ば

を
交か

わ
し

別わ
か

れ
た
と
い
う
。

　

つ
ま
り
、
眞ま

子こ

さ
ま
に
抱ほ

う

擁よ
う

さ
れ
る
と
い
う
感か

ん

動ど
う

の
場ば

眞
ま

子
こ

さまご一
いっ

行
こう

の車
しゃ

列
れつ

が砂
さ

糖
とう

黍
きび

畑
はたけ

を駆
か

け抜
ぬ

けた

祝
しゅく

賀
が

会
かい

でよさこいを披
ひ

露
ろう

した「ＲＹＯ」

　

高こ
う

知ち

県け
ん

人じ
ん

会か
い

の
よ
さ
こ
い

チ
ー
ム
「
Ｒ
Ｙ
Ｏ　

K
o

ch
i　

Y
o

sak
o

i

」
の
メ
ン
バ
ー
３

人に
ん

が
来ら

い

月げ
つ

、
母ぼ

県け
ん

を
訪ほ

う

問も
ん

し

「
よ
さ
こ
い
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
」

に
認に

ん

定て
い

さ
れ
る
。
高こ

う

知ち

県け
ん

は

同ど
う

地ち

発は
っ

祥し
ょ
うの
「
よ
さ
こ
い
祭ま

つ

り
」
を
日に

本ほ
ん

以い

外が
い

で
普ふ

及き
ゅ
う・

発は
っ

信し
ん

し
て
い
る
チ
ー
ム
の
代だ

い

表ひ
ょ
う

を
「
よ
さ
こ
い
ア
ン
バ
サ

ダ
ー
」
と
し
て
認に

ん

定て
い

し
、「
よ

さ
こ
い
」
の
世せ

界か
い

展て
ん

開か
い

と
国こ

く

際さ
い

交こ
う

流り
ゅ
うの
促そ

く

進し
ん

を
目め

指ざ

し
て

い
る
。
こ
れ
ま
で
に
１
３
か

国こ
く

１
５
チ
ー
ム
４
２
人に

ん

が
認に

ん

定て
い

さ
れ
た
。

　
「
Ｒ
Ｙ
Ｏ
」
は
２
０
１
５

年ね
ん

に
県け

ん

費ぴ

研け
ん

修し
ゅ
う

生せ
い

と
し
て
母ぼ

県け
ん

に
滞た

い

在ざ
い

し
、
そ
の
際さ

い

に
よ

さ
こ
い
を
練れ

ん

習し
ゅ
う
し
た
川か

わ

上か
み

カ
ミ
ー
ラ
さ
ん
（
２
６
、
三さ

ん

世せ
い

）

が
結け

っ

成せ
い

し
た
ブ
ラ
ジ
ル
唯ゆ

い

一い
つ

の
よ
さ
こ
い
グ
ル
ー
プ
。
現げ

ん

在ざ
い

は
川か

わ

上か
み

さ
ん
の
友ゆ

う

人じ
ん

を
中

ち
ゅ
う

心し
ん

に
１
８
～
３
１
歳さ

い

の
若わ

か

者も
の

約や
く

１
５
人に

ん

が
参さ

ん

加か

す
る
。

　

今こ
ん

回か
い

ア
ン
バ
サ
ダ
ー
と
し

て
選え

ら

ば
れ
た
の
は
設せ

つ

立り
つ

時じ

か

ら
グ
ル
ー
プ
に
関か

か

わ
っ
て
い
た

川か
わ

上か
み

さ
ん
、
フ
ェ
リ
ペ・ベ
テ
ィ

オ
・
グ
リ
オ
リ
さ
ん
（
２
７
）、

ア
ン
ド
レ
・
タ
カ
シ
・
ト
ミ

ナ
ガ
さ
ん
（
２
８
、３
世せ

い

）

の
３
人に

ん

。
日に

本ほ
ん

で
は
ア
ン
バ

サ
ダ
ー
に
認に

ん

定て
い

さ
れ
る
ほ
か
、

「
第だ

い

６
５
回か

い

よ
さ
こ
い
祭ま

つ

り
」

に
参さ

ん

加か

す
る
予よ

定て
い

だ
。

　

川か
わ

上か
み

さ
ん
は
「
ア
ン
バ
サ

館か
ん

（R
u

a V
erg

u
eiro

, 
1

9
3

, L
ib

erd
ad

e

）
で

行お
こ

な
わ
れ
る
。
入

に
ゅ
う

場じ
ょ
う

無む

料り
ょ
う。
約や

く

８
０
も
の
民み

ん

謡よ
う

、
体た

い

操そ
う

、
舞ぶ

踊よ
う

な
ど
の
演え

ん

目も
く

が
午ご

前ぜ
ん

８
時じ

か
ら
披ひ

露ろ
う

さ
れ
る
ほ

か
、
古ふ

る

着ぎ

な
ど
の
衣い

類る
い

や
着き

物も
の

、
中

ち
ゅ
う

古こ

本ぼ
ん

、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
な
ど

を
取と

り
揃そ

ろ

え
た
バ
ザ
ー
も
豊ほ

う

富ふ

。
会か

い

員い
ん

手て

作づ
く

り
の
納な

っ

豆と
う

や
佃つ

く
だ

煮に

な
ど
食

し
ょ
く

料り
ょ
う

品ひ
ん

の
販は

ん

売ば
い

も

行お
こ
なわ
れ
る
。
開か

い

会か
い

式し
き

は
午ご

前ぜ
ん

１
１
時じ

か
ら
。
来ら

い

社し
ゃ

し
た
関か

ん

係け
い

者し
ゃ

は
、「
１
１
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

な

の
で
豪ご

う

華か

に
や
り
た
い
と
考

か
ん
が

え
て
い
る
。
熟

じ
ゅ
く

年ね
ん

に
よ
る
元げ

ん

気き

一い
っ

杯ぱ
い

の
演え

ん

目も
く

を
楽た

の

し
み
に

き
て
」
と
呼よ

び
か
け
て
い
る
。

問と
い

合あ
わ

せ
は
、
同ど

う

会か
い

（
１
１
・３ 

２
０
９
・５
９
３
５
）
ま
で
。

　

午ご

前ぜ
ん

１
０
時じ

頃ご
ろ

、
砂さ

糖と
う

黍き
び

畑ば
た
けを
車く

る
ま
で
お
通と

お

り
に
な
り
、

純じ
ゅ
ん

白ぱ
く

の
ス
ー
ツ
姿す

が
たで
慰い

霊れ
い

碑ひ

に
到と

う

着ち
ゃ
くさ
れ
た
。
同ど

う

地ち

在ざ
い

住
じ
ゅ
う

の
川か

わ

市い
ち

清き
よ

美み

さ
ん
（
６
４
、

三さ
ん

世せ
い

）
か
ら
こ
の
地ち

で
起お

き

た
悲ひ

劇げ
き

に
つ
い
て
３
分ぷ

ん

間か
ん

ほ

ど
説せ

つ

明め
い

を
受う

け
、
沈ち

ん

痛つ
う

な
面お

も

持も

ち
で
話は

な
しを
聞き

か
れ
た
。

　

慰い

霊れ
い

之の

碑ひ

が
立た

つ
第だ

い

一い
ち
ブ
ロ

ッ
ク
は
、
米こ

め

作さ
く

の
た
め
に
入

に
ゅ
う

植し
ょ
く

者し
ゃ

が
川か

わ

沿ぞ

い
に
住

じ
ゅ
う

居き
ょ

を
構か

ま

え
、
マ
ラ
リ
ア
の
犠ぎ

牲せ
い

者し
ゃ

が

次つ
ぎ

々つ
ぎ

に
出で

た
〃
開か

い

拓た
く

の
原げ

ん

点て
ん

〃
だ
。

　

リ
ン
ス
西に

し

本ほ
ん

願が
ん

寺じ

の
岡お

か

山や
ま

開か
い

拓た
く

先せ
ん

没ぼ
つ

者し
ゃ

へ
の
最さ

い

高こ
う

の
供く

養よ
う

に

泣な

き
崩く

ず

れ
た
老ろ

う

夫ふ

人じ
ん

を
ご
抱ほ

う

擁よ
う

面め
ん

に
は
伏ふ

く

線せ
ん

が
あ
っ
た
わ
け

だ
。

　

２
３
日に

ち

当と
う

日じ
つ

、「
眞ま

子こ

さ

ま
は
昨さ

く

夜や

の
こ
と
を
覚お

ぼ

え
て

い
て
く
だ
さ
り
、
笑え

顔が
お

で
声こ

え

を
か
け
て
く
だ
さ
っ
た
。
も

う
感か

ん

激げ
き

し
て
、
た
だ
た
だ
涙

な
み
だ

が
出で

て
…
」。
そ
ん
な
や
り

取と

り
が
隠か

く

さ
れ
て
い
た
。

　

一ひ
と

人り

一ひ
と

人り

に
心こ

こ
ろ

を
込こ

め
て

丁て
い

寧ね
い

に
挨あ

い

拶さ
つ

さ
れ
て
い
た
眞ま

移い

住じ
ゅ
う

者し
ゃ

に
心こ

こ
ろ

を
寄よ

せ
ら
れ
て

森も
り

部べ

さ
ん
「
た
だ
た
だ
涙な

み
だ

が
出で

て
」

来ら
い

月げ
つ

訪ほ
う

日に
ち

、
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
認に

ん

定て
い

県け
ん

人じ
ん

会か
い

よ
さ
こ
い
チ
ー
ム
Ｒ
Ｙ
Ｏ

デ
コ
ボ
コ
で
草く

さ

茫ぼ
う

々ぼ
う

の
泥ど

ろ

道み
ち

子こ

さ
ま
。
握あ

く

手し
ゅ

し
た
日に

っ

系け
い

人じ
ん

の
数か

ず

た
る
や
、
千せ

ん

人に
ん

は
優ゆ

う

に

超こ

え
る
だ
ろ
う
。
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
眞ま

子こ

さ
ま
は
前ぜ

ん

日じ
つ

に
会あ

っ
た
一い

ち

老ろ
う

婦ふ

人じ
ん

を
覚お

ぼ

え

て
い
た
。
眞ま

子こ

さ
ま
は
、
過か

密み
つ

な
日に

っ

程て
い

の
な
か
で
公こ

う

務む

を

こ
な
さ
れ
て
い
る
が
、
移い

住
じ
ゅ
う

者し
ゃ

に
寄よ

り
添そ

う
気き

持も

ち
の
篤あ

つ

さ
が
感か

ん

じ
ら
れ
る
逸い

つ

話わ

だ
。

（
大お

お

澤さ
わ

航こ
う

平へ
い

記き

者し
ゃ

）

者し
ゃ

が
現げ

ん

地ち

を
訪お

と
ず

れ
る
と
、
平ひ

ら

野の

植し
ょ
く

民み
ん

地ち

会か
い

館か
ん

か
ら
慰い

霊れ
い

之の

碑ひ

ま
で
の
５
キ
ロ
の
道み

ち

の
り

は
、
で
こ
ぼ
こ
で
雑ざ

っ

草そ
う

も
茂し

げ

っ
て
い
る
状

じ
ょ
う

態た
い

。「
本ほ

ん

当と
う

に

眞ま

子こ

さ
ま
が
こ
こ
を
お
通と

お

り

に
な
ら
れ
る
の
で
す
か
」
と

聞き

く
と
、「
当と

う

日じ
つ

ま
で
に
地ち

な
ら
し
を
し
、
整せ

い

備び

さ
れ
る
」

と
の
こ
と
だ
っ
た
。

　

い
ざ
当と

う

日じ
つ

行い

っ
て
み
る

と
、
見み

違ち
が

え
る
よ
う
に
道み

ち

幅は
ば

が
広ひ

ろ

く
な
り
、
砂す

な

埃ぼ
こ
りが
立た

た

な
い
よ
う
に
前ぜ

ん

々ぜ
ん

日じ
つ

か
ら
水み

ず

を
か
け
て
い
た
。
仮か

り

に
当と

う

日じ
つ

が
雨う

天て
ん

だ
っ
た
場ば

合あ
い

に
は
、

泥ど
ろ

が
ぬ
か
る
ん
で
進す

す

め
な
く

な
る
た
め
、
慰い

霊れ
い

之の

碑ひ

の
ご

訪ほ
う

問も
ん

が
キ
ャ
ン
セ
ル
と
な
る

予よ

定て
い

だ
っ
た
。

　

だ
が
当と

う

日じ
つ

は
、
天て

ん

気き

も
味み

方か
た

し
て
晴せ

い

天て
ん

と
な
り
、
雨あ

め

風か
ぜ

が
凌し

の

げ
る
よ
う
に
慰い

霊れ
い

之の

碑ひ

の
脇わ

き

に
今こ

年と
し

３
月が

つ

に
設せ

っ

置ち

さ

れ
た
屋や

根ね

の
下も

と

、
眞ま

子こ

さ
ま

は
村そ

ん

民み
ん

と
歓か

ん

談だ
ん

さ
れ
る
こ
と

が
で
き
た
。

　

最さ
い

盛せ
い

期き

に
は
４
０
０
世せ

帯た
い

を
超こ

え
て
い
た
同ど

う

村そ
ん

も
、
今い

ま

で
は
９
世せ

帯た
い

ほ
ど
。
団だ

ん

結け
つ

し

て
村む

ら

を
ま
も
り
、
眞ま

子こ

さ
ま

を
盛せ

い

大だ
い

に
お
迎む

か

え
す
る
べ
く

準じ
ゅ
ん

備び

し
て
き
た
平ひ

ら

野の

植し
ょ
く

民み
ん

地ち

の
結け

っ

束そ
く

力り
ょ
くに
、
今い

ま

な
お
宿や

ど

る
開か

い

拓た
く

移い

民み
ん

の
精せ

い

神し
ん

を
見み

た

気き

が
し
た
。

　
　
　
　
（
大お

お

澤さ
わ

航こ
う

平へ
い

記き

者し
ゃ

）

眞
ま

子
こ

さま、マラリア犠
ぎ

牲
せい

者
しゃ

に祈
いの

り
（７） ２０１８年第５０４９号 	 ７月	２８日	（土曜日）

慰
い

霊
れい

之
の

碑
ひ

に深
ふか

々
ぶか

と祈
いの

りを捧
ささ

げられた眞
ま

子
こ

さま

身
み

を乗
の

り出
だ

して握
あく

手
しゅ

を求
もと

められた

平
ひ ら

野
の

植
しょく

民
み ん

地
ち

り
出だ

し
て
握あ

く

手し
ゅ

に
応お

う

じ
ら
れ

て
い
た
。

　

重し
げ

松ま
つ

一か
ず
お

雄
さ
ん
（
６
９
、

三さ
ん

世せ
い

）
は
「
こ
こ
は
父ふ

母ぼ

が

育そ
だ

ち
、
私わ

た
し

が
生う

ま
れ
た
地ち

。

小ち
い

さ
い
頃こ

ろ

に
村む

ら

を
出で

た
け
れ

ど
も
、
い
つ
も
平ひ

ら

野の

運う
ん

平ぺ
い

先せ
ん

生せ
い

の
話は

な
し
を
聞き

い
て
育そ

だ

っ
て
き

た
」
と
い
う
。
来ら

い

年ね
ん

は
平ひ

ら

平
ひら

野
の

植
しょく

民
みん

地
ち

ご訪
ほう

問
もん

ルポ１

平ひ
ら

野の

植し
ょ
く

民み
ん

地ち

ご
訪ほ

う

問も
ん

ル
ポ
２

ダ
ー
に
選え

ら

ば
れ
た
の
は
本ほ

ん

当と
う

に
う
れ
し
い
。
自じ

分ぶ
ん

た
ち
が

楽た
の

し
む
た
め
に
始は

じ

ま
っ
た
け

ど
、
今い

ま

は
観み

て
い
る
人ひ

と

を
喜

よ
ろ
こ

ば
せ
た
り
、
よ
さ
こ
い
を
や

る
人ひ

と

を
増ふ

や
し
た
り
で
き
れ

ば
と
思お

も

っ
て
い
る
」
と
話は

な

す
。

「
一い

ち

番ば
ん

難む
ず
かし
い
の
は
メ
ン
バ
ー

探さ
が

し
。
よ
さ
こ
い
の
良よ

さ
を

伝つ
た

え
ら
れ
る
よ
う
に
頑が

ん

張ば

り

た
い
」
と
力ち

か
ら

を
込こ

め
た
。

　

ト
ミ
ナ
ガ
さ
ん
は
「
ブ
ラ

ジ
ル
で
は
よ
さ
こ
い
か
ら
派は

生せ
い

し
た
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
の

ほ
う
が
有ゆ

う

名め
い

。
日に

本ほ
ん

か
ら
帰き

国こ
く

し
た
後あ

と

は
、
サ
ン
パ
ウ
ロ

州し
ゅ
う

外が
い

で
も
踊お

ど

っ
た
り
、
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開ひ

ら

い
て
教お

し

え
た

り
し
た
い
」
と
普ふ

及き
ゅ
うへ
の
意い

気き

込ご

み
を
語か

た

っ
た
。

　

片か
た

山や
ま

会か
い

長ち
ょ
うは
、「
よ
さ
こ
い

に
よ
る
新あ

た
ら

し
い
日に

っ

伯ぱ
く

の
つ
な
が

り
が
で
き
た
の
は
、
と
て
も

価か

値ち

の
あ
る
こ
と
。
８
月が

つ

の

県け
ん

人じ
ん

会か
い

の
イ
ベ
ン
ト
で
『
Ｒ

Ｙ
Ｏ
』
に
よ
さ
こ
い
を
披ひ

露ろ
う

し
て
も
ら
う
な
ど
、
高こ

う

知ち

の

文ぶ
ん

化か

発は
っ

信し
ん

の
要か

な
め

に
な
り
つ
つ
あ

る
」
と
話は

な

し
た
。

　
「
Ｒ
Ｙ
Ｏ
」
は
祝

し
ゅ
く

賀が

会か
い

で

手て

製せ
い

の
衣い

装し
ょ
うと
母は

は

県け
ん

か
ら
持も

ち
帰か

え

っ
た
鳴な

る

子こ

で
よ
さ
こ
い
を

披ひ

露ろ
う

し
た
。
メ
ン
バ
ー
は
笑え

顔が
お

で
「
よ
さ
こ
い
鳴な

る

子こ

踊お
ど

り
」

な
ど
２
曲き

ょ
く

を
踊お

ど

り
、
来ら

い

場じ
ょ
う

者し
ゃ

か
ら
大お

お

き
な
拍は

く

手し
ゅ

を
受う

け
て

い
た
。

野の

運う
ん

平ぺ
い

没ぼ
つ

後ご

百ひ
ゃ
く

周し
ゅ
う

年ね
ん

の
節ふ

し

目め

を
迎む

か

え
る
。
重し

げ

松ま
つ

さ
ん
は

「
苦く

労ろ
う

し
て
志

こ
こ
ろ
ざ
し

半な
か

ば
で
亡な

く
な
ら
れ
た
平ひ

ら

野の

先せ
ん

生せ
い

、
そ

し
て
先せ

ん

没ぼ
つ

者し
ゃ

に
と
っ
て
今き

ょ
う日
は

最さ
い

高こ
う

の
供く

養よ
う

に
な
っ
た
は
ず
。

天て
ん

国ご
く

で
皆み

な

が
喜よ

ろ
こ
ん
で
い
ま
す

よ
」
と
目め

に
涙な

み
だ

を
浮う

か
べ
、

笑え

顔が
お

を
見み

せ
て
い
た
。

　

眞ま

子こ

さ
ま
ご
訪ほ

う

問も
ん

の
２
週

し
ゅ
う

間か
ん

前ま
え

の
７
日か

、
一ひ

と

足あ
し

先さ
き

に
記き

　

改か
い

修し
ゅ
うを
終お

え
た
移い

民み
ん

史し

料
り
ょ
う

館か
ん

８
階か

い

の
見み

所ど
こ
ろの
一ひ

と

つ
は
戦せ

ん

時じ

中ち
ゅ
うの
移い

民み
ん

に
つ
い
て
説せ

つ

明め
い

し
た
ト
ン
ネ
ル
だ
。
黒く

ろ

塗ぬ

り

の
ト
ン
ネ
ル
の
両

り
ょ
う

脇わ
き

に
戦せ

ん

時じ

中ち
ゅ
うの
移い

民み
ん

の
様よ

う

子す

を
伝つ

た

え
る



「
二に

、
三さ

ん

世せ
い

ば
か
り
に
な
っ
た

が
、『
鰹か

つ
お

の
た
た
き
』
や
『
姿

す
が
た

寿ず

司し

』『
鯛た

い

の
蒸む

し
』
な
ど
郷

き
ょ
う

土ど

料り
ょ
う

理り

を
作つ

く

っ
て
も
一い

っ

世せ

に
引ひ

け
を
取と

ら
な
い
」
と
紹

し
ょ
う

介か
い

し
、

「『
い
ご
っ
そ
う
』（
快か

い

男だ
ん

児じ

）

と
『
は
ち
き
ん
』（
男

お
と
こ

勝ま
さ

り
の

女じ
ょ

性せ
い

）
の
精せ

い

神し
ん

で
県け

ん

人じ
ん

会か
い

の

発は
っ

展て
ん

に
努ど

力り
ょ
くし
た
い
」
と
締し

め
く
く
っ
た
。

　

続つ
づ

い
て
岩い

わ

城き

副ふ
く

知ち

事じ

が
尾お

﨑ざ
き

正ま
さ

直な
お

知ち

事じ

の
祝

し
ゅ
く

辞じ

を
代だ

い

読ど
く

。

「
皆み

な

様さ
ま

が
ブ
ラ
ジ
ル
社し

ゃ

会か
い

に

確か
っ

固こ

た
る
基き

盤ば
ん

を
築き

ず

き
、
貢こ

う

献け
ん

し
て
い
る
こ
と
は
大お

お

き
な
誇ほ

こ

り
」
と
称た

た

え
た
。
ま
た
、
現げ

ん

在ざ
い

も
受う

け
入い

れ
て
い
る
海か

い

外が
い

技ぎ

術じ
ゅ
つ

研け
ん

修し
ゅ
う

員い
ん

に
つ
い
て
「
次つ

ぎ

の
世せ

代だ
い

を
担に

な

う
日に

っ

系け
い

青せ
い

年ね
ん

の

中ち
ゅ
う

心し
ん

に
な
っ
て
、
今こ

ん

後ご

の
県け

ん

人じ
ん

会か
い

で
活か

つ

躍や
く

し
て
ほ
し
い
」
と

期き

待た
い

を
寄よ

せ
た
。

　

岩い
わ

城き

副ふ
く

知ち

事じ

か
ら
県け

ん

人じ
ん

会か
い

の
功こ

う

労ろ
う

者し
ゃ

、
片か

た

山や
ま

会か
い

長ち
ょ
う、
高た

か

橋は
し

晶あ
き

子こ

さ
ん
、
森も

り

本も
と

美み

栄え

子こ

さ
ん
に
感か

ん

謝し
ゃ

状じ
ょ
うと
記き

念ね
ん

品ひ
ん

が
贈ぞ

う

呈て
い

さ
れ
、
さ
ら
に
、
２
２

人に
ん

の
８
５
歳さ

い

以い

上じ
ょ
う

の
高こ

う

齢れ
い

者し
ゃ

に
表

ひ
ょ
う

彰し
ょ
う

状じ
ょ
うが
手て

渡わ
た

さ
れ
た
。

最さ
い

高こ
う

齢れ
い

１
０
１
歳さ

い

の
横よ

こ

井い

静し
ず

香か

さ
ん
が
表

ひ
ょ
う

彰し
ょ
うさ
れ
た
際さ

い

は

特と
く

に
大お

お

き
な
拍は

く

手し
ゅ

が
送お

く

ら
れ

た
。
高こ

う

齢れ
い

者し
ゃ

を
代だ

い

表ひ
ょ
うし
て
謝し

ゃ

辞じ

を
述の

べ
た
井い

の

上う
え

章あ
き
らさ
ん
は

「
感か

ん

謝し
ゃ

の
念ね

ん

に
堪た

え
な
い
」
な

ど
と
年と

し

を
感か

ん

じ
さ
せ
な
い
は
っ

き
り
と
し
た
声こ

え

で
話は

な

し
た
。

　

そ
の
後ご

、
県け

ん

人じ
ん

会か
い

か
ら

８
０
歳さ

い

か
ら
８
４
歳さ

い

ま
で
の

高こ
う

齢れ
い

者し
ゃ

へ
の
表

ひ
ょ
う

彰し
ょ
う

状じ
ょ
う

授じ
ゅ

与よ

、

母ぼ

県け
ん

か
ら
県け

ん

人じ
ん

会か
い

に
祝

し
ゅ
く

金き
ん

・

記き

念ね
ん

品ひ
ん

授じ
ゅ

与よ

な
ど
が
続つ

づ

き
、

閉へ
い

式し
き

と
な
っ
た
。

　

祝
し
ゅ
く

賀が

会か
い

で
は
片か

た

山や
ま

会か
い

長ち
ょ
う、

慶け
い

祝し
ゅ
く

団だ
ん

、
来ら

い

賓ひ
ん

で
鏡

か
が
み

割わ

り

を
行お

こ
な

い
、
サ
ン
バ
シ
ョ
ー
で
坂さ

か

本も
と

副ふ
く

議ぎ

長ち
ょ
う
ら
が
壇だ

ん

上じ
ょ
うで
ダ
ン

サ
ー
と
一い

っ

緒し
ょ

に
ス
テ
ッ
プ
を
披ひ

露ろ
う

す
る
な
ど
大だ

い

盛せ
い

況き
ょ
うと
な
っ

の
地ち

を
訪ほ

う

問も
ん

し
た
い
と
願ね

が

っ
て

お
り
ま
し
た
。
こ
の
度た

び

こ
そ

は
、
ブ
ラ
ジ
ル
に
赴お

も
む

き
、
直

ち
ょ
く

接せ
つ

皆み
な

様さ
ま

に
お
喜よ

ろ
こ

び
を
申も

う

し
上あ

げ
た
い
と
思お

も

っ
て
お
り
ま
し
た

が
、
公こ

う

務む

に
よ
り
出

し
ゅ
っ

席せ
き

で
き

ず
、誠ま

こ
と
に
申も

う

し
訳わ

け

な
く
、ま
た
、

残ざ
ん

念ね
ん

に
思お

も

っ
て

お
り
ま
す
。

　
日に

本ほ
ん

か
ら
ブ

ラ
ジ
ル
へ
の
移い

住じ
ゅ
う

は
、
本ほ

ん

県け
ん

　

ブ
ラ
ジ
ル
高こ

う

知ち

県け
ん

人じ
ん

会か
い

創そ
う

立り
つ

６
５
周

し
ゅ
う

年ね
ん

記き

念ね
ん

式し
き

典て
ん

が
こ

の
よ
う
に
盛せ

い

大だ
い

に
開か

い

催さ
い

さ
れ

ま
す
こ
と
を
心こ

こ
ろ

か
ら
お
祝い

わ

い

申も
う

し
上あ

げ
ま
す
。

　

２
０
０
８
年ね

ん

に
ブ
ラ
ジ
ル

を
訪ほ

う

問も
ん

以い

来ら
い

、
再さ

い

度ど

、
南な

ん

米べ
い

出し
ゅ
っ

身し
ん

の
水み

ず

野の 

龍り
ょ
う

氏し

な
ど
の

指し

導ど
う

の
も
と
に
始は

じ

ま
り
ま
し

た
。
移い

住じ
ゅ
う

者し
ゃ

や
そ
の
ご
家か

族ぞ
く

の
皆み

な

様さ
ま

は
、
気き

候こ
う

や
文ぶ

ん

化か

を

は
じ
め
、
生せ

い

活か
つ

習し
ゅ
う

慣か
ん

や
言こ

と

葉ば

な
ど
の
違ち

が

い
か
ら
、
並な

み

々な
み

な
ら

ぬ
ご
苦く

労ろ
う

を
さ
れ
た
こ
と
と

思お
も

い
ま
す
。
幾い

く

多た

の
試し

練れ
ん

と

困こ
ん

難な
ん

を
乗の

り
越こ

え
ら
れ
、
ブ

ラ
ジ
ル
社し

ゃ

会か
い

に
お
け
る
確か

っ

固こ

た
る
基き

盤ば
ん

を
築き

ず

き
、
ブ
ラ
ジ

ル
国こ

く

の
発は

っ

展て
ん

に
大お

お

き
く
貢こ

う

献け
ん

さ
れ
ま
し
た
こ
と
に
深ふ

か

く
敬け

い

意い

を
表あ

ら
わ

し
ま
す
。

　

ブ
ラ
ジ
ル
高こ

う

知ち

県け
ん

人じ
ん

会か
い

は
、
ふ
る
さ
と
高こ

う

知ち

へ
の
熱あ

つ

い

思お
も

い
を
持も

っ
た
方か

た

々が
た

に
よ
り
、

１
９
５
３
年ね

ん

に
発ほ

っ

足そ
く

し
、
県け

ん

人じ
ん

の
方か

た

々が
た

の
活か

つ

動ど
う

の
拠き

ょ

点て
ん

、
あ

る
い
は
会か

い

員い
ん

相そ
う

互ご

の
親し

ん

睦ぼ
く

と

交こ
う

流り
ゅ
うを
深ふ

か

め
る
心こ

こ
ろ

の
よ
り
ど

こ
ろ
と
し
て
、
長な

が

き
に
わ
た
り

皆み
な

さ
ま
の
ご
発は

っ

展て
ん

を
支さ

さ

え
て
こ

ら
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
は
、
移い

住じ
ゅ
う

地ち

と
高こ

う

知ち

県け
ん

を
結む

す

ぶ
懸か

け

橋は
し

と
し
て
も
大お

お

き
な
役や

く

割わ
り

を

果は

た
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。 　

こ
の
度た

び

、
６
５
周

し
ゅ
う

年ね
ん

を
迎む

か

え
る
に
あ
た
り
、
移い

住じ
ゅ
う
さ
れ

ま
し
た
方か

た

々が
た

は
も
ち
ろ
ん
、

送お
く

り
出だ

さ
れ
た
母ぼ

県け
ん

で
あ
る

高こ
う

知ち

の
ご
親し

ん

族ぞ
く

の
皆み

な

様さ
ま

な
ど
、

多お
お

く
の
関か

ん

係け
い

者し
ゃ

の
皆み

な

様さ
ま

が

今き
ょ
う日
の
日ひ

を
迎む

か

え
ら
れ
ま
し

た
こ
と
に
心こ

こ
ろ

か
ら
お
祝い

わ

い
申も

う

し
上あ

げ
ま
す
と
と
も
に
、
長な

が

年ね
ん

に
わ
た
っ
て
県け

ん

人じ
ん

会か
い

の
活か

つ

動ど
う

を
支さ

さ

え
ら
れ
て
こ
ら
れ
ま

し
た
歴れ

き

代だ
い

役や
く

員い
ん

の
皆み

な

さ
ま
や

会か
い

員い
ん

の
方か

た

々が
た

に
、
深ふ

か

く
敬け

い

意い

を
表あ

ら
わ

し
ま
す
。

　

母ぼ

県け
ん

で
あ
り
ま
す
高こ

う

知ち

県け
ん

で
は
、
海か

い

外が
い

技ぎ

術じ
ゅ
つ

研け
ん

修し
ゅ
う

員い
ん

を
毎ま

い

年と
し

お
迎む

か

え
し
て
お
り
ま

す
が
、
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

の
中

ち
ゅ
う

心し
ん

が

三さ
ん

世せ
い

へ
と
移う

つ

り
つ
つ
あ
る
中な

か

、

美う
つ
くし
い
日に

本ほ
ん

語ご

を
話は

な

さ
れ
る

研け
ん

修し
ゅ
う

員い
ん

に
大た

い

変へ
ん

驚お
ど
ろか
さ
れ
ま

す
。
ま
た
、
ど
の
研け

ん

修し
ゅ
う

員い
ん

も

非ひ

常じ
ょ
うに
熱ね

っ

心し
ん

で
、
し
か
も
意い

欲よ
く

的て
き

に
研け

ん

修し
ゅ
うに
取と

り
組く

ま
れ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
研け

ん

修し
ゅ
う

員い
ん

が
、

ブ
ラ
ジ
ル
に
帰き

国こ
く

後ご

、
次つ

ぎ

の
世せ

代だ
い

を
担に

な

う
日に

っ

系け
い

青せ
い

年ね
ん

の
中

ち
ゅ
う

心し
ん

と
な
っ
て
、
そ
の
活か

つ

動ど
う

を
ま
す

ま
す
活か

っ

発ぱ
つ

に
し
て
い
た
だ
く
こ

　

盛せ
い

大だ
い

に
ブ
ラ
ジ
ル
高こ

う

知ち

県け
ん

人じ
ん

会か
い

創そ
う

立り
つ

６
５
周

し
ゅ
う

年ね
ん

記き

念ね
ん

式し
き

典て
ん

を
開か

い

催さ
い

出で

来き

ま
す
の
も
、

皆み
な

様さ
ま

方が
た

の
ご
協

き
ょ
う

力り
ょ
くの
賜た

ま

物も
の

だ

と
厚あ

つ

く
お
礼れ

い

申さ
る

し
げ
ま
す
。

　

母ぼ

県け
ん

高こ
う

知ち

県け
ん

よ
り
岩い

わ

城き

孝た
か

章あ
き

副ふ
く

知ち

事じ

、
坂さ

か

本も
と

孝た
か

幸ゆ
き

県け
ん

議ぎ

会か
い

副ふ
く

議ぎ

長ち
ょ
う、
並な

ら

び
に
、
梶か

じ

原わ
ら

大だ
い

介す
け

県け
ん

会か
い

議ぎ

員い
ん

、
泥ど

ろ

谷た
に

光み
つ

信の
ぶ

土と

佐さ

清し

水み
ず

市し

市し

長ち
ょ
う、
池い

け

田だ

三み
つ

男お

津つ

野の

町ち
ょ
う

長ち
ょ
う、
門か

ど

田た

登と

志し

和か
ず

文ぶ
ん

化か

生せ
い

活か
つ

ス
ポ
ー
ツ
部ぶ

長ち
ょ
う、
そ
し
て
、
行

ぎ
ょ
う

政せ
い

に
携た

ず
さ

わ

る
方か

た

々が
た

１
１
名め

い

の
慶け

い

祝し
ゅ
く

団だ
ん

を

お
迎む

か

え
し
て
お
り
ま
す
。

　

１
１
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

と
い
う
記き

念ね
ん

の
年と

し

に
、
高こ

う

知ち

県け
ん

人じ
ん

会か
い

が
創そ

う

立り
つ

６
５
周

し
ゅ
う

年ね
ん

を
迎む

か

え
ら
れ
た

こ
と
を
大た

い

変へ
ん

光こ
う

栄え
い

に
思お

も

い
、

誇ほ
こ

り
に
か
ん
じ
ま
す
。

　

当と
う

会か
い

は
１
９
５
３
年ね

ん

２
月が

つ

、

サ
ン
パ
ウ
ロ
、
パ
ラ
ナ
州し

ゅ
う

の
高こ

う

知ち

県け
ん

出し
ゅ
っ

身し
ん

者し
ゃ

の
有ゆ

う

志し

６
７
名め

い

　

ブ
ラ
ジ
ル
高こ

う

知ち

県け
ん

人じ
ん

会か
い（
片か

た

山や
ま

俊し
ゅ
ん一い
ちア
ル
ナ
ル
ド
会か

い

長ち
ょ
う）は「
県け

ん

人じ
ん

会か
い

創そ
う

立り
つ

６
５
周

し
ゅ
う

年ね
ん

式し
き

典て
ん

」を

今こ
ん

月げ
つ

２
２
日に

ち

、聖せ
い

市し

ピ
ニェイ
ロ
ス
区く

の
同ど

う

会か
い

館か
ん

で
行

お
こ
なった
。
母ぼ

県け
ん

か
ら
は
岩い

わ

城き

孝た
か

章あ
き

副ふ
く

知ち

事じ

、坂さ
か

本も
と

孝た
か

幸ゆ
き

県け
ん

議ぎ

会か
い

副ふ
く

議ぎ

長ち
ょ
うら
１
１
人に

ん

が
慶け

い

祝し
ゅ
く

団だ
ん

と
し
て
参さ

ん

列れ
つ

し
た
。先せ

ん

人じ
ん

た
ち
の
遺い

徳と
く

を
偲し

の

ぶ
と
と
も

に
、
創そ

う

立り
つ

１
０
０
年ね

ん

ま
で
も
見み

据す

え
た
積せ

っ

極き
ょ
く

的て
き

な
世せ

代だ
い

交こ
う

代た
い

で
県け

ん

人じ
ん

会か
い

の
更さ

ら

な
る
発は

っ

展て
ん

を
誓ち

か

った
。

鏡
かがみわ

割りで記
き

念
ねん

の節
ふし

目
め

を祝
いわ

った。左
ひだり

から２人
にん

目
め

が片
かた

山
やま

会
かい

長
ちょう

と
を
期き

待た
い

し
て
お
り
ま
す
。

　

本ほ
ん

日じ
つ

の
こ
の
意い

義ぎ

深ぶ
か

い
式し

き

典て
ん

を
契け

い

機き

と
し
ま
し
て
、
本ほ

ん

県け
ん

出し
ゅ
っ

身し
ん

の
移い

住じ
ゅ
う

者し
ゃ

の
皆み

な

様さ
ま

が

さ
ら
に
活か

つ

躍や
く

の
場ば

を
拡ひ

ろ

げ
ら

れ
、
本ほ

ん

県け
ん

と
ブ
ラ
ジ
ル
の
懸か

け

橋は
し

と
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
ご
活か

つ

躍や
く

い
た
だ
き
ま
す
こ
と
を
ご

期き

待た
い

申も
う

し
上あ

げ
ま
す
と
と
も

に
、
ブ
ラ
ジ
ル
高こ

う

知ち

県け
ん

人じ
ん

会か
い

お
よ
び
ご
臨り

ん

席せ
き

の
皆み

な

さ
ま
の

ま
す
ま
す
の
ご
発は

っ

展て
ん

と
ご
健け

ん

勝し
ょ
うを
心こ

こ
ろ

か
ら
お
祈い

の

り
い
た
し

ま
し
て
、
お
祝い

わ

い
の
言こ

と

葉ば

と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

高
こう

知
ち

県
けん

知
ち

事
じ

 

尾
お

﨑
ざき

 正
まさ

直
なお

（写
しゃ

真
しん

＝県
けんちょうていきょう

庁提供）

で
発ほ

っ

足そ
く

さ
れ
、
当と

う

時じ

は
会か

い

館か
ん

も
な
く
、
ピ
ニ
ェ
イ
ロ
ス
の
吉よ

し

本も
と

義よ
し

清き
よ

さ
ん
の
自じ

宅た
く

を
事じ

務む

所し
ょ

と
し
て
使つ

か

わ
せ
て
頂い

た
だ

き
ま

し
た
。

　

会か
い

館か
ん

を
持も

ち
た
い
気き

持も

ち

が
盛も

り
上あ

が
り
、
県け

ん

の
補ほ

助じ
ょ

金き
ん

と
会か

い

員い
ん

や
関か

ん

係け
い

者し
ゃ

の
好こ

う

意い

で
１
９
８
６
年ね

ん

６
月が

つ

に
、
こ
こ

を
購こ

う

入に
ゅ
うし
ま
し
た
。
会か

い

館か
ん

が

出で

来き

て
、
県け

ん

人じ
ん

同ど
う

志し

の
友ゆ

う

好こ
う

と
親し

ん

睦ぼ
く

が
益ま

す

々ま
す

活か
っ

発ぱ
つ

に
な
り
、

県け
ん

人じ
ん

会か
い

運う
ん

営え
い

に
励は

げ

み
が
出で

て

き
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
一い

っ

世せ
い

が
少す

く

な
く
な

り
、
一い

ち

時じ

期き

は
活か

つ

動ど
う

が
停て

い

滞た
い

し
て
お
り
ま
し
た
。
で
す
が

７
年ね

ん

前ま
え

に
県け

ん

の
海か

い

外が
い

研け
ん

修し
ゅ
う

制せ
い

度ど

で
行

お
こ
な

っ
た
Ｏ
Ｂ
研け

ん

修し
ゅ
う

生せ
い

達た
ち

の
中な

か

で
、「
高こ

う

知ち

の
文ぶ

ん

化か

を
後こ

う

世せ
い

に
残の

こ

せ
な
い
も
の
か
」
と
の

話は
な
しが
も
ち
あ
が
り
、
青せ

い

年ね
ん

部ぶ

を
発ほ

っ

足そ
く

さ
せ
て
「
土と

佐さ

祭ま
つ

り
」

を
開か

い

催さ
い

し
ま
し
た
。

　
こ
れ
が
大だ

い

成せ
い

功こ
う

し
、
人に

ん

気き

が
高た

か

ま
っ
て
、
現げ

ん

在ざ
い

で
は
市し

の

公こ
う

式し
き

行ぎ
ょ
う

事じ

に
、
一い

っ

昨さ
く

年ね
ん

か
ら

サ
ン
パ
ウ
ロ
州

し
ゅ
う

文ぶ
ん

化か

環か
ん

境き
ょ
う

局
き
ょ
く

か
ら
も
公こ

う

式し
き

イ
ベ
ン
ト
に
公こ

う

認に
ん

さ
れ
ま
し
た
。

　

も
う
一ひ

と

つ
嬉う

れ

し
い
こ
と
は
、

研け
ん

修し
ゅ
う

生せ
い

で
お
世せ

話わ

に
な
っ
た

者も
の

が
高こ

う

知ち

県け
ん

の
よ
さ
こ
い
祭ま

つ

り

で
踊お

ど

っ
た
「
よ
さ
こ
い
鳴な

る

子こ

踊お
ど

り
」
を
サ
ン
パ
ウ
ロ
で
出で

来き

な

い
だ
ろ
う
か
と
、
県け

ん

人じ
ん

会か
い

で

た
。
最さ

い

後ご

に
望ぼ

う

郷き
ょ
うの
念ね

ん

を
歌う

た

っ

た
名め

い

歌か

謡よ
う

曲き
ょ
く「
南な

ん

国ご
く

土と

佐さ

を

後あ
と

に
し
て
」
を
全ぜ

ん

員い
ん

で
歌う

た

っ
て

閉へ
い

会か
い

し
た
。

　

今こ
ん

式し
き

典て
ん

は
県け

ん

連れ
ん

日に

本ほ
ん

祭ま
つ

り

最さ
い

終し
ゅ
う

日び

と
同お

な

じ
日ひ

に
行お

こ
な

わ
れ
、

同ど
う

祭さ
い

に
は
高こ

う

知ち

県け
ん

人じ
ん

会か
い

も
ブ
ー

ス
を
出

し
ゅ
っ

店て
ん

し
て
い
る
。
片か

た

山や
ま

会か
い

長ち
ょ
うは
式し

き

典て
ん

を
終お

え
、「
今い

ま

は
ほ
っ

と
し
て
い
る
。
日に

本ほ
ん

祭ま
つ

り
は
す

べ
て
青せ

い

年ね
ん

部ぶ

に
任ま

か

せ
て
い
る
。

大た
い

変へ
ん

だ
っ
た
と
思お

も

う
が
こ
れ
を

経け
い

験け
ん

に
し
て
ほ

し
い
。
次じ

世せ

代だ
い

に
し
っ
か
り
と

バ
ト
ン
を
渡わ

た

し

創そ
う

立り
つ

１
０
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

も
祝い

わ

い
た
い
」

と
話は

な

し
た
。

　

今こ
ん

回か
い

が
初は

つ

来ら
い

伯は
く

と
な
っ
た
岩い

わ

城き

副ふ
く

知ち

事じ

は

「
最さ

い

近き
ん

は
日に

本ほ
ん

語ご

を
話は

な

せ
な

い
日に

っ

系け
い

人じ
ん

が
増ふ

え
て
い
る
と
聞き

い
て
い
る
が
、
県け

ん

費ぴ

留り
ゅ
う

学が
く

や

研け
ん

修し
ゅ
うで
訪ほ

う

日に
ち

し
た
若わ

か

者も
の

は
立り

っ

派ぱ

に
日に

本ほ
ん

語ご

を
使つ

か

い
こ
な
し
て

い
る
。
今こ

ん

後ご

も
日に

っ

伯ぱ
く

の
交こ

う

流
り
ゅ
う

特
とく

  集
しゅう

よ
さ
こ
い
踊お

ど

り
部ぶ

を
設も

う

け
て
呼よ

び
か
け
た
こ
と
で
す
。
県け

ん

人じ
ん

子し

弟て
い

だ
け
で
な
く
他た

県け
ん

人じ
ん

の
子し

弟て
い

、
非ひ

日に
っ

系け
い

の
希き

望ぼ
う

者し
ゃ

も
集あ

つ

ま
り
、
練れ

ん

習し
ゅ
うを
重か

さ

ね
て
イ
ベ
ン

ト
が
あ
れ
ば
踊お

ど

り
を
披ひ

露ろ
う

し
、

評ひ
ょ
う

判ば
ん

に
な
って
い
ま
す
。

　

そ
の
努ど

力り
ょ
くが
認み

と

め
ら
れ
来ら

い

月げ
つ

８
月が

つ

に
高こ

う

知ち

県け
ん

で
開か

い

催さ
い

さ

れ
ま
す
よ
さ
こ
い
祭ま

つ

り
で
「
ブ

ラ
ジ
ル
よ
さ
こ
い
鳴な

る

子こ

踊お
ど

り
大た

い

使し

」
に
任に

ん

命め
い

さ
れ
て
３
名め

い

の

若わ
か

者も
の

が
招

し
ょ
う

待た
い

を
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。

　
こ
の
様よ

う

に
高こ

う

知ち

県け
ん

人じ
ん

会か
い

は

世せ

代だ
い

交こ
う

代た
い

を
ス
ム
ー
ズ
に
進す

す

め
て
お
り
ま
す
。
県け

ん

人じ
ん

会か
い

の

発は
っ

展て
ん

と
繁は

ん

栄え
い

に
忘わ

す

れ
て
は
な

を
絶た

や
さ
な
い
よ
う
県け

ん

と
し
て

努ど

力り
ょ
くし
な
く
て
は
い
け
な
い
と

痛つ
う

切せ
つ

に
感か

ん

じ
た
」
と
話は

な

し
た
。

　

９
８
年ね

ん

か
ら
１
２
年ね

ん

間か
ん

会か
い

長ち
ょ
うを
務つ

と

め
た
高た

か

橋は
し

一い
っ

水す
い

さ
ん
は

「
現げ

ん

在ざ
い

の
県け

ん

人じ
ん

会か
い

は
県け

ん

費ぴ

留
り
ゅ
う

学が
く

生せ
い

・
研け

ん

修し
ゅ
う

生せ
い

が
中

ち
ゅ
う

心し
ん

に
な
っ

て
成な

り
立た

っ
て
い
る
。
県け

ん

人じ
ん

会か
い

の
世せ

代だ
い

交こ
う

代た
い

が
順

じ
ゅ
ん

調ち
ょ
うに
進す

す

ん

で
い
る
の
も
こ
の
制せ

い

度ど

の
お
か

げ
、
絶ぜ

っ

対た
い

に
無な

く
さ
な
い
で
欲ほ

し
い
」
と
力ち

か
ら

を
込こ

め
た
。

　

妻つ
ま

の
高た

か

橋は
し

マ
リ
ア
さ
ん

（
７
６
、
二に

世せ
い

）
は
婦ふ

人じ
ん

部ぶ

で
３
０
年ね

ん

以い

上じ
ょ
う、
郷

き
ょ
う

土ど

料り
ょ
う

理り

を
作つ

く

り
続つ

づ

け
て
い
る
。「
み
ん

な
の
た
め
に
料

り
ょ
う

理り

を
作つ

く

る
の
が

生い

き
が
い
。
日に

本ほ
ん

祭ま
つ

り
で
『
鰹

か
つ
お

の
た
た
き
が
年ね

ん

に
一い

ち

度ど

の
楽た

の

し
み
』
と
言い

っ
て
く
れ
る
お
客き

ゃ
く

さ

ん
が
い
る
の
。
そ
れ
を
思お

も

う
と

が
ん
ば
れ
る
わ
」
と
笑え

顔が
お

で

話は
な

し
た
。

　

農の
う

業ぎ
ょ
う

移い

民み
ん

と
し
て
５
８
年ね

ん

に
ス
ザ
ノ
に
入

に
ゅ
う

植し
ょ
く
し
た
森も

り

本も
と

勝か
つ

一い
ち

さ
ん
（
８
３
、
香か

美み

市し

）

は
「
８
０
年ね

ん

代だ
い

に
初は

じ

め
て
県け

ん

人じ
ん

会か
い

に
顔か

お

を
出だ

し
た
と
き
は

高こ
う

齢れ
い

者し
ゃ

ば
か
り
だ
っ
た
。
今い

ま

の

ほ
う
が
若わ

か

い
人ひ

と

た
ち
が
盛さ

か

ん

に
活か

つ

動ど
う

し
て
い
る
よ
」
と
感か

ん

心し
ん

い
代か

わ
り
に
、
基き

金き
ん

を
運う

ん

用よ
う

し
て
会か

い

員い
ん

に
特と

く

別べ
つ

な
負ふ

担た
ん

を

か
け
な
か
っ
た
。
創そ

う

立り
つ

記き

念ね
ん

の
節ふ

し

目め

に
は
各か

く

地ち

の
文ぶ

ん

協き
ょ
う

な

ど
を
借か

り
て
式し

き

典て
ん

を
執と

り
行

お
こ
な

う
な
ど
活か

っ

発ぱ
つ

に
活か

つ

動ど
う

し
た
。

　

母ぼ

県け
ん

と
の
交こ

う

流り
ゅ
うは
５
５
年ね

ん

に

県け
ん

知ち

事じ

が
来ら

い

伯は
く

し
た
の
を
皮か

わ

切き

り
に
、
創そ

う

立り
つ

記き

念ね
ん

式し
き

典て
ん

に

　

高こ
う

知ち

県け
ん

人じ
ん

会か
い

は
１
９
５
３

年ね
ん

２
月が

つ

２
１
日に

ち

、
氏う

じ

原は
ら

彦ひ
こ

馬ま

、
川か

わ

上か
み

嵩た
か
し、
吉よ

し

本も
と

義よ
し

清き
よ

ら

が
中

ち
ゅ
う

心し
ん

と
な
り
、
サ
ン
パ
ウ

ロ
、
パ
ラ
ナ
両

り
ょ
う

州し
ゅ
うの
高こ

う

知ち

県け
ん

人じ
ん

６
７
人に

ん

に
よ
っ
て
聖せ

い

市し

ピ

ニ
ェ
イ
ロ
ス
区く

の
コ
チ
ア
産さ

ん

業
ぎ
ょ
う

組く
み

合あ
い

の
会か

い

議ぎ

室し
つ

で
発ほ

っ

足そ
く

し
た
。

　

当と
う

初し
ょ

は
吉よ

し

本も
と

宅た
く

や
コ
チ
ア

産さ
ん

組く
み

の
会か

い

議ぎ

室し
つ

な
ど
で
会か

い

合ご
う

を
開ひ

ら

い
た
。
会か

い

館か
ん

を
持も

た
な

県け
ん

人じ
ん

会か
い

６
５
年ね

ん

の
歴れ

き

史し

相そ
う

互ご

交こ
う

流り
ゅ
う

、母ぼ

県け
ん

と
の
強つ

よ

い
繋つ

な

が
り

ら
な
い
の
は
、
縁え

ん

の
下し

た

の
力ち

か
ら

に

な
っ
て
会か

い

を
さ
さ
え
て
く
れ
る

婦ふ

人じ
ん

部ぶ

の
働は

た
ら

き
で
す
。
婦ふ

人じ
ん

部ぶ

の
方か

た

々が
た

は
ブ
ラ
ジ
ル
生う

ま

れ
ば
か
り
で
す
が
、
土と

佐さ

の
郷

き
ょ
う

土ど

料り
ょ
う

理り

を
作つ

く

れ
ば
一い

っ

世せ
い

の
人ひ

と

に
引ひ

け
を
と
ら
な
い
ぐ
ら
い
美お

味い

し
い
ご
馳ち

走そ
う

を
作つ

く

っ
て
く
れ

ま
す
。

　

県け
ん

人じ
ん

会か
い

の
活か

つ

動ど
う

は
地じ

味み

で

目め

立だ

た
な
い
も
の
で
あ
り
ま
す

が
、
土と

佐さ

の
イ
ゴ
ッ
ソ
ウ
と
ハ

チ
キ
ン
魂

だ
ま
し
いで
私わ

た
し

た
ち
は
微び

力
り
ょ
く

な
が
ら
県け

ん

人じ
ん

会か
い

の
発は

っ

展て
ん

の
為た

め

に
尽じ

ん

力り
ょ
く

す
る
覚か

く

悟ご

で
御ご

座ざ

い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
皆み

な

様さ
ま

方が
た

の

さ
ら
な
る
ご
支し

援え
ん

と
ご
協

き
ょ
う

力
り
ょ
く

を
お
願ね

が

い
致い

た

し
ま
す
。

慶け
い

祝し
ゅ
く

団だ
ん

が
来ら

い

訪ほ
う

。
ブ
ラ
ジ
ル

か
ら
は
母ぼ

県け
ん

訪ほ
う

問も
ん

団だ
ん

を
結け

っ

成せ
い

し
、
各か

く

人じ
ん

の
故ふ

る

郷さ
と

に
訪お

と
ず

れ
る
な

ど
相そ

う

互ご

の
交こ

う

流り
ゅ
うを
行

お
こ
な
って
い
る
。

　

９
９
年ね

ん

に
は
水す

い

害が
い

に
見み

舞ま

わ
れ
た
母ぼ

県け
ん

に
１
万ま

ん

ド
ル
の

義ぎ

援え
ん

金き
ん

を
贈お

く

っ
た
。
ま
た
、

県け
ん

費ぴ

留り
ゅ
う

学が
く

生せ
い

制せ
い

度ど

は
６
４

年ね
ん

に
始は

じ

ま
り
現げ

ん

在ざ
い

も
続つ

づ

く
。

　

会か
い

館か
ん

が
で
き
た
の
は

１
９
８
６
年ね

ん

、
母ぼ

県け
ん

か
ら

の
補ほ

助じ
ょ

と
地ち

方ほ
う

の
支し

部ぶ

を

回ま
わ

っ
て
集あ

つ

め
た
資し

金き
ん

な
ど
に

よ
り
高こ

う

級き
ゅ
う

住じ
ゅ
う

宅た
く

地ち

の
ピ
ニ
ェ

し
た
様よ

う

子す

で
話は

な

す
。

　

勝か
つ

一い
ちさ
ん
は
、
仕し

事ご
と

が
落お

ち

着つ

き
始は

じ

め
た
９
０
年ね

ん

代だ
い

に
母ぼ

県け
ん

か
ら
派は

遣け
ん

さ
れ
た
農の

う

業ぎ
ょ
う

高こ
う

校こ
う

を
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
さ
せ
た
こ

と
を
き
っ
か
け
に
、
県け

ん

人じ
ん

会か
い

活か
つ

動ど
う

に
頻ひ

ん

繁ぱ
ん

に
参さ

ん

加か

す
る
よ
う
に

な
っ
た
。「
息む

す

子こ

は
不ふ

定て
い

期き

な
仕し

事ご
と

で
参さ

ん

加か

で
き
て
い
な
い
。
た

だ
退た

い

職し
ょ
く

後ご

で
も
、
若わ

か

い
世せ

代だ
い

を

支し

援え
ん

し
て
間か

ん

接せ
つ

的て
き

に
世せ

代だ
い

交こ
う

代た
い

に
役や

く

立だ

て
る
は
ず
」
と
語か

た

っ
た
。

イ
ロ
ス
区く

の
物ぶ

っ

件け
ん

を
購こ

う

入
に
ゅ
う

し
た
。
年ね

ん

月げ
つ

を
経へ

る
た
び

に
補ほ

修し
ゅ
う

を
行お

こ
な

い
、
９
８
年ね

ん

に
は
婦ふ

人じ
ん

部ぶ

の
要よ

う

請せ
い

で
台だ

い

所ど
こ
ろ

と
ト
イ
レ
を
新し

ん

装そ
う

し
た
。

　

他た

方ほ
う

、
立り

っ

地ち

条じ
ょ
う

件け
ん

が
悪わ

る

く
イ
ベ
ン
ト
の
開か

い

催さ
い

が
課か

題だ
い

だ
っ
た
が
、
近き

ん

年ね
ん

は
「
フ
ェ
イ

ジ
ョ
ア
ー
ダ
祭ま

つ

り
」
や
青せ

い

年ね
ん

部ぶ

が
主し

ゅ

体た
い

と
な
っ
て
企き

画か
く

し
た

「
お
き
ゃ
く
」（
土と

佐さ

弁べ
ん

で
宴え

ん

会か
い

の
意い

味み

）
な
ど
で
客き

ゃ
く

を
集あ

つ

め
る
よ
う
に
な
り
、
賑に

ぎ

わ
い

を
見み

せ
て
い
る
。

斉せ
い

唱し
ょ
うと
続つ

づ

い
た
。

　

片か
た

山や
ま

会か
い

長ち
ょ
うは
挨あ

い

拶さ
つ

で
県け

ん

費ぴ

留り
ゅ
う

学が
く

生せ
い

や
来ら

い

月げ
つ

予よ

定て
い

の
よ
さ

こ
い
メ
ン
バ
ー
の
訪ほ

う

日に
ち

に
つ
い

て
触ふ

れ
、「
若わ

か

い
世せ

代だ
い

が
日に

っ

伯ぱ
く

交こ
う

流り
ゅ
うの
懸か

け
橋は

し

と
な
り
、
県け

ん

人じ
ん

会か
い

を
活か

っ

性せ
い

化か

し
て
い
る
」

と
強

き
ょ
う

調ち
ょ
う。
婦ふ

人じ
ん

部ぶ

に
つ
い
て
は

　

式し
き

典て
ん

は
午ご

前ぜ
ん

１
０
時じ

に
始は

じ

ま
り
、
来ら

い

賓ひ
ん

と
し
て
羽は

藤と
う

ジ
ョ

ル
ジ
聖せ

い

市し

議ぎ

、
太お

お

田た

慶け
い

子こ

連れ
ん

邦ぽ
う

下か

議ぎ

代だ
い

理り

の
森も

り

ウ
ィ
ル
ソ
ン

氏し

、
日に

っ

系け
い

団だ
ん

体た
い

代だ
い

表ひ
ょ
う

者し
ゃ

ら
が

出し
ゅ
っ

席せ
き

。
大お

お

崎さ
き

康や
す

夫お

副ふ
く

会か
い

長ち
ょ
うに

よ
る
開か

い

会か
い

の
辞じ

の
後あ

と

、
先せ

ん

没ぼ
つ

者し
ゃ

へ
の
黙も

く

祷と
う

、
日に

っ

伯ぱ
く

両り
ょ
う

国こ
っ

歌か

県
けん

人
じん

会
かい

最
さい

高
こう

齢
れい

101 歳
さい

の横
よこ

井
い

静
しず

香
か

さんと岩
いわ

城
き

副
ふく

知
ち

事
じ

岩
いわ

城
き

副
ふく

知
ち

事
じ

坂
さか

本
もと

副
ふく

議
ぎ

長
ちょう

創
そう

立
りつ

65周
しゅう

年
ねん

式
しき

典
てん

、盛
せい

大
だい

に祝
いわ

う

高
こう

知
ち

県
けん

人
じん

会
かい

高
こう

齢
れい

者
しゃ

名
めい

横井　静香 １０１歳

石本　壮寛 ９８歳

井上　　章 ８５歳

森岡　　和 ９８歳

本吉兎喜子 ９２歳

正木　清寿 ９５歳

西森　栄樹 ９２歳

西森さかえ ９２歳

田村　昭一 ９０歳

小島　道雄 ８５歳

海治　一成 ８６歳

川上　公三 ８７歳

大和　正史 ８５歳

矢野　真一 ９７歳

大平美佐子 ９７歳

大平　婦美 ９７歳

田中　芳子 ９４歳

川上　　晧 ８９歳

武吉　七郎 ８６歳

北川　龍雄 ８５歳

森岡　愛子 ９３歳

石本　清恵 ９６歳 っ
た
。入

に
ゅ
う

る
た
び年ね
ん台だ

い

し
た
。悪
わ
る題だ

い

は
「
フ
ェ
イ年ね
ん

し
た宴え
ん集あ

つ

わ
い石本　清恵 ９６歳

祝　ブラジル高
こう

知
ち

県
けん

人
じん

会
かい

創
そう

立
りつ

65 周
しゅう

年
ねん

 

ス
ム
ー
ズ
な
世せ

代だ
い

交こ
う

代た
い

　
ブ
ラ
ジ
ル
高こ

う

知ち

県け
ん

人じ
ん

会か
い

　
片か

た

山や
ま

ア
ル
ナ
ル
ド

 

ブ
ラ
ジ
ル
と
の
懸か

け
橋は

し

に

高知
ち

県県
けん

人
じん

会
かい

創
そう

立
りつ

下下し
た

のの
力力ち

か
ら

に

を
さ
さ
え
て
く
れ
る

き
で
す
。
婦ふ

人じ
ん

は
ブ
ラ
ジ
ル
生う

ま

土と

佐さ

の
郷

き
ょ
う

い
っ

世せ
い

の
人ひ

と

け
を
と
ら
な
い
ぐ
ら
い
美お

っ
て
く
れ

は
地じ

味み

で

た
な
い
も
の
で
あ
り
ま
す

の
イ
ゴ
ッ
ソ
ウ
と
ハ

た
ち
は
微び

力
り
ょ
く

発は
っ

展て
ん

の
為た

め

で
御ご

座ざ

い

皆み
な

様さ
ま

方が
た

の

と
ご
協

き
ょ
う

力
り
ょ
く

事ご
と

が
落お

ち

年ね
ん

代だ
い

に
母ぼ

農の
う

業ぎ
ょ
う

高こ
う

を
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
さ
せ
た
こ

県け
ん

人じ
ん

会か
い

活か
つ

す
る
よ
う
に

定て
い

期き

な
仕し

で
き
て
い
な
い
。
た

い
世せ

代だ
い

世せ

代だ
い

交こ
う

て
る
は
ず
」
と
語か

た

っ
た
。

な
仕

で
き
て
い
な
い
。
た

代だ
い

を
交
代た

い

っ
た
。

65 周
しゅう

年
ねん

 

慶
祝
団

県
　
副
知
事

岩
城　

孝
章

県
　
秘
書

田
中　

聖
信

議
会
　
議
長

土
森　

正
典

議
会
　
秘
書

竹
崎　

大
輔

議
会
　
議
会

野
町　

雅
樹

議
会
　
議
会

梶
原　

大
介

県
　
文
化
生
活

　
　
ス
ポ
ー
ツ
部
長

門
田
登
志
和

県
　
国
際
交
流
課

　
　
課
長
補
佐

澤
村　

則
和

県
　
国
際
交
流
課
主
査

橋
上　

李
保

土
佐
清
水
市
長

泥
谷　

光
信

津
野
町
長

池
田　

三
男

 

ブ
ラ
ジ
ル
高
地
県
人
会
役
員

顧
問

武
吉　

七
郎

名
誉
会
長

高
橋　

一
水

会
長

片
山
ア
ル
ナ
ル
ド

第
一
副
会
長

森
本　

勝
一

第
二
副
会
長

大
崎　

康
夫

第
三
副
会
長

甲
藤
マ
リ
オ

第
一
会
計

山
田　
　

良

第
二
会
計

高
橋　

美
加

第
一
総
務

文
野　

雅
甫

第
二
総
務

盛
岡　
　

正

第
一
書
記

川
上　

徳
義

第
一
資
産
管
理

堀
川
ジュ
リ
オ

第
二
資
産
管
理

川
上　

隆
夫

第
一
娯
楽

広
瀬
マ
リ
オ

第
二
娯
楽

渡
辺　
　

健

第
一
渉
外

東　

加
代
子

第
二
渉
外

片
山　

明
子

青
年
部
長

甲
藤
マ
リ
オ

青
年
副
部
長

川
上
カ
ー
ミ
ラ

竜
よ
さ
こ
い
部
長

川
上
カ
ー
ミ
ラ

土
佐
祭
り
部
長

塩
川
フ
ァ
ビ
ア
ノ

土
佐
祭
り
副
部
長

武
田
ア
ウ
グ
ス
ト

森
本
美
栄
子

正
監
事

武
吉　

七
郎

文
野　

千
恵

補
充
監
事

雁
田
ミ
リ
ア
ン

甲
藤
エ
レ
ー
ナ

「
県け

ん

費ぴ     

を
絶た

や
さ
ず
に
」

若わ
か

手て

も
積せ

っ

極き
ょ
く

的て
き

、順じ
ゅ
ん

調ち
ょ
う

な
世せ

代だ
い

交こ
う

代た
い

留り
ゅ
う

学が
く

研け
ん

修し
ゅ
う

ブラジル
高知
県人会

こう　　　　　　ち

けん　　　じん　　かい

2018
2019
年度
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